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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑨

			横塚司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第２１６話　最後の夜明け

			第２１７話　学校の山の謎

			第２１８話　新しいちから

			第２１９話　決戦の準備

			第２２０話　アルガーラフの提案

			第２２１話　４人だけの白い部屋

			第２２２話　中等部本校舎の再訪

			第２２３話　６本目の楔１

			第２２４話　６本目の楔２

			第２２５話　６本目の楔３

			第２２６話　帰還

			第２２７話　カヤ１

			第２２８話　カヤ２

			第２２９話　魔王の影

			第２３０話　地球での６日間

			第２３１話　魔法使い

			第２３２話　世界を移動するもの(プレインズ・ウオーカー)

			第２３３話　住宅地の戦い１

			第２３４話　住宅地の戦い２

			第２３５話　住宅地の戦い３

			第２３６話　住宅地の戦い４

			第２３７話　亡霊王との戦い１

			第２３８話　亡霊王との戦い２

			第２３９話　亡霊王との戦い３

			第２４０話　亡霊王との戦い４

			第２４１話　亡霊王の行方

			第２４２話　真の敵

			第２４３話　梅屋敷の決戦

			第２４４話　志木さんの復讐

			第２４５話　魔王討伐１

			第２４６話　魔王討伐２

			第２４７話　魔王討伐３

			第２４８話　愛するひと

			第２４９話　休戦協定

			最終話　ぼくはふたつの世界を天秤にかけて

			番外編　結婚式

			番外編　黒豹急行

		

	
		
			第２１６話　最後の夜明け

			　

			　女性が歌っている。歌詞の意味はわからないのだけれど、ひどく物悲しい歌に思えた。

			　ぼくは彼女の声を聞いたことがある。

			　異世界に漂流してから３日目のこと。学校の山の洞窟で、グロブスターによってミアと共に転移したとき。ぼくはいちどだけ、この歌声を聞いた。

			　きみは、誰だ？　どうしてぼくに、この歌を聴かせる？

			　と……囁くような声。女性の声が、ぼくの名を呼ぶ。せつなげに、愛しそうに。

			　ああ……そうか。いまなら、わかる。ぼくは彼女の名を呼ぶ。

			「ミア」

			　歌い手が笑ったような気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目を醒ますと、薄暗い部屋のなかだった。

			　世界樹にある樹上の家、大樹のうろの、どこかだ。

			　棚の上に載った頼りない魔法のランタンの橙色が、干し草のベッドを照らしだしている。

			　ぼくの左右で、アリスとたまきが心地よい寝息を立てていた。

			　ふと腕時計を見れば、まだ日の出前の時間だ。

			　無骨な腕時計。ミアからの贈り物だ。

			　彼女は、いってしまった。もうぼくの手の届かないところへ去ってしまった。

			　ぼくは彼女を守ることができなかった。

			　もう２度と彼女のにやにや笑いを見ることができない。とぼけた冗談を聞くことができない。いつもしつこいほどまとわりついてきた彼女は、もういない。

			　かきむしりたくなるほど、胸が苦しい。自分の無力に腹が立つ。ああ、ぼくは……悔しい。

			「カズさん」

			　ふと見れば、アリスとたまきが目を醒まし、心配そうにぼくを見上げていた。

			「ごめん、起こしてしまった」

			「いいです、そんなこと。それより」

			「うん、ああ、いろいろ説明を……」

			　ぼくの言葉は、アリスのキスで遮(さえぎ)られた。

			　続いてたまきもキスしてきて、そのついでとばかりに押し倒された。

			「どういうこと」

			「あ、あの。きっとカズさんは落ち込んでいるから、きちんと慰(なぐさ)めなさいって」

			「誰が……いや、いい、わかった」

			　志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)、彼女以外にあるまい。

			「たまきまで」

			「ふたりいっしょに、がんばりなさいってさ。……カズさん、そういうのは、嫌？」

			「どちらかというと、嫌じゃないです」

			　頬を朱に染めて、ぼくを見下ろしてくるアリスとたまき。

			　いじらしくて、かわいらしい彼女たちを、ぼくはまとめて抱きしめた。

			　温かいぬくもりと少し甘い体臭に、頭の芯が痺れてくる。

			「ごめん。いまだけは、ふたりに溺れさせて」

			「はい、カズさん」

			「うん、ま、任せてっ」

			　実際のところ、志木さんのいう通りなのだろう。

			　いまのぼくに必要なのは、彼女たちの献身を受けとることなのだろう。

			「いいんですよ、カズさん」

			　アリスが行為のあとに、ぼくを抱きしめる。

			「悲しければ、わたしたちの胸で泣いてください。くじけそうになったら、わたしたちを抱いてください。カズさんとわたしたちは、みんなでひとつなんですから」

			「そうだよ、カズさん。お願いだから、わたしたちにだけは、遠慮しないで」

			　嗚咽を漏らすうち、心の底に堆積してよどみとなっていたなにかが、少しずつ洗い流されていくような気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜明け時。桶に水を魔法で召喚して顔と身体を洗い、ふたりの恋人と共に、木のうろの外に出る。

			　ぼくたちが寝ていた部屋は、ほかの住居から少し離れたところにあった。

			「あ、あのね、ここは、恋人の家っていうんだって。その……つまり、そういうこと。リーンさんが、ここならいくらでも騒いでいいって」

			　たまきが、恥ずかしがりながらいう。

			「ルシアさんは、お姉さんと水入らずで話がしたいそうです。カズさんのことは、わたしとたまきちゃんに任せるって」

			「ああ……そうか、そうだよな」

			　彼女としても、いろいろ優先するべきものがあるだろう。

			　きっとルシアは、ぼくたち全員の未来に向かって動いている。

			「リーンさんはもう起きてるかな。志木さんも。話さなきゃいけないことが、たくさんある」

			「あ、はい。わたしたちからも、お話ししなきゃいけないことがけっこうあるんです」

			　そういえば昨日は、ぼくが寝てしまったあと、どうしたんだろう。

			「ええと……なにからお話しすればいいかわかりませんが、わたし、レベル46になりました」

			　昨日の夕方、ぼくと別れたとき、彼女はレベル41だったはずである。

			「もしかして、学校の山でオーガを？」

			「はい。わたしとたまきちゃんとルシアさんとで組んで。結(ゆう)城(き)先輩や啓(けい)子(こ)さんも、桜(さくら)ちゃんたちと組んで、オーガをたくさんやっつけました」

			　ザガーラズィナーが死んだいま、あの山で恐れるべきモンスターはいない。

			　神兵級モンスターであるドワグ・アグナムすらも、もはやアリスたちの敵ではない。

			「それでね、それでね、カズさん」

			　たまきがぼくの制服の袖を引っぱる。なにかいいにくそうにしている。

			「どうした」

			「あ……ううん、たぶんそのへんもリーンさんや志木さんから話を聞いた方がいいかな」

			「別にたまきが話してもいいんだぞ」

			　たまきは腕組みして、うーん、と唸ったすえ、やっぱり首を振った。

			　えっへっへ、と笑う。

			「うまく説明できそうにないや！　よくわかってないし！」

			　あー、つまり複雑な事態があったってことかな……。

			　おら、なんかすごく不安になってきたぞ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もはやリーンさんの住居兼執務室と化している木のうろの前では、志木さんが腕組みして待っていた。ぼくたちを見て、いやらしく笑う。

			「リフレッシュできたかしら」

			「ええ、まあ、たっぷりと。ところで豪華な朝ごはんは御所望ですかね」

			「きっとそういってくると思ったわ。愛してるわよ」

			　その愛はぼくじゃなくて、ぼくが召喚するごちそうに向いているんですね。わかります。

			　木のうろのなかでは、リーンさんのほかにルシアと結城先輩が待っていた。

			　そろそろぼくたちが来ると思った、と口をそろえる。

			「カズ、わたしからいうべきことは、ふたつです」

			　ルシアがいう。

			「次はわたしも」

			「あ、はい、もちろん。いちおう聞くけど、もうひとつは」

			「甘いお菓子をたくさん出してください」

			　ルシアさん、ぶれねぇっすね。

			　ちらりと結城先輩を見ると、面頬を取って笑いかけてきた。

			　これって……やっぱり、気を使われているよなあ。

			「それじゃ、とりあえず10人分くらいを」

			　テーブルごと、豪華フルコースを召喚する。

			　その横にルシアが喜びそうなケーキとデザートのセットも。

			　おいしそうな匂いが、とても広い木のうろのなかに充満して……あ、いま衝立の奥から、護(ご)衛(えい)たんたちの生つばを飲み込む音が聞こえてきたぞ。

			「ひとまず、ご飯にいたしましょう。この量、わたしたちだけでは食べきれませんし、供の者たちにわけてもよろしいですか」

			　もちろん了承する。なんなら、追加でもっと召喚してもいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時間を無駄にしないためにも、ということで朝食をとりながら、昨日の夕方、ぼくとミアの身にあったことを語った。

			　ぼくにとっては数日から、もっと長い期間の出来事なんだけど。

			　ぼくとミアは、なにかアレな存在につくられた学校の山のなかで、ミアに模したアレな存在と遭(そう)遇(ぐう)したこと。ミアとその模造体が融合してしまったこと。

			　結果として、ミアは彼女いわく「変態しなきゃいけない」という事態に陥(おちい)ったこと。

			　彼女のなかにぼくの子供がいるはずであるとか、そういうことも語った。

			　結城先輩は、軽くぼくのお腹にパンチを入れたあと、祝福の言葉をくれた。

			「ミアの小学生のころの夢、聞いたことがあるでござるか」

			「ええと、知りませんけど、どうせロクなもんじゃないんですよね」

			「『ゲッターと融合して火星に旅立ちたい』でござる」

			　どんな小学生だよ。

			　こらえきれず、結城先輩がげらげら笑い出した。ほかのひとは、なぜ兄である結城先輩が笑っているのか意味がわからず、きょとんとしていた。

			　なんだか、少しだけ心が軽くなった気がする。

			　ようやく、彼女の不在を心が受け入れられるような気がする。

			　きっと、そのために結城先輩は笑ってくれているんだろう。

		

	
		
			第２１７話　学校の山の謎(なぞ)

			　

			　朝食のあと、ぼくたちはふたたび車座となって会議だ。

			　最初の議題は、やはり最後にミアが話した内容である。

			「魔王は、学校の山のあった場所からほかの世界に飛んだ、と」

			　志木さんの言葉にも、一同の大半は半信半疑というか……アリスとたまきに至っては、その情報がどういう意味を持つかわからない様子だ。

			「そして魔王は、いま地球にいるという可能性が高いわけでござるな」

			「ええ、そういうことですね。この世界の人々にとっては幸いなことでしょう。残ったモンスターの脅威こそあれ、魔王に怯(おび)える必要はなくなったわけですから。……おそらく魔王は、もう２度とこの世界に戻って来ない」

			　リーンさんとルシアがうなずく。

			　ようやくその言葉の意味を理解したアリスが「それって！」と叫んだ。

			「地球が、魔王に襲われているってことですか！」

			「その可能性が高い、ってミアはいっていた」

			「はーい。でもカズさん、きっと自衛隊とかがなんとかするんじゃ？」

			　たまきが律儀に挙手し、意見を告げる。

			　アリスは「そ、そうですね」と胸をなでおろすが……。

			「テパトの寺院で出会った巨大クラゲを思い出してくれ。あれは魔王の眷族ともいうべき存在らしい。魔王は眷族と同じ特性を保有している、とミアはいっていた」

			「え、そ、それって……剣や槍(やり)で攻撃しても効果がないってこと？」

			「おそらくは銃や砲弾も無効だろう、と。原爆でも落とせばまた違うのかもしれないけど……あまり期待はできない、らしい」

			　そこまではミアもいっていなかった。

			　けどなー、この世界のモンスターの法則的に、そういう特性があると、とことんなんだよな。

			「昨日も話した通り地球にも実は魔法が存在して、それはぼくたちの目から隠されていただけ、という可能性もある。魔王が侵攻しても、なんとか撃退できるかもしれない」

			「ええと……啓子さんのお師匠さまとかだっけ」

			「啓子さんも、本当のところはよくわからないっていってたけど」

			　ちらりと結城先輩を見れば、ややためらいがちにうなずいていた。

			　彼としても、そのあたりは判断がつかないのだろう。

			「あなたがたの学校の山がわたくしたちの世界に転移してきた理由がようやく明らかになった、という点がまず重要ですね」

			　リーンさんがいった。

			「魔王の転移と入れ替わりに、あなたがたがやってきた。それはあなたがたが選ばれたわけではなく、ただ巻き込まれただけであったということです」

			「それにしては、白い部屋とか、謎(なぞ)が多いですけどね」

			「なにより、いま学校の山で起きている事象について手がかりを得られたのはおおきいと考えます」

			「ちょっと待ってください。いま学校の山で？　どういうことです」

			「そのお話をするべきでしょうね」

			　リーンさんは、ぼくたちの中央に置かれた例の水鏡に触れた。
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			　水面がゆらぎ、学校の山とおぼしき場所が映る。

			　学校の山の上空で、激しくぶつかりあう存在があった。

			　黒いなにかが灰色のなにかと、高速移動をしながら火花を散らしている。

			　学校の山の周囲にも数多くのモンスターがいた。モンスター同士で激しく戦っている。

			　片方は、動物型のモンスターを中心とした軍団に見えた。

			　もう片方は、スケルトンなどのアンデッドが中心だ。

			　巨大な熊を、スケルトンの剣士が両断する。そこに多くの狼型モンスターが群がり、骨をばらばらにしてしまった。

			　あちこちで激しい戦いが演じられている。

			「昨夜、あなたがたマレビトの部隊がオーガやオークの掃(そう)討(とう)をしていたときのことです。突如として、モンスターたちの集団が現れました。わたくしは、慌ててマレビトのかたがたを撤退させたのですが……それから、モンスターはふたつに分かれて戦い始めたのです」

			　昨日の夜からずっと戦い続けているのか。

			　なにより、これ、上空でぶつかっているのって……。

			「片方って、あいつ、ですよね」

			「はい。黒翼の狂狼アルガーラフです。となると、それと互角に戦える存在は……」

			「最後に残った四天王、ですか。爆発に巻き込まれて倒されたはずの」

			　消去法から、そうなるだろう。信じられないことだけど、そもそもアルガーラフが生きていたんだから、もう１体だって生きていておかしくない。

			　そもそも、四天王ってのはそれくらい規格外な存在で……ザガーラズィナーとサシで殺し合ったぼくは、そのことをよく理解しているつもりなのだ。

			「亡霊王ディアスネグス。アンデッドを支配する、死の化身です」

			　リーンさんが、その名を告げる。

			　４体目にして最後の四天王。災厄ともいうべき存在、ディアスネグスの名を。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　亡霊王ディアスネグスは、その名の通りアンデッドの頂点に立つ存在であるらしい。

			　なにより厄(やつ)介(かい)なのは、その実体が霧のようなものであるということだ。

			　クラゲ以上に物理攻撃無効さんである。

			　しかも高位の魔法使いらしく、魔法攻撃に抵抗する魔法を幾重にも重ねているとのこと。

			　つまり物理無効かつ魔法耐性高。

			「あのー、ちょっとチートすぎませんかね、こいつ」

			「あのアルガーラフとひと晩戦い続けるだけはある、ということね」

			　志木さんがため息をつく。

			「厄(やつ)介(かい)度ではザガーラズィナー、アルガーラフ以上、と考えた方がいいのでござろうな」

			　結城先輩が腕組みして唸る。

			　でもそのディアスネグスが、いまなぜか、アルガーラフと戦っている。

			「あの……なんでこのひとたち、モンスター同士で仲間割れをしているんでしょう」

			　アリスが素直な疑問を口にした。

			　思わず頭をなでまわしたくなるほど素直ないい子である。

			　こんなところではスキンシップできないのが残念だ。

			「一昨日(おととい)、アルガーラフが口にした言葉から考えて、あやつは魔王の支配下から離脱しているのでござろう。そのうえで、己の軍を率いて反乱を起こした。であれば、ディアスネグスは未だ魔王軍に所属していると考えるのが妥当でござろうな」

			「アルガーラフは、この大陸が沈んでは困る、って口ぶりだったわ。ならディアスネグスは、この大陸が沈んでも構わない派なんでしょう」

			　大陸が沈んででも魔王さまに絶対忠誠のディアスネグスと、大陸沈んだら困るから魔王さまとかもう知ったことじゃないアルガーラフ。

			　それぞれが軍勢を率いて潰し合っている、というのが現状なのだろう。

			「大陸が沈んでも構わないって！　そんなことになったら、えっと……すっごい困るよ！」

			　たまきが、とても素直な感想を口にする。

			　なんとかな子ほどかわいい。

			「ディアスネグスにとっては、困らないってことだろうね」

			「え、カズさん、それってどういうこと」

			「彼がこの世界から去るつもりなら、そのあとこの世界がどうなろうと知ったことじゃない」

			　たまきは、あっ、と驚きの声をあげる。

			「つ、つまり、ディアなんとかの目的って、魔王を追ってこの世界を出ていくってこと？」

			「ディアスネグスな。いまのところ推論にすぎないけど」

			「アルガーラフはそれを阻止したかった、というわけね」

			　志木さんが言葉を引き継ぐ。

			「だから一昨日(おととい)も、わたしたちに、ザガーラズィナーを阻止しろといってきた」

			　すべて憶測で、いろいろな発言と状況証拠の繋ぎ合わせにすぎない。

			　でも……たぶん、コレだろう、という予感があった。

			「ならアルガーラフは、いまのところ『敵の敵は味方』だ」

			「カズくん、甘く考えないで。一昨日(おととい)の様子なら、近寄ったら普通に攻撃される気がするわ」

			「うーん、たしかに。あの戦いに介入するのはやめた方がいいだろうなあ」

			　むしろ、ここは漁夫の利を狙いたいところだ。

			　どちらかが倒れたところで、残り一方を倒しにいくのである。まあ、それでも倒せるかどうかは怪しいところなのだが……。

			「ザガーラズィナーのときはＭＰを大量に使えたからなあ。ああいうこと、もういちどできればいいんだけど」

			「カズくんはＭＰがあればあるほど瞬間戦力が強化されるビルドだものねえ。白い部屋でお願いしてみてはどうかしら」

			「それもアリかもしれないけど、どのみちレベルアップしないと意味が……」

			　と、そのときルシアが、さっと手をあげる。

			　いつものようにあまり表情が変わっていないのだが……なんだか、少し得意げだった。

			「レベルアップを抑制してあります」

			「でかした！」

			　うわマジえらい。ルシアさんちょうえらい。

			「いまここにいるメンバーで、リーンさんを抜かしてちょうど６人ですか。会議にリーンさんが参加できなくなりますけど、この続きを白い部屋でやれば……」

			「では、わたくしの全権はルシアに委任いたしましょう。ルシアの言葉をわたくしの言葉だと思ってくださってけっこうです」

			　それだけルシアを信用しているのか……ってのはいまさらか。

			　ふたりがうなずきあうのを見ながら、まあ彼女たちがそういうのなら、と思うことにする。

			「それじゃ、白い部屋にいきましょうか」

			　ぼく、アリス、たまき、ルシア、志木さん、結城先輩。

			　手早く６人でパーティを組む。

			「ふむ、あれでござるな。カズどののハーレムに拙(せつ)者(しや)がお邪魔するのはいささか無粋……」

			「志木さんは違うから」

			　殴りたい、面頬の向こう側でもわかるこの笑顔。

			　……まあ、この手のことでからかわれても、いまさらなんだけどさ。

		

	
		
			第２１８話　新しいちから

			　

			　ぼくたちは、これまでかき集めたトークンを白い部屋の床に置き、きちんと数え直した。

			　ぼくたちのグループがトークン７８９１個分。

			　加えて結城先輩と啓子さんが持ってきた３１１７個分。

			　合わせて１１０９８個分である。

			　これを使ってミアベンダーでなにを手に入れるか。

			　あるいは白い部屋の主に、ミアベンダーになにか追加できないか、訊ねてみるべきか。

			「ひとまず、要求するだけ要求してみるでござるよ」

			　という結城先輩の言葉に従い、手分けしてＰＣに質問を重ねた。

			　ぼくは、いまのぼくに足りないＭＰ増幅系、使い魔の消費ＭＰ減少系、あるいは他者のＭＰを融通してもらう系のアイテムをベンダーに設置できないか訊ねる。

			　答えは、すべて「否」であった。どうやらＭＰを管理するアイテムの類(たぐい)は無理らしい。

			　仕方ないところではある。ゲームバランス的に考えて、絶対、崩壊を招く部分だろうから。世界樹周辺でのみ効果があったアレとか昨日のミアのソレとかは、本当に例外なのだろう。

			　いやこれガチの現実だから、ゲームバランスとかヌルくていいんだけどね。

			　ヌルゲーばんざい！　イージーモードばんざい！

			　現状、マジでベリーハードなんだからさ……なんて愚痴ってても始まらない。

			　正攻法がダメなら、抜け道を探すまでだ。

			　あ、でも、その前に……。ぼくはふと思いついたことを、Ｑ＆Ａする。

			　返信はすぐに来た。

			　

			Ｑ：ＭＰ管理系に厳しいのは、それがシステム的に不可能だからか

			Ａ：ＹＥＳ

			　

			　結城先輩は首をひねり、「ならば、こういうのはどうでござろう」とキーをタイプする。

			　

			Ｑ：ミアベンダーに「発動直前の魔法を込め、キーワードなどで発動させるアイテム」を追加することは可能か

			Ａ：使い捨てアイテムならば可能

			　

			「ぼくが使えるチャージ・スペルみたいなものかな」

			　付(ふ)与(よ)魔法ランク６のチャージ・スペルは、宝石に魔法を込める魔法だ。

			　合わせて３つまで、簡易な使い捨てアイテムをつくることができる。

			　込められる魔法は多々あるが、基本的にはフレイム・ソードなどの自分自身に使えない魔法を込め、他者に使わせることになる。

			　けっこう便利な魔法なのだが、込められる魔法のランク上限が２であるという条件がキツい。

			　せめてランク３の魔法が込められれば、リフレクションやシー・インヴィジビリティをほかのひとに渡せるんだけど……。

			　

			Ｑ：そのアイテムは、魔法を込めた人物以外も使用できるようにすることが可能か

			Ａ：可能

			　

			Ｑ：術者自身にしか使用できない魔法をそのアイテムに込め、他者が使用することは可能か

			Ａ：可能

			　

			Ｑ：チャージ・スペルにあるようなランク制限を撤廃することは可能か

			Ａ：可能。陳列する

			　

			　ミアベンダーのアイテム一覧のおしまいに、ひとつアイテムが増えていた。

			「蓄魔石、か……」

			　それはキーワードで砕け発動する、完全に使い捨てのアイテムだった。

			　攻撃魔法などの投射型魔法は込められない、完全にバフ用のアイテムであるらしい。

			　しかも、お値段がたいへんに厳しい。なんと１個につきトークン１０００個分。

			　もちろんほかのミアベンダー製品と同様、アイテム複製セットで複製することは不可能だ。

			「これ、すごく使えますね」

			「うむ。マストバイでござろう」

			「え、え、こんな高いの買っちゃうの？　カズさん、ちょっともったいなくない？」

			　たまきが慌てる。

			「たとえば、たまき。いちど限りとはいえ、いつでもアクセルを使えるようになれば、どうだ」

			「あ……かなり有利かも。ひょっとしたら、四天王とも渡り合えるかも？」

			「いや、アクセルがあっても攻撃をしのぐのがせいぜいだとは思うけどね」

			　ぼくがシャ・ラウと同調してザガーラズィナーと戦ったときは、シャ・ラウがおおきくブーストされていたにもかかわらず、１対１ではアクセルを使用してなお厳しい戦いを強いられた。

			　四天王は、それほど隔絶した強さを持っているのだ。

			「特に切り札になりそうなのは、さっきもいったアクセルと、あともちろんリフレクションだ。あとはシェイプ・チェンジとトゥルー・サイトもあるけど……」

			「武器を持つ拙(せつ)者(しや)らが変身して充分に実力を発揮できるかというと微妙でござるな。幻を使う相手などであれば、トゥルー・サイトは有用でござろうが」

			「とりあえず候補からは外していいと思います」

			　リフレクションは自分対象の魔法ではないが、乱戦で使う場合、どうしても自分かすぐ近くの仲間が対象になる。前衛が使えるようになってこそ、価値が出てくるものだ。

			　啓子さんとか、これをフル活用することで格上の敵と渡り合ってるしなあ。

			「トークンは有限だし、ひとまずアクセルとリフレクションを優先しよう」

			　ぼくの結論に、結城先輩がうなずく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、使い捨てアイテムだけでは足りない気がする。できればほかにも、底上げグッズが欲しいところだ。

			　ぼくたちはまた全員でＰＣに向かい、Ｑ＆Ａを繰り返し……。

			「やはり、新たな魔法でござろうな」

			　リード・ランゲージやメニー・タンズのようにミアベンダーに追加してもらうのである。

			　現在のところ、ミアベンダーの一覧にある魔法はどれもランク３以下だが、これのランク８とかランク９なら、もっと戦闘に有益な魔法を得られるのではないか。

			　その方向性でいろいろ質問してみた。

			　やはり、既存のスキルにある魔法やそれの類似品は不可であるらしいが……ならば。

			「シャ・ラウが使う、ものすごいスピードで移動する魔法はどうだろう」

			　ぼくの提案は、白い部屋の主に承認された。

			　名前はライトニング・ムーヴ、ランク９の汎用魔法としてミアベンダーに登録された。

			　なんとトークン２０００個分である。その価値は間違いなくあると思うけれど……。

			「これを覚えるなら、アリスだろうな」

			「ええと……そうですね、前衛で魔法を使えて、魔法系スキルがランク９まで育っているのは、わたしだけですから」

			　アリスの治(ち)療(りよう)魔法ランク９には、有用な魔法が揃っている。

			　そのなかでひとつ、切り捨てるとなると、これがなかなか難しい。

			「普通でござれば、対アンデッド系を切り捨てるべきでござろうが……」

			「これからアンデッドと戦うことになる可能性が高いものね」

			　そうなのだ、ランク９の魔法４つのうち、対アンデッド魔法がじつにふたつ。

			　現在の状況を考えると、これらは温存したい。

			　回復系最上位魔法であるリザレクションは、四肢欠損や状態異常といったものも含めてすべて１発で治(ち)療(りよう)する超強力治(ち)療(りよう)魔法だから、これも必須。

			　となると……残りひとつを切るしかないのだ、が。

			　その魔法の名は、エヴォリューション。

			　Ｑ＆Ａによると、生命に一時的な進化を促すのだという。

			　おい、なんだよそれいい加減にしろ、といいたくなるような魔法だ。

			　ゲッター線でも浴びせるのか。

			　昨日の夜、結城先輩と啓子さんに被験者となってもらったところ、１時間ほど腕が４本になったり、背中から翼が生まれて空を飛べるようになったりしたとのこと。

			　効果は１時間で切れるし、どうやらランダムのようだ。

			　すごく面白い魔法で、結城先輩がまたかけてもらいたそうにしているのだけれど……。

			「遊びで魔法を残す余裕はないでござるな……。もっといろいろ楽しみたかったでござるよ……。無念、無念でござる」

			「あー、せめてこの白い部屋でかけてもらって、隣で遊んでください」

			「そうするでござる」

			　数分後、草原となった隣の空間で、華麗に宙を舞う翼の生えた結城先輩の姿があった。

			　ものすごく楽しそうに空を飛ぶ、翼の生えた忍者。

			　ある意味でものすごく冒涜的な光景である。

			「ねえ、ねえ、アリス。わたしにもそれかけて」

			「いいですけど……どんな風になっても、知りませんよ」

			　たまきにエヴォリューションがかかる。

			　その身がぴかっと輝き、少女の全身から銀の毛がもわさもわさとものすごい勢いで生えた。体毛は顔まで覆(おお)った。爪が鋭く尖り、牙も生える。これって……ワーウルフみたいな感じか？

			「わっ、わあっ、なにこれーっ」

			「あらまあ、動物に退化しているのかしらね。かわいいわよ、たまきちゃん」

			「え、えーっ、なんでーっ。やだっ、カズさん見ないでーっ」

			　狼女になったたまきは、わおーんと吠えて草原の彼方に駆けていった。

			　さらばたまき。１時間したら帰ってこいよ……。

			「この魔法、ディスペル系で解除できるのかしら」

			「試してみようか。アリス、志木さんにかけてみてくれ」

			「わたしを実験台にするの？　……まあ、いいけど」

			　志木さんの腕が４本になった。服が破れそうになって、結構やばかった……主に胸もとが。

			　で、アリスがディスペルをかけると、志木さんの腕はもとの２本に戻った。

			「カズくんとしても、わたしたちに猫耳が生えたりするのを見るのは眼福かしら」

			「あいにくと、ぼく、そういう属性ないんで……」

		

	
		
			第２１９話　決戦の準備

			　

			　アリスがエヴォリューションを潰してライトニング・ムーヴを習得した。

			　蓄魔石は、８個、入手しておく。

			　それからさらに打ち合わせをして……ぼくたちは白い部屋を出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　蓄魔石は、すべてぼくたちが持つことになった。

			　最初、「半分は結城先輩たちが使ってください」といったのだが……。

			「いちばん厳しいところはカズ殿たちに任せることになるでござるよ。その８個の保険で、少しでも勝率を上げて欲しいでござる」

			「そうよー、わたしたちは本当に厳しい戦いじゃ役に立たないものー」

			　結城先輩も啓子さんも、ガンとして受け取ってくれなかった。

			　いってることはもっともなので、ありがたく受け取っておくことにする。

			　アクセルを蓄魔石６個に、リフレクションを蓄魔石２個に込める。

			　アリスとたまきに、半分ずつ持ってもらう。

			　そんなことをしている間に、水鏡のなかの映像に変化があった。

			　アルガーラフ配下と思われる魔獣軍団が、ディアスネグス率いるアンデッド軍団に対してえらく強引な攻勢に出たのである。

			　あちこちでアンデッド軍団の守りを食い破るも、魔獣軍団の被害も甚大なようだった。

			「これは……魔獣軍団は高等部の校舎を目指しているようですね。アルガーラフの部下たちは、あそこになにかあると気づいたのでしょうか」

			　ルシアが呟(つぶや)く。

			「なにかって……そういえば、グラウンドの下によくわからない施設があったか。でもあれは、爆破しちゃったよね」

			　ぼくがいった。

			　おかげで追撃してきたザガーラズィナーの足を止めることができたのだ。あの一瞬がなければ、ぼくたちはやつから逃げることなどできなかっただろう。

			　あの時点でのザガーラズィナーは、ちょっとばかりアンタッチャブルな相手だった。

			「魔獣軍団がここまで強引に動く以上、よほどのなにかがあるのでござろうが……もしそれが、われわれにとっても重要なものであるなら、介入するのはいましかないでござろう」

			「あの、それって世界が滅ぶとかそういうことですか」

			「そうでござる、アリス殿。一昨日(おととい)の夕方、ミアが両脚を犠(ぎ)牲(せい)にしてアルガーラフから手に入れた情報が確かであれば、あやつはほかの魔王軍と違い、この世界が滅亡しては困ると考えているのでござろう」

			　結城先輩のいう通り、彼らがなにを巡って争っているかが重要だ。

			　もしアルガーラフたちの敗北によって世界がヤバいことになるのなら、ぼくたちは一時的にでも彼らと共闘する必要があるだろう。

			「一部の部隊を魔獣軍の近くに送り出しましょう。最悪の場合、生(いけ)贄(にえ)ですが」

			　リーンさんがいった。

			「うまくいけば、アルガーラフの方から接触してきてくれるかもしれません」

			「待ってください、だったらぼくたちが行きます」

			「それはダメです」

			　世界樹の守護者たる少女は、きっぱりと首を振る。

			　犬耳がぴょこぴょこと動いて、彼女の落ち着かない心中をあらわしているようだった。

			　彼女は、ぼくを澄んだルビーの瞳(ひとみ)で見つめてくる。

			「カズ、あなたがたは切り札なのです。このような危うい賭けの駒にはふさわしくありません」

			「わかってはいるけど……みすみす捨て石を繰り出すのはさ。ぼくたちなら、万一襲われても生き残れる可能性が高いよ」

			「それでも、です」

			　きっぱりと断られてしまった。

			　ちらりと志木さんの方を見れば、腕組みして胸を張って、厳しい顔をしている。

			「カズくん。わたしたちは、いまできることをしましょう」

			「たとえば？」

			「あの戦いに介入するなら、準備しないと。とりあえず、アンデッド対策のお守りとかね」

			　なるほど、三池歌音の音楽スキルか。

			　聞けばあれからいろいろと研究が進んだという。ジャージにお札を縫い込むことで、条件起動型効果付(ふ)与(よ)することが可能だとか。

			「条件起動型？」

			「たとえば、ジャージを切り裂くような攻撃がきた場合、お札が破れてその効果を減殺する、とかね。リアクティブアーマーみたいなものだと考えて」

			「それ、結城先輩の案でしょ」

			　志木さんは目を丸くして驚いた。

			「よくわかったわね」

			「なんか、だんだんあのひとの思考パターンがわかってきたというか……」

			　いかにもって感じだもんなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくと志木さんとで、歌音のところにいってみることになった。

			　ワープで歌音の仕事場の小屋へ赴(おもむ)くと、小屋のなかから複数の歌声が聞こえてくる。

			「ほかのひとにも音楽スキルを取ってもらって、ちょっと研究をね。高等部の子なんだけど」

			「そうか。ま、戦いに向いてないひとは多いだろうからね」

			　小屋のなかで待っていたのは、歌音のほかにふたりの少女。

			　高等部の１年生と２年生だという。全員、音楽スキルを４まで上げたとのことで、このスキルは複数人が同時に歌うことで相乗効果が得られる等の研究成果があったようだ。

			「複数の効果を付(ふ)与(よ)することは、未だにできていませんけど……。お札の能力を強化することはできました」

			　歌音は、ぼくを見て少しはにかんだ笑みを浮かべる。音楽スキル持ちでは最年少ではあるものの、いちばん最初に音楽スキルを研究していた彼女がリーダーであるとのことだ。

			　ちらっと見る限り、高等部のふたりはおとなしそうな子だからなあ。

			「リーンさんから状況はお聞きしました。どんなお札を用意しましょうか」

			　部屋の隅で、１匹の鷹(たか)がぴしっと片羽根を持ち上げた。リーンさんの使い魔だ。

			「アンデッドに強い効果とか、付(ふ)与(よ)できるかしら」

			「スケルトンとかですよね。話には聞いていますけど、実際には見たことがないんですが……。守る方でいいんですよね。とりあえず、やってみましょうか」

			　歌音は青く染めたハンカチサイズの布を束にしてテーブルに乗せ、上級生のふたりと声をそろえて歌い始めた。

			　君が代だった。普通に歌っているだけに見えるのに、聞いているとなぜか涙が出てくる。

			　そういえば、昨日、彼女がさくらさくらを歌っているときも、こんな感じだったな……。

			　胸の奥底にあるなにかが、じんわりと熱を持つ。ジワジワとこみあげてくるものがある。

			　見れば、志木さんも泣いていた。ぼくは思わず、胸を押さえた。

			　歌が終わる。ぼくと志木さんは、思わず拍手をしていた。歌音が恥ずかしそうに笑う。

			「これ、ジャージに縫いつけて使ってください」

			　青い布を20枚ばかり手渡された。ジャージの裏に縫いつければいいという。

			「ミシンは事務所の方にあるから、いきましょうか」

			　歌音は、最後に「がんばってくださいね！」と激励してくれた。

			　高等部のふたりが、頭を下げてくる。ぼくに対してわだかまりがあるとしても、それを欠片も見せない。それどころか、敬われているみたいだ……。

			　中等部の子たちからこういう態度をされるのは慣れてるけど、同い年や年上のひとから敬意を持たれるのは慣れないなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すみれたちのいる木のうろで、ミシンの音が響く。

			　こういったことに長けるという少女が、まだぼくの付(ふ)与(よ)魔法で強化されていないジャージの裏面に、青い布を手際よく縫いつけていく。

			　それが終わったら、ぼくがハード・アーマーをかけるのだ。

			　これ、順序を逆にするとミシンの針が通らない。

			　ハード・アーマーのかかったジャージは、折り曲げたり引っ張ったりしても柔らかさが変化するわけじゃないけど、穴をあけたり叩いたりすると、その衝撃を見事に吸収してみせる。

			　魔法だから、なにがどうなっているのか、よくわからないんだけど……まあとにかく、そういうものなのである。

			　予備のジャージがたくさんあって幸いだった。

			　なぜか忍者装(しよう)束(ぞく)もここに複数、保管されていて……これ、誰が置いていったんですかねえ。

			「あ、その忍者装(しよう)束(ぞく)、１着とってください。次に縫います」

			「はいよ……」

			　次の作戦に結城先輩が参加してくれるなら、心強いことだけどさ。

			　ちなみにぼくは、ちょこちょこ彼女たちを手伝いつつ、リーンさんから預かった本を読んでいる。専従契約のためだ。

			　専従契約の儀式は、１体あたり１時間くらいかかる。あまり時間的な余裕はないだろうけど、最低でも１体、できれば２体は欲しい。

			　リーンさんが集めてきてくれた儀式書は５枚あるから、どれを優先するべきか……。

			「前衛か、後衛か……やっぱり、カナーグにかわる前衛かな」

			　ぼくは１枚の儀式書を取り、それを熱心に読みこむ。

			　ハード・アーマーの作業を適当なところで切り上げたあと、樹上から地面に降りて専従契約の儀式を行った。

		

	
		
			第２２０話　アルガーラフの提案

			　

			　ぼくひとりで専従契約の儀式をやってしまおうと思っていたが……。

			「わたし、手伝わせてください」

			　アリスがやってきて、儀式の助手になってくれた。

			　地面に特殊なインクで魔法陣を描き、触媒となる貴重な魔法物質をばらまく。

			「なんだか、こういうの新鮮です」

			　アリスは笑う。新鮮、といっても３日目の夜にシャ・ラウと専従契約したとき、きみもその場にいたじゃないかと思ったけれど……。

			「あのときは、ほとんどルシアさんがやってくれましたから」

			「そういえば、そうだったね」

			「カズさんとふたりきりで、こういう作業をするのって……初めてかもしれません」

			　アリスとは、異世界に飛ばされた日から共に戦ってきた仲だ。

			　彼女はぼくのことをいちばんよく知っている。

			　ぼくも、アリスのことをいろいろ知ったつもりだ。

			　彼女が寂(さび)しがり屋であることも、生い立ちゆえか父性のようなものまで求めていることも。

			　ぼくは「助かるよ」とアリスの頭を撫(な)でた。少女はきもちよさそうに目を細める。

			　もうぼくには、彼女なしの日々なんて考えられない。

			　出会ったのはたったの６日前なのに、彼女がそばにいることが当然となってしまっている。

			　もちろんそれは、たまきやルシアも同じなのだけれど……。

			　ミア。彼女を失った痛みが、ぼくを責め苛む。

			「カズさん……」

			　アリスが悲しそうな顔をする。

			「ごめん」

			「謝らないでください。ミアちゃんは、やるべきことをやったんです」

			　ああ、そうかもしれない。

			　ミアがああして己を投げ出し、最悪の事態を阻止したのであれば……。

			　ぼくがするべきことは、そのことを忘れず、前を向いて歩いていくことなのだろう。

			　アリス、たまき、ルシア。きみたちと共に。

			「アリス。これからも、よろしく頼む」

			「はい、もちろんです！」

			　絶対に離れないぞ、とばかりにアリスはぼくに抱きついてくる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちょうどふたつの儀式が終わったあたりで、鷹(たか)が舞い降りてきた。

			「準備ができました。来てください」

			「状況に変化があったんですか」

			「はい。急いでください。すぐに出撃してもらうことになると思います」

			　鷹(たか)が転送の魔法陣をひらく。話をしながらとは、ずいぶんせわしないなあ。

			「黒翼の狂狼アルガーラフから、協力の要(よう)請(せい)がありました。シキとユーキは、前向きな返答をしたいとの意見です」

			「そうきたか……」

			「やはり亡霊王は、世界を滅ぼしてでも魔王のあとを追おうとしているようです」

			　ぼくとアリスは転送サークルに足を踏み入れる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばしののち、ぼくを含めた９名の生徒が、学校の山のふもと、戦場から少し離れた木陰に出現した。

			　ルシアも含めた全員が、裏に例の布を縫い込んだジャージを着用している。

			　そこには、黒豹に似た体(たい)躯(く)のモンスターが１体、待ち構えていた。

			　結城先輩が勝手にクァールと名づけたらしい。古典ＳＦのクリーチャーの名前とのことだ。

			　いいのかな……まあいいか、別に。著作権とか関係ないし。

			　で、お座りしていたクァールが、ぼくたちの出現に反応してゆっくりと立ち上がる。

			　赤い目で、ぼくたちを順に見て……ぼくと視線を合わせる。

			『おまえが、リーダーか』

			　クァールのテレパシーが脳に響いた。

			　なんでぼくがリーダーだと思うかな……。いや、実際に行動の決定権を持っているのはぼくってことになってるから、正解なんだけどさ。

			「そうだ。詳しい話を聞かせてくれ」

			『亡霊王ディアスネグスは、この山に存在する楔(くさび)を用いて別の世界に転移しようとしている。やつがそれを為した場合、この大陸は今度こそ崩壊するだろう。わが主はそれを阻止したいとお考えだ。その限りにおいて、われわれとおまえたちは共闘できるだろうと』

			「ディアスネグスの目的について、証拠はあるのか」

			　クァールは鼻で笑った。

			『証明などできるものか』

			　ま、そうだよな。

			「誠実でけっこう。共闘期限はいつまでだ」

			『わが主がディアスネグスを討伐するまで。主は、ここで必ずやつを打倒すると決意された』

			「逃げられたりした場合は。あるいはそっちが撤退する場合は」

			『万一にもそのようなことはないが、そのときは互いがディアスネグスとその配下とのすべての交戦を終了するまで、としよう』

			　妥当なところだ。どのみち、こんな口約束に絶対的な信頼を置けるわけもない。

			「わかった、それでいい。ぼくたちは、なにをすればいいんだ」

			『ディアスネグスの精鋭が、楔(くさび)のもとに辿り着こうとしている。これを阻止して欲しい』

			「楔(くさび)は、どこにある」

			『おまえたちがチュートーブと呼ぶ場所のホンコーシャの地下だ』

			　中等部本校舎の地下。まさか、あそことは……。

			「どうして、それがわかった」

			『われらが軍団は、ザガーラズィナーのもとにスパイを送り込んでいた』

			「スパイ……味方に、か」

			　いやまあ、彼らにとっては潜在的な敵だったんだから、それも当然か。

			　アルガーラフは、ずっとこういった事態に備えていたのだろう。

			『おまえたちのもとに送り込んだスパイは、すべて殺されたがな』

			「ドッペルゲンガー、やっぱりきみたちが送り込んでいたんだね」

			　それは昨日、志木さんやリーンさんとの話し合いのなかで気づいたことだった。

			　２日目からドッペルゲンガーが高等部に潜入していたにもかかわらず情報がザガーラズィナーに通ってなかったのも、彼らがアルガーラフの配下であるとすれば納得がいく。

			　そのドッペルゲンガーは高等部でだいぶ殺(さつ)戮(りく)したっぽいし、シバのやつに化けて扇動とかもしてたっぽいし……結城先輩にとっては、かなり憎むべき敵だったんじゃないかな。

			　ニンジャの方をちらりと見れば、面頬の奥、鋭い眼光でクァールを睨(にら)む彼の姿があった。

			　クァールは気づいているのかいないのか、まったく動じていない。

			　結城先輩も、余計なことはなにもいわない。

			　と……そのクァールが全身を震わせた。切り立った耳が、ピンと立つ。

			『どうやら、ディアスネグスの精鋭がチュートーブに向かったようだ。時間がない』

			「わかった。こちらはすぐにでも出発できる。中等部の本校舎に向かえばいいんだな」

			　ぼくは振り返る。取り引きの行方を黙って見守っていた人々が、うなずいてみせる。

			　第１パーティが、ぼくとアリス、たまき、ルシアの４人。

			　第２パーティは、高等部から結城先輩と啓子さんに中等部から長(なが)月(つき)桜と火魔法使いの百合子アンド潮音で５人。

			　たったの９名だが、忍者コンビ以外は全員がランク９のスキルを持つ精鋭中の精鋭である。

			　足りない戦力は、ぼくの使い魔で補おう。

			「サモン・ファミリア：天亀ナハン」

			　全長５メートルくらいはある巨大な亀が出現する。甲(こう)羅(ら)の上に、浅黒い肌の老人の上半身が乗っていた。仙人のように中華風の服を着た、瞑(めい)目(もく)する老人だ。

			　その頭はつるっぱげで、ぴかぴかである。

			　老人は微動だにしないが、亀の頭部がこちらを向いて、軽く頭を下げた。

			　ぼくはナハンにうなずき、皆におおきな甲(こう)羅(ら)の上に乗るよう促す。

			　ちなみにこのナハンは、強化召喚４で呼んでいるため、実質的にランク９の後衛扱いである。

			「ナハン、ぼくたち全員を乗せて姿を消せるか。普通のやつじゃなくて、アンデッドからも身を隠せる高度なやつだ」

			『可能だ、主よ』

			「じゃあ、それで移動する。方角はこちらで指示を出す」

			　リーンさんの鷹(たか)が２体、ナハンの上に舞い降りた。

			　最後に、ちゃっかりとクァールもナハンの甲(こう)羅(ら)に飛び乗った。

			　天亀が宙に舞い上がる。

			「ガメラのように回転はしないのでござるな」

			　なにいってんだこのひとは。

			「高速回転したら、とうてい乗れたもんじゃないでしょう……」

		

	
		
			第２２１話　４人だけの白い部屋

			　

			　数分後、ぼくたちはかつて育(いく)芸(げい)館(かん)があった瓦(が)礫(れき)の近くに着地していた。

			　もっと本校舎に近づこうと思ったのだが、下から魔法で迎撃されてしまったのである。

			　虹色のビームの魔法だった。それが放たれている前に啓子さんが警告してくれなければ、誰かがその一撃を浴びていただろう。

			　っていうかなんで気づいたんだ。わかっていたけどグレーター・ニンジャすげえ……。

			　虹色のビームは、ナハンのシールドによって完全に防ぎきった。

			　だが、こちらを発見している敵がいる以上、そのすぐ近くに降りるのは危険だ。ゆえに勝手知ったる育(いく)芸(げい)館(かん)の跡地に降りたのである。

			「すぐに敵が押し寄せてくるでござるな。拙(せつ)者(しや)たちの班が敵を引きつけるゆえ、カズ殿の班は先行して欲しいでござるよ」

			「結城先輩……」

			「なに、すぐに追いつくでござる」

			　それ死亡フラグだろ！　いや、ある意味で生存フラグなんだっけ……？

			　いけない、森が騒がしくなってきた。

			『時間がない。ディアスネグスの軍勢が楔(くさび)を確保することだけは防がなければならない』

			　クァールが首を持ち上げ、そう告げる。ここは戦力分散もやむを得ないか。

			「ナハン、ぼくたちだけに姿隠しの魔法を。あと、きみは小型化してくれ」

			『承知』

			　亀の身体は、ぼくが片手で抱えられる程度になった。持ち上げると、思った以上に軽い。

			「それじゃ、いこう。みんな、手をつないで」

			　シー・インヴィジヴィリティを使えるのはぼくとナハンだけだ。

			　左手でナハンを抱えたぼくを先頭に、手を繋ぎ１列に並んで小走りに走り出す。

			　ちなみにぼくの次がたまきで、その次がルシア、最後尾がアリスである。

			　たまきは背中のリュックサックに剣をくくりつけられるけれど、アリスの槍(やり)は手で保持する必要があるため、どうしても片手をあける必要があるためだ。

			　で、クァールはぼくに並走している。時折、ぼくの方に視線をやってくるから、ナハンの強力なインヴィジをもってしてもこいつを欺くことはできないということだ。

			　背後でたて続けに爆発音が響く。ちらりと振り返れば、派手な火柱があがっていた。

			　これだけやると、まわりの敵も全部、あっちに集まるんじゃなかろうか。いまのうちにさっさと中等部本校舎に辿り着きたい。

			　と、クァールが足を止めた。

			『察知されたな。右手だ』

			「ナハン！」

			　ぼくは天亀を放り出す。ナハンは空中で巨大化し、シールドを張って右側から放たれた虹色のビームを防ぎきった。拡散されたビームが周囲の木々をなぎ倒す。

			　薙(な)ぎ払われた木々の向こうに、ローブの人影が見えた。アンデッドの魔術師だろうか。

			「余波だけでこれか……。ナハン、透明化を解除。ここで迎撃するぞ。たまき、アリス」

			「任せて！　アリス、いくわよ！」

			「はい、たまきちゃん！　わたしに掴(つか)まってください！」

			　同士撃ちを避けるためインヴィジを解除する。

			　たまきとアリスは、ライトニング・ムーヴですぐに飛びだそうとした。

			　ぼくは、「待て」とふたりのジャージの襟をつかんでそれを止める。

			「念のため、ルシアが先だ」

			　ルシアはぼくの求めに応じ、プロミネンス・スネークを放った。

			　ほぼ同時にローブをまとった人型のモンスターが次の呪文を詠唱する。

			　２発目の虹色のビームとルシアの炎の蛇が激しくぶつかりあった。

			　巨大な爆発。届いた熱波に顔をしかめつつ、ぼくは命令を下す。

			「いけ、たまき、アリスっ」

			「わんっ」

			「はいっ。ライトニング・ムーヴ」

			　爆発の衝撃で土砂が巻き上がり、視界がとれない。

			　アンデッドは特別な知覚で対象を探知しているというが、それでも土砂は充分な目くらましになると、ナハンが太鼓判を押してくれていた。

			　ゆえに……土煙を隠れ蓑として、ふたりの少女が稲妻となってかき消える。

			　シャ・ラウが頻繁に活用している魔法、ライトニング・ムーヴ。

			　さきほど白い部屋のミアベンダーで手に入れた魔法によって、アリスとその手を掴(つか)んでいたたまきは高速移動し……。

			　剣戟の音が聞こえてくる。彼女たちの腕なら、いちど距離を詰めてしまえば……。

			　予想通り、ほどなく白い部屋へ赴(おもむ)くことになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきだ。アリスと同じレベル46に追いついた。

			　いま白い部屋にいるのは、ぼく、アリス、たまき、そしてルシアの４人。

			　たまきが、ぐるりと周囲を見渡す。なにかを探している。いるはずのない誰かの姿を。

			「やっぱり、ちょっとさびしいね」

			　アリスが苦笑いしている。ルシアはなにもいわず、ぼくの手をそっと握ってくれた。

			　しばし、沈黙が立ち込める。

			　こういう気まずい雰囲気になったとき、決まってあいつが声をあげていた。ちゃかして、おちゃらけて、騒ぎまくって、ぼくたちのテンションを維持することに懸命だったように思う。

			　ずいぶんと静かになってしまった。

			「カズ」

			　やがて、ルシアが口をひらく。ぼくをじっと見つめてくる。

			　彼女はなにかいいかけて口ごもり、それからまた口をひらきかけて……。

			　ルシアのおなかが、おおきく鳴った。

			「ルシア姫はお菓子が欲しい、と」

			「……はい」

			　顔を真っ赤にして、うなずく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルシアだけでなく、アリスとたまきもお菓子をがっつり食べた。

			　特にクリームをたっぷり塗ったケーキを山ほど貪った。ここにいないあいつの分まで食べたんじゃないかと思う。

			「はー、おなかいっぱい、いっぱいー」

			　口もとにクリームをつけて、床に転がるたまき。

			「もう、たまきちゃん。だらしないよ。カズさんが呆れてるよ」

			「安心しろ。たまきはいまさらだ」

			「そうそう、もっとぐでーっとしよう、ぐでーっと」

			　さて、くつろいでばかりもいられない。

			　情報交換は重要だ。ぼくは、みんなのジャージの裏に縫いつけた布の説明をした。

			　ルシアはいまさらのように、自分の着ているジャージの胸もとを引っ張る。

			　素材について興味しんしんのようだ。

			「思ったよりずっと着心地がいいものですね」

			「でしょー！　ジャージはラクだし、動きやすいんだよ！」

			「ですが、身体のラインがはっきり見えるのですね。少し恥ずかしいです」

			　ちらりとこちらを見るルシア。誘ってるのですかねえ？

			　いや、別に誘ってくれてもいいんですけど、全然。
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			「あの……話をもとに戻しませんか」

			「あ、はい。アリス、さっきのモンスターだけど、魔法を使ってきたやつは倒したの？」

			「最初に倒しました。フードの奥の顔は、骸骨でした」

			「そいつを倒したら、レベルアップしたのよ！」

			　なるほど、そこそこ経験値の高い敵だったということか。

			　あんな虹色のビームの魔法、ぼくたちは知らないけれど……モンスター独自の魔法なのかな。

			　あれがランク９の魔法だとしたら……。

			「魔法使いのスケルトン、神兵級っぽいかな」

			「準神話級、といったところでしょうか。あれはおそらく、ハイウィザードと呼ばれるスケルトン種でしょう。昔語りで謳われる存在です。魔法を極めた魔術師が、不老不死の身体を求めて己の身をつくり変えたという伝説が、各地に残されています」

			「それはまた、厄(やつ)介(かい)そうな相手だな……」

			「先に楔(くさび)を手に入れればいいんでしょう。そのためにわたしたち、ここに来たわけだし」

			「たまきは賢いな」

			「えへへ、もっと褒(ほ)めて、褒(ほ)めて」

			　たまきの頭を撫(な)でてやる。ああもう、本当に愛いやつめ。

		

	
		
			第２２２話　中等部本校舎の再訪

			　

			　ぼくたちは白い部屋で会議を続けた。

			「あとどれくらい、このあたりに骨さんが来てるか、ですね」

			「こっちは精鋭とはいえ、数も少ないからね。さっさと楔(くさび)の場所を発見したいところだけど」

			　すみやかに中等部本校舎に辿り着き、楔(くさび)の位置を探索し、競争相手は各個撃破しつつ楔(くさび)を手に入れる。こちらが勝つには、それしかない。

			　ミアがいないから、会議はぼくとルシアがリードすることになった。

			　慎重に、さまざまな角度から作戦を検討して、そして……。

			「それじゃ、お話もまとまったし……ねえ、カズさん」

			　たまきが、猫(ねこ)撫(な)で声をあげる。アリスとルシアも寄ってくる。

			「えーと、これはどういうことですかね」

			「さっきね、ルシアが、わたしとアリスだけじゃずるいって」

			「あー、そういうことか」

			　ルシアを見ると、少し恥ずかしそうに視線を泳がせていた。

			　ぼくは思わず、視線を彷徨わせる。ここにいないはずの誰かの姿を探してしまう。

			　こういうとき、彼女がまっさきにからかってきたからだ。

			　今回もきっと、ツッコミが入ると……そう期待してしまってから、自分のミスに気づく。

			　３人の少女は、ぼくを心配そうな目で見つめていた。

			「あー、うん、はい。……ねえ、ルシア。きみもぼくを慰(なぐさ)めてくれるかな」

			「はい、喜んで」

			　ぼくは彼女の手を引いて抱き寄せる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　だいぶ長いこと、楽しんだ気がする。それは現実逃避だったのかもしれない。このままずっとこの部屋にいたいという気持ちは、間違いなくあったのだ。

			　でも、それはできなかった。

			　この戦いは、あいつがつくってくれた好機を最大限に生かしたからこそ生まれたものだ。

			　ザガーラズィナーが消え、その空白をめぐって残る四天王が争い……結果として、強大すぎた魔王軍につけいる隙が生まれた。

			　このチャンスを生かさなくては、どうして彼女に顔向けできようか。

			　いつか……いつかはわからないけど、ずっとずっとあとかもしれないけど、戻ってくるであろうあいつの顔を正面から見るためにも。

			　ぼくたちは、もとの場所に戻らなきゃいけない。戦いを再開しなきゃいけない。

			　そのための活力は、少女たちから受け取った。

			「いこうか」

			　ぼくたち４人はうなずきあい、最後の確認をしたあと、白い部屋を出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻ったあと、アリスたちが手早く残る敵を全滅させる。

			　ハイウィザードのほかに、スケルタル・チャンピオンも４体、いたとのことだ。

			　これらを倒して、ぼくとルシアもレベルアップした。

			　

			和(かず)久(ひさ)：レベル57　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント４

			強化召喚４（使い魔強化４、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少１）

			　たまき：レベル46　剣術９／肉体９　スキルポイント２

			　ルシア：レベル46　火魔法９／水魔法９　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さきほどの戦いの音を聞きつけたのか、たて続けにアンデッド軍団の襲(しゆう)撃(げき)を受けた。

			　もちろん鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)なのだが、たまに奇妙なモンスターが混じっていた。

			　頭がふたつある巨人のスケルトンや、馬の骨に人間の腕が生えたスケルトンなどである。

			「あれらは、まとめてキメラ・スケルトンと呼んでいます」

			　ルシアが教えてくれた。

			　動きが素早かったりちからが強かったりするものの、アリスやたまき相手には雑(ざ)魚(こ)も同然だったせいで、どれだけ強いのか不明である。

			　それ以外は、スケルタル・チャンピオンに率いられたベテラン・スケルトンやナイト・スケルトンがわらわらと。

			　さくさくと全滅させて、先を急ぐ。

			　この間に、アリスがふたつ、ほかの皆はひとつ、レベルが上昇した。

			「これで、わたしもついに派生スキルを使えるんですね」

			　アリスはレベル48になったのだ。

			　無論、選んだ派生スキルは槍(そう)術(じゆつ)と治(ち)療(りよう)魔法の複合である聖槍術である。

			　聖槍術は、その名の通り、主に槍(やり)にいろいろな魔法を付(ふ)与(よ)して戦うためのスキルだ。

			　治(ち)療(りよう)魔法がからんだ派生スキルだからといって、別に槍(やり)を突き刺して回復するようなアビリティは……ある、けど……まあいらないだろこれ……。

			　治(ち)療(りよう)魔法を強化するアビリティも存在する。

			　アンデッド特効系のアビリティもあるので、そのへんを取ると今回の戦いに貢献できそうだ。

			　ただ、アンデッド特効系アビリティってつまり、アンデッド以外に対しては無意味なわけだから……じつに悩ましい。

			　アンデッド以外にも効く聖属性攻撃アビリティなんかもあったりする。

			　自力を底上げする強化槍技というアビリティもある。効果は強化召喚とほぼ同様で、無造作に槍(そう)術(じゆつ)スキルの性能をランク０・５分底上げするというものだ。

			「カズさんが選んでください。カズさんの役に立つことができれば、なんでも嬉しいです」

			「ああ、うん」

			　綺麗に丸投げされた。ぼくはルシアとも相談しながら、アリスのアビリティを選ぶ。

			　結局、選んだアビリティは強化槍技と槍楯技。

			　槍楯技は、ＭＰを槍(やり)に込めてリフレクションに似たシールドを展開できるアビリティだ。

			　ランクは３まで存在し、ランク３になると攻撃を相手に撥ね返すことができるようになる。

			　っていうかランク３でほぼ完全なリフレクションになる。

			　回復役である彼女のＭＰを消費するとはいえ、間違いなく強いだろう。センスと判断力がものをいうから、アリスにはぴったりだ。

			「これで、もっとお役に立てますね」

			　そういってにこにこするアリスは、なんだか尻尾(しつぽ)をぱたぱた振っているかのように犬系女子だった。たまらなくかわいい。

			　ぼくは強化召喚のランクが５になった。アビリティは使い魔強化を５に、使い魔維持魔力減少を２に上昇させる。

			　これで、幻狼王シャ・ラウたちをランク９・５扱い、維持ＭＰ97で召喚できる。

			　

			和久：レベル58　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント１

			強化召喚５（使い魔強化５、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少２）

			　アリス：レベル48　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント１

			聖槍術１（強化槍技１、槍楯技１）

			　たまき：レベル47　剣術９／肉体９　スキルポイント４

			　ルシア：レベル47　火魔法９／水魔法９　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　強化召喚が上がったあと、すぐに天亀ナハンを送(そう)還(かん)し、再召喚する。

			　実質ランク９・５。ただでさえバリエーション豊かな彼の使える魔法がさらに増えた。

			　ぼくたちはまた透明になって前進する。少し手間取ってしまったけれど、ついに中等部本校舎が見えてきた。

			　茂みのなかから本校舎を覗くと、空から大量のスケルトンが降ってくるところだった。

			　巨大な鳥のスケルトンたちが上空を旋回し、背中のスケルトン軍団をばらばらと撒いている。

			　あれって……ロック鳥のスケルトンだよな……。

			　空から降ってくるスケルトンたちは木の葉のように舞っているから、きっとメイジとかがソフト・ランディングみたいな魔法を使ったんだろう。

			　やばいな、敵戦力がガンガン増えている。

			「これじゃ、ゆっくりと楔(くさび)の場所を探すってわけにはいかなさそうだなあ」

			『支援が来る』

			　クァールがいった。アルガーラフから応援を出してくれるのか……いたれりつくせりだな。

			　っていっているうちに、上空のロック鳥めがけて何本もの雷撃が飛んだ。

			　山の下からなんかの魔物がこれを放っているようだ。

			「いまの攻撃は、どんなモンスターが？」

			　いちおう聞いてみた。クァールは無言。ま、しゃあない……。

			「支援ありがとう、って伝えてくれ」

			『礼は無用。いまは共闘中だ』

			「それはそうなんだけどね」

			　ひとつわかったことがある。クァールはなんらかの手段でいまこの瞬間も仲間と連絡を取り合っているということだ。考えようによっては、彼はお目付け役にしてスパイということで……まあ、いまは頼もしいんだけど。

			「ナハン、地下の様子を探るには、どれくらい近づけばいい」

			『近ければ近いほどよろしい。可能ならば、あの鋼鉄の城のなかで魔法を使いたく思います』

			　ナハンは地下の様子を探る魔法を持っているとのことだった。

			　地水火風の４属性魔法のみならず、さまざまな便利魔法を習得しているとのことである。

			「わかった。じゃあ林沿いにまわって中等部校舎へ近づこう」

			　インヴィジは確実じゃないことが、さきほどの遭(そう)遇(ぐう)戦で判明してしまっている。少し手間がかかっても、校舎のすぐ近くまで木々の傘を盾にした方が安全だ。

			　急がば回れ、である。そう、思っていたのだが……。

			　林のなかを小走りに駆けていると、突如、地面がおおきく揺れた。

			『伏せろ！』

			　クァールが切迫した声で叫ぶ。ぼくたちはすかさず彼の指示に従った。

			　異世界に漂流して、今日で６日目だ。

			　ぼくたち全員、考えるより先に身体が動くようになっている。

			　そうでなくては、生き残ることなどできなかっただろう。今回も、その積み重ねが生きた。首をすくめて地面に転がったぼくたちの頭上を、突風が吹き抜けていく。

			　木々が折れる音がそこかしこで響き……。

			　頭上に光が差す。顔をあげれば、青空が広がっている。

			　つまり、そう……。

			「木々が、なぎ倒された」

			「違います、カズ」

			　起きあがったルシアが呆然として告げる。

			「あれで、木々をまとめて刈り取ったのです」

			　彼女の視線の先を仰(あお)ぎみれば、巨大な鎌を両手に１本ずつ持った巨人の骸骨が、３体も宙を舞っている。どれも全長10メートルくらいの巨人だ。

			　巨人たちの背中には、これまた骨だけの翼があった。

			　でかいだけじゃなくて、なんか神々しい。

			　ひと目でわかる。あれは……神兵級だ。

			「ゲブシュ・ヘラグ……」

			　ルシアが呟(つぶや)く。

		

	
		
			第２２３話　６本目の楔(くさび)１

			　

			「ゲブシュ・ヘラグっていうのは、あの骸骨の名前か」

			「そのもととなった巨人の名です。神話の御代、善き神々のしもべとして、世界を襲う幾多の災厄を刈り取ったという伝説の有翼巨人族……」

			　なるほど、ならあいつは、ゲブシュ・ヘラグ・スケルトンか。

			　ルシアの話を聞く限り、もととなった身体は間違いなく神兵級以上だろう。

			　骨だけになったことで弱体化するのか、それとも強化されるのかはわからないけど……。

			　神兵級が３体。いつものこととはいえ、インフレしているなあ。

			　骨の巨人たちが、地面に着地する。おおきな地震がきたかのように、大地が縦揺れを起こす。

			　骸骨たちの頭は、一斉にぼくたちの方を向いた。眼窩の奥で輝く赤い光が、透明なはずのぼくたちをはっきりと見ている。

			　遮(しや)蔽(へい)となっていた木々はすべて刈り取られてしまって、いまは首くらいの高さの切り株があるだけだ。やつらにとっては、なんの障害物にもならないだろう。

			「カズさん。やるしかないね！」

			　なぜかたまきは、とても嬉しそうに笑っておおきな剣を構える。この戦闘民族め……。

		

	
		
			[image: p_63.jpg]
		

	
		
			「カズさん。ここはわたしたちが。先に校舎へ行ってください」

			　アリスまでもが、ちょっと嬉しそうにしている。あー、きみさっき聖槍術をとって強くなったから、試してみたいんですね……。

			「ふたりは時間を稼いでくれればいい。ルシア、アリスたちの援護を。ナハン、いこう」

			『承りましたぞ、主よ』

			　ぼくのディフレクション・スペルからナハンが全員にウィンド・ウォークをかける。

			　ついでに、同士撃ちしかねないのでアリスとたまきのインヴィジを解除した。

			「アリス、頼むわ！」

			「はい、掴(つか)まって！　いきます、ライトニング・ムーヴ」

			　ふたりは稲妻となって、有翼巨人の骸骨たちとの距離を詰める。

			　一瞬で巨人の背後にまわりこみ、宙を蹴って攻撃を加える。

			「プロミネンス・スネーク」

			　ルシアは炎の蛇を生み出し、フリーのゲブシュ・ヘラグ・スケルトンに向かって飛ばす。

			　それらの光景をちらりと確認したあと、ぼくは小型化したナハンを脇に抱え、駆けだした。

			　ぼくたちのすぐ横に、クァールが並ぶ。おまえは戦わないのか、と思ったけど……こいつの役目は案内だし、仕方ないか。

			　そもそも神兵級と戦えるようなモンスターとは思えないし。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、１階の割れた窓から中等部本校舎の教室に突入する。

			　教室内部は陽の光が差し込み、そこそこ明るかった。机や椅子が散乱している。

			　前回、侵入したときは、この教室には誰もいなかったんだっけな……。

			　よく覚えていないや。少なくとも、いまここに死体は転がっていない。

			　外ではアリスたちとゲブシュ・ヘラグ・スケルトン３体との激しい戦いが始まっていた。

			　轟(ごう)音(おん)が鳴り響き、地面がぐらぐら揺れる。

			　いまぼくのそばにいるのは、黒豹型のモンスター、クァールと小型化した天亀ナハンだけだ。

			　そのクァールが、鼻をひくひくさせた。

			『アンデッドがいるな』

			「もう侵入していたか。数はわかるか」

			『臭いでは数までわからん』

			　仕方がないな、念のために前衛を呼び出すか。ぼくは新たに専従契約した使い魔を召喚する。

			「サモン・ファミリア：断罪の剣シュトラス」

			　呼びかけに応じ目の前に現れたのは、身長１８０センチくらいの、銀の鎧(よろい)に身を包んだ人型のモンスターだ。

			　フルフェイスのヘルメットのおかげで中身は見えないが、目のところが赤く輝いている。

			　長さ１５０センチほどの大剣を手にしていた。

			　ちなみにこの鎧(よろい)の内部は空洞だ。いわゆる動く鎧(よろい)、リビング・アーマーであった。

			　いや、本体は剣の方らしいのだけれど。

			　いい伝えによれば、神々の理不尽によって家族を失った男が、ただ世界の理不尽を滅するためだけに己の剣を鍛え、ついには剣そのものとなってしまった存在であるらしい。

			　また別のいい伝えによれば、妄執にとりつかれた男を不憫に思った神々の一柱が、死したのち彼の身を剣に封じたとも。

			　それ、むしろバツゲームなんじゃないですかね……。

			　今回は、そのシュトラスをナハンと同じ使い魔強化５で召喚してある。

			　その実質の強さはランク９・５。たいていの敵が相手なら、ひとりで殲(せん)滅(めつ)できるはずだ。

			「シュトラス、周囲を警戒だ」

			　銀鎧のモンスターは、こくんとうなずく。無言である。

			　こいつ、さっきぼくと契約したときも、いちどもしゃべらなかったんだよな……。

			「ナハン、ここで地下を探知できるか」

			『これより開始いたします』

			　亀の使い魔は、ぼくの腕のなかからぴょんと飛び降り、全長２メートルくらいまで巨大化したあと、教室の中央で呪文の詠唱を始めた。

			　シュトラスは無言のまま、開け放たれたドアから廊下を覗く。

			　ひとつ、ちいさくうなずき……剣を構える。

			　かちゃかちゃと硬いものが廊下を駆ける音が響いてくる。スケルトンの足音、なのかな。骨を鳴らすから、こんな感じの音になる。

			　シュトラスが廊下に出て、大剣を振るった。彼の剣はかなりおおきいから、満足に振るえないかと思ったのだけれど……。

			　突き抜けた技量を持つ剣士にとって、そんなことは問題にならなかったようだ。

			　青白い衝(しよう)撃(げき)波(は)が廊下の奥に飛んでいく。

			　剣圧で、まだ残っていたガラスがビリビリと震える。

			　がしゃん、と派手な音が響く。スケルトンを倒したのだろう。

			　シュトラスは、連続して剣を振るう。そのたびに衝(しよう)撃(げき)波(は)が発生し、廊下の奥でなにかが倒れる音が続けざまに響いて……ぼくは白い部屋に。

			　レベルアップしたのは、たまきだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリスに続き、これでたまきも派生スキルを手に入れることができる。

			　剣術スキルと肉体スキルから得られる派生スキルは、重剣術だ。

			　主に力任せでぶった斬る系のアビリティが揃えられている。

			「まずは、純粋に剣術スキルが強化される強化剣技が必須として……もうひとつは、どうする」

			「この破竜斬ってのがいいわ！」

			　たまきは即断した。たぶんかっこよさそうだから、とかそういう理由で選んだんだろうけど、充分ありだろう。

			　破竜斬はランク３まであるアビリティで、ＭＰを消費して剣の破壊力を上げるというものだ。

			　ランク１ではＭＰを10消費し、城壁くらいなら一撃で破壊できるようになる。

			　ランク２ではＭＰを30消費するモードが、ランク３ではＭＰを70消費するモードが出現する。

			　ただこのアビリティ、わずかだけどタメが必要らしい。

			　近接戦闘を行いながら、そんな隙を見せるわけにはいかないだろう。

			　基本的には、建物とか巨大すぎるなにかを壊すためのアビリティだ。

			　ほかの候補としては、自分の身体よりずっとおおきな剣を振りまわせるようになる大剣術や、斬った相手にかかった付(ふ)与(よ)系の魔法をランダムで打ち消す破魔剣あたりが便利どころか。

			　特に破魔剣は、かなり便利な気がする。

			　ちなみに破魔剣はアクティブ・アビリティなので、オン・オフは任意だ。

			　どういうことかというと、リフレクションなどのシールド系魔法を破魔剣で打ち消す場合、リフレクションに反応してタイミングよく破魔剣を発動させなければいけないということで……これは反射神経と読みがモノをいいそうである。

			　現在のリフレクション無双に対するいいカウンターなんだけど、たまきは読みあいとか苦手そうだなあ。

			「たまきがそう決めたなら、いいと思うよ」

			「うん！　わたしこれで、もっと役に立ってみせるわ！」

			　じゃあ、こっちはいいとして……。

			　ぼくの方はいま、雑(ざ)魚(こ)スケルトンを掃(そう)討(とう)しているっぽいことを伝える。助けは必要ないとも。

			「外の戦いは、どうなってる？」

			「さすがに３体が相手なので、ちょっとたいへんです。でも、戦えないほどじゃありません」

			　アリスがいった。あの巨体が相手にもかかわらず、パワー比べではたまきの方が優勢とのことである。肉体スキル９という暴力のおかげだろう。

			「倒せそうかな」

			「魔力解放を10倍で撃っていいのでしたら」

			「１発はＯＫだ。それで２対２になれば、アリスもたまきも前衛スキルが上がったし、なんとかならないかな」

			「はい、なんとかしてみせます！」

			「がんばるよっ！」

			　勢い込むアリスとたまきが、ぐっと胸もとで握りこぶしをつくる。

			　うーむ、尻尾(しつぽ)をぱたぱた振りそうなわんこがふたりいる……。かわいい、かわいい。

			「まあ、無理はしないで。危なくなったら教えてくれ。さくっと逃げるから」

			　最後にそういって、白い部屋を出る。

			　

			　たまき：レベル48　剣術９／肉体９　スキルポイント１

			重剣術１（強化剣技１、破竜斬１）

		

	
		
			第２２４話　６本目の楔(くさび)２

			　

			　荒れ果てた教室に戻る。

			　天亀ナハンはまだ呪文の詠唱中だ。

			　断罪の剣シュトラスは、敵を倒したあとも廊下にいる。

			「あ、ひょっとして後続があるのか」

			　シュトラスの兜(かぶと)がこちらを向き、こくんとうなずく。

			　廊下を覗くと、ナイト・スケルトンが４体も床に転がっていた。

			　それぞれが消えて、宝石に変わっていく。青い宝石がそれぞれ２個ずつ、合計で８個だ。

			　廊下を曲がってまたスケルトンが４体、現れる。

			　スケルトンたちは、こちらを発見し、剣を構えて駆け寄ってきた。

			　シュトラスは冷静に衝(しよう)撃(げき)波(は)を飛ばして、これをまたたく間に殲(せん)滅(めつ)させてしまう。

			「これ永久ループ入ってない？　経験値的にはおいしいけど」

			　思わず、そんなミアみたいなことを呟(つぶや)いてしまったが……。

			　幸いというか残念というか、次のスケルトンたちは曲がり角の手前で止まってしまう。

			　スケルトン軍団の後ろから声が聞こえてくる。タンズのおかげで意味はわかっても、ちょっとくぐもっているからよく聞き取れないなあ。

			「なんていっているか、わかるかな」

			　クァールに訊いてみた。同じモンスターだし、わからないかな。

			『アンデッド同士の会話は、わからぬのだ』

			　クァールは申し訳なさそうに、耳をぺたんとしてうなだれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　天亀ナハンは般若心経みたいに長い詠唱を続けている。

			　こっちの勝利条件としてはひとまず持久戦でいいんだけれど、敵はさらなる増援が望める環境にあるわけだから、削れるときに戦力を削っておくのは重要なことだ。

			　楔(くさび)を確保したあとどうするかという問題もあるので、戦力はもう少し欲しいかな。

			「サモン・ファミリア：神翼使徒ペヌーザ」

			　ぼくの召喚に従い教室に出現したのは、背中に白い翼の生えた半裸の美しい女性だった。

			　天使、という言葉がぴったりだろうか。白い髪がきらきらと輝き、背後に淡いハロウのようなものが出ている。天女の羽衣を思わせる布をたすきがけのように着こなしていた。

			　この布は銀色に輝き、なんかこう無駄に神々しい。ちょっと覗きこめば胸もとの豊満なふくらみが見える気がするけど、そんな気にならないほど神々しい。

			　ペヌーザは、伝説によると神々のしもべとして現れ世界各地を救った存在なのだという。

			『参上いたしましたわ、主さま。どうぞ、ご命令を』

			「きみはここで、ぼくたちを守ってくれ。シュトラス、命令変更だ。廊下の角にいる敵を殲(せん)滅(めつ)してこい！」

			　動く鎧(よろい)であるシュトラスは、がしゃん、と兜(かぶと)を上下させてから走りだす。

			　その姿がかき消えた。めちゃくちゃ素早くて、重い鎧(よろい)を着ているとは思えないほどである。

			　で、まあ。すぐにぼくは、白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どうやらシュトラスがスケルトンたちを倒す前に、ルシアがゲブシュ・ヘラグ・スケルトンを倒したようだ。

			　そこでレベルアップしたのは、アリスと、それからルシア自身である。

			　これでルシアも、派生スキルを得ることができるようになった。

			「わたくしの派生スキルは、火水合成魔法ですね」

			　ふたつの属性魔法をランク９まで上げた場合に出てくる派生スキルは、それぞれの合成魔法だ。合成魔法といいつつ、純粋強化みたいなものもあるんだけど。

			「取得するアビリティは、やはりコールド・インフェルノとウォーター・フレア・シールドでしょうか」

			　合成魔法系は、アビリティといいつつ新しい魔法を習得する。

			　これらの魔法には、個々に前衛系アビリティと同様にランクが存在した。

			　たとえば氷と炎のマナを合成して放つというドラクエの漫画に出てきそうな魔法、コールド・インフェルノ。これをランク３まで取得した場合、ランク１のものよりはるかに強力な攻撃を放つことが可能となる。

			　ただし相応にＭＰも消費する。コールド・インフェルノをランク１で放つ場合、ＭＰ消費は10である。ランク２だと15、最大のランク３ではじつに20ものＭＰを消費してしまう。

			　これに魔力解放を合わせると、ものすごい消費になるだろう。相応に身体への負担もかかってくるに違いない。うまく運用する必要がある。

			　なんか魔法に関してはえらく制限がキツい気がするけど……魔力解放が存在する分、攻撃魔法の一撃の威力がでかいから、かなあ。

			　そのへんのバランスとりなんだろうか。

			　本音でいうとバランスなんてとらなくていいし、抜け穴を利用した楽勝チートの実装を切に願うんですけど……。

			　ウォーター・フレア・シールドは、リフレクションのようにバリアを張る魔法だ。

			　このバリアは火と水の属性を持ち、極めて強靭であるらしい。これから先、敵の攻撃をまともに食らうとヤバい戦いが続くだろうし、バリア魔法は必要だろうとルシアとは以前から話し合っていた。こちらもランク３まであり、ＭＰ消費の増加も同じ。

			　ほかの候補としては、火と氷の２属性を持つ剣とか、火と水のバインドとかがある。

			　バインド系はちょっと欲しいかもしれないけど、優先するべきは純粋火力と純粋防御かなあ。

			　さすがにルシア、取捨選択の基準がはっきりしているし、的確だ。

			「アリス、たまき。そっちはなんとかなりそうかな」

			「はい、だいじょうぶです！　わたしとたまきちゃんだけで押し切れると思います！」

			「じゃあルシアは校舎に来て欲しい。楔(くさび)を発見したら、その制御を任せることになるから」

			「計画通りに、ですね」

			　このあたりの打ち合わせは、出発前に終わっていた。

			　楔(くさび)を制御できたとしても、それでなにができるのかわからない。

			　でも敵に先んじて手に入れることこそが肝要、というのは間違いのないところだ。

			　アリスはスキルポイントを溜めるだけである。

			　ぼくたちは軽く打ち合わせて、もとの場所に戻った。

			　

			　アリス：レベル49　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント３

			聖槍術１（強化槍技１、槍楯技１）

			　ルシア：レベル48　火魔法９／水魔法９　スキルポイント１

			火水合成魔法１（コールド・インフェルノ１、ウォーター・フレア・シールド１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教室に戻ってすぐ。廊下の奥から剣戟の音が聞こえてくる。

			　おー、やってるやってる……と思ったら、ぼくの頭のなかにレベルアップの音が鳴り響いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「また会ったね、カズさん！」

			　たまきが元気よく笑う。

			「いつものことだけど、あまりにもすぐ白い部屋に来ると、気まずいというかやることがなくてもったいないな」

			「カズさん、貧乏性ですね……」

			　ほっといてください、アリスさん。

			　

			和久：レベル59　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント３

			強化召喚５（使い魔強化５、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少２）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　窓からひょいと廊下を覗く。

			　断罪の剣シュトラスは、曲がり角のすぐそばにいたスケルトンを倒し、その奥に斬り込んでいった。

			　剣戟の音が響く。それに交じって呪文の詠唱音。

			　予想通りではあるけど、敵のメイジ系が混ざっていたのか……と、斬(ざん)撃(げき)の音とともに詠唱音が途絶えた。呪文の詠唱中にメイジ系のスケルトンを倒したのだろう。またまた白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきとルシアだった。

			　アリスとたまきは経験値が近いけど、ルシアも同時ということは、いちどにそうとうな経験値が入ったのかな。

			「カズさん！　わたしたち、でかい骨を倒したわ！」

			「はい、わたしとたまきちゃん、ほぼ同時でした」

			　あ、向こう側でもゲブシュ・ヘラグ・スケルトンを討伐していたか。

			　ほぼ同時に複数のモンスターを倒した場合、まとめて経験値が入って白い部屋に来るみたいだからなあ。このへんのシステムの曖(あい)昧(まい)さは、未だによくわからない。

			「宝石を拾ってからこっちに来てくれ。ほかのモンスターとは、無理に戦わなくていい」

			　スケルトン空挺部隊がまだまだ校舎に侵入してくるはずだ、ぐずぐずしている暇はない。

			　スキルポイントはまだ溜まってないから、確認事項だけ点検して、もとの場所へ戻る。

			　

			　たまき：レベル49　剣術９／肉体９　スキルポイント３

			重剣術１（強化剣技１、破竜斬１）

			　ルシア：レベル49　火魔法９／水魔法９　スキルポイント３

			火水合成魔法１（コールド・インフェルノ１、ウォーター・フレア・シールド１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シュトラスが鎧(よろい)をがちゃがちゃ鳴らしながら宝石を片手に戻ってきたところで、ようやく天亀ナハンの詠唱が終わった。

			『この建物の下に広大な空間がございます。迷宮のように複雑な空間です』

			　なんじゃそりゃ……。まあ、どんな迷宮があろうと、関係ないんだけど。

			「穴を掘れるか」

			『無論です』

			「始めてくれ。……最適の場所はここでいいのか」

			『いいえ。もうしばらく奥となります』

			　いまのところ廊下の安全は確保されている。ナハンの導きに従い、ぼくたちは移動を開始……しようとしたところで、ルシアが窓から顔を出した。

			「ちょうどいい。ルシア、きみも一緒に行こう」

			「間もなくふたりも来ると思いますが」

			「時間との競争だ、急いだ方がいい」

			　教室を出る。ナハンは廊下の真ん中で立ち止まり、穴掘り魔法を詠唱した。

			　さきほどと違い詠唱はすぐに完了し、目の前の床が溶けるように消えていく。

			「カズさん！」

			「ここにいたのね！」

			「ちょうどよかった、アリス、たまき。これから地下に潜るところだ」

			　アリスとたまきも別の教室の窓から建物のなかに入ってきた。

			　皆で穴のなかを覗いた。真っ暗なので、ディフレクション・スペルからのナイトサイトで全員に暗視をつけてやる。20メートルほど下に、石造りの空間があるようだった。

			「本当に、地下があるんだな」

			「わたしが行ってみるわ！」

			　さっきウィンド・ウォークをもらっていたたまきが、すかさず飛び降りる……というか穴を垂直に駆け下りていく。

			　あ、こら、ちょっと！　あーもー、先走るなって白い部屋で何度も念を押したのに！

			「あとに続こう。ナハン、シュトラスにもウィンド・ウォークを」

			『承りました』

			　神翼使徒ペヌーザは自力で飛行可能だ。

			　ぼくたちは、次々と穴のなかへ降りていく。

		

	
		
			第２２５話　６本目の楔(くさび)３

			　

			　中等部本校舎の地下に存在していた謎(なぞ)の空間。ぼくたちはそこに降り立つ。

			「ピラミッドのなかみたいですね」

			　アリスが口をぽかんと開けて呟(つぶや)く。

			　まさにコンピュータ・ゲームのダンジョンを思わせる石造りの玄室だった。広さは学校の教室の半分くらいで、天井までの高さは５メートルほど。

			　前後左右に通路が延びている。ぼくたち全員に暗視をかけてあるから真っ暗でも周囲は見渡せるけれど、どの通路も少しいったところでふたつに分岐していた。

			「うわー、迷宮だよう」

			　たまきがげんなりしていた。

			「あっちこっち、うろうろしなきゃいけないのかな……」

			「面倒なことはパスだ。ナハン、この真下でいいんだよな。もういちど穴を掘ってくれ」

			『任されました』

			　かくしてぼくたちは、ナハンが掘った穴を伝って下へ、下へと移動する。

			　ダンジョン・アタックとか、いまさらやってられるか！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辿り着いたのは、学校のグラウンドがまるまる入ってしまいそうなドーム状の空間だった。

			　天井の高さは30メートルくらいあるんじゃないだろうか。

			　赤土が露出した地面だ。ここに到達するまで、１００メートル以上は降りた気がする。

			　これ、生真面目に迷宮を歩いていたら、何時間かかったかわかったもんじゃないな……。

			　つくづくショートカットしてよかった。

			　で、大広間の中央付近には、全長３メートル近い巨大な正８面体の宝石が赤く輝いている。

			「間違いありません、楔(くさび)です……」

			　ルシアが呆然と呟(つぶや)く。いつもの抑揚のない口調ではなく、少し熱に浮かされたような感じだ。珍しく興奮している。

			「６本目の楔(くさび)。本当に存在したのですね」

			　この大陸を地上に留める楔(くさび)のうち、これまで存在すら知られていなかった幻の１本。

			　まあ、そりゃこの世界の住人にして地底樹の管理者であるエルフの王族だったんだから、びっくりしてもおかしくはないか。

			「ルシア。いけるか」

			「は、はい。やってみます」

			　ルシアは慌てて楔(くさび)に手を触れる。目を閉じて、しばし。

			　なにも起こらない。

			「ダメ……なのか？」

			「はい、活性化いたしません。封印が為されているのか、なにか別の問題があるのか……」

			　リーンさんの使い魔の鷹(たか)がやってきて、ルシアの手前の地面に舞い降りた。

			　宝石の輝きで、鷹(たか)の目が妖しく輝く。いや……魔法を解放したのか？

			　鷹(たか)のすぐそばに、いつもの転移門が出現する。

			　青白い輝きとともに、転移門から誰かが姿を現す。誰か……というか、志木さんだった。

			「ちょっと、志木さん。こっちに来たら危ないんじゃないの」

			「リーンから頼まれたのよ。彼女が世界樹の制御に使う魔道具を預かってきたわ」

			　志木さんは、そういってルシアに短刀を手渡した。

			　刃の部分が赤黒く染まっている、なんだかすごく不気味なナイフだ。

			「制御って……これをどう使うんだ。ルシア、わかるか」

			「そういった儀式は秘中の秘ですので、これまで見せてもらってはおりません」

			「だいじょうぶ。そのへんも教えてもらったわ」

			　志木さんは手振りを交えて手短かに儀式のやりかたを説明する。

			　と、神翼使徒ペヌーザが頭上を見上げた。ぼくたちが穴を開けた、ドームの天井を。

			「敵が来るのか」

			『はい、主さま。かなり強力な者たちが近づいております』

			「急ごう。ルシア、頼む」

			　ルシアは志木さんの指示に従い、赤黒い短刀で左手の中指を軽く切る。

			　流れ出た血を短刀の先端に塗り、その短刀を巨大なルビーに突きたてる。

			　短刀の先端が、すっとルビーに埋まった。ルシアが「あっ」と声をあげる。それと同時に、紅(ぐ)蓮(れん)の正８面体がひときわ輝きを増す。

			「いけたかっ。よし、これで……」

			『来ます、主さま』

			　ペヌーザの声で、ぼくは天井を仰(あお)ぐ。

			　ちょうど、穴から灰色のなにかと黒いなにかが突入してくるところだった。

			　灰色のなにかとは、輝くローブを身にまとった半透明の骸骨だ。

			　手にした大杖が輝くたび、雷撃が黒いなにかを襲う。そして黒いなにかは……見間違えようもなく、黒翼の狂狼アルガーラフである。

			　え……ということは、あの半透明の骸骨って……まあ、それしか考えられないわけだけども。

			「亡霊王ディアスネグスね」

			　同じく天井を見上げた志木さんが呟(つぶや)く。

			　そう、いまぼくたちのすぐ近くで、２体の四天王が死闘を演じているのだ。

			　両者の放ったビームが天井近くで衝(しよう)突(とつ)し、爆風を巻き起こす。

			　ちょっ、こんなところで戦うなよっ！

			　爆発の衝撃がぼくたちを襲う。まずい、志木さんはいま無防備で……。

			『お任せあれ』

			　天亀ナハンが志木さんの前に立ち、バリアを張る。直後、熱波がぼくたちを襲った。

			　ものすごい衝撃で、全員が悲鳴をあげて吹き飛ばされる。

			「ああ……っ」

			「ルシアっ！」

			　って……まずい、ルシアが楔(くさび)から手を離してしまった！

			　数メートル吹き飛ばされて転んだルシアが、呻(うめ)きながら顔をあげる。

			　彼女は、手から赤黒い短刀を取り落としてしまっていた。

			「ルシア、急げっ」

			「は、はい！」

			　ルシアが起き上がり、短刀を手に取る。

			　と……そんな彼女より先に、巨大なルビーの前に立つ者がいた。

			　灰色のローブを身にまとった半透明の骸骨だ。全身が霧のようにゆらめいている。それでいて、近寄るどころか直視するのもためらわれるような圧迫感を覚えた。

			　髑(どく)髏(ろ)の双(そう)眸(ぼう)の奥で、赤い光が妖しく輝く。

			「ディアスネグス……っ」

			　亡霊王のローブから覗く骨の手の指には、それぞれ指輪がはまっている。合計で10個の指輪には色とりどりの宝石がはまっており、時折、明滅を繰り返す。

			　これは……魔道具の指輪が、いろいろと効果を発動しているのか？

			　天井付近では、天井近くのアルガーラフが数体の骨巨人に組みつかれている。

			　骨巨人たちは、次の瞬間、身ぶるいしたアルガーラフに吹き飛ばされるものの……。

			　亡霊王にとっては、その一瞬で充分だったのだろう。

			「楔(くさび)は渡しません！」

			「させないわっ」

			　アリスとたまきが果敢にもディアスネグスに打ちかかるも、その刃は骸骨をすっとすりぬけてしまう。

			「こいつの身体、本当に霧でできているのか」

			　ディアスネグスはふたりを見もしない。骸骨の手が、ルビーの表面に触れる。

			　っておまえ、霧のくせに相手に触れることはできるのかよ。なんてインチキな……。

			　10個の指輪の宝石が、一斉にめまぐるしく明滅する。ルビーがまばゆい輝きを放ち……。

			「ペヌーザ、シュトラス！」

			『はい、主さま！』

			　シュトラスは無言で、ペヌーザは鋭く応え、ディアスネグスに突っ込んでいった。

			　ペヌーザの伸ばした細い腕が、亡霊王の身体に突っ込み……。

			「バリア・ブレイク」

			　天使が、己の持つ特殊な魔法を行使する。

			　亡霊王が呻(うめ)き声をあげた。青白く輝くなにかが亡霊王の周囲で四散する。

			　そう、これが彼女の最大のちから、マナごと結界を打ち破るという特殊能力であった。

			　対魔法のバリアを張りまくるという亡霊王との戦いにおいて、必ずや役に立つだろう。そう考え、ぼくは優先的に彼女と契約したのである。

			　これで、一時的にバリアが消えた。

			　直後、シュトラスが数歩の距離から大剣を振り抜く。刀身が白い光を放ち、ディアスネグスの霧の身体を激しく打ちすえる。その一撃は、亡霊王をわずかに後退させるにすぎなかった。

			　だが……それで、いい。骸骨の手が巨大なルビーから離れる。

			「いまだ、ルシア！」

			「はい、カズ！」

			　ルシアが地面を蹴って、身体ごと巨大ルビーにぶつかっていく。その手に握られた短刀が、ルビーに深く突き刺さった。ルビーの輝きはさらに増して、もはや直視できないほどになる。

			「あ、あ、ああああっ」

			　ルシアが悲鳴をあげる。

			「だ、ダメです！　制御……できない！」

			　ドームに白い光が満ちる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　歌が聞こえる。このひどく物悲しい響きの歌を聞くのは、３度目だ。

			　１度目は、異世界での３日目、グロブスターによってミアと共にワープさせられたとき。

			　２度目は、今朝である。

			「ミア、だよな」

			　ぼくは歌声に訊ねる。返事はなかった。重ねて訊ねてみても、歌声が響くだけ。

			「まあ、いいか」

			　ぼくは黙って、その歌声に耳を澄ませることにした。

			　彼女はなにを想って、歌っているのか。どうして彼女の歌声が聞こえてくるのか。

			　やがて、歌が終わる。ぼくの意識が……目覚めようとしている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　はっと気づくと、鈍色の空を見上げていた。馴染みのあるコンクリートの壁がそばにある。

			　ああ、でもこれ、学校の建物……じゃないな？

			　ざわめきが聞こえてくる。雑踏のざわめきだ。身体を起こして、首を振って……。

			『主よ』

			　天亀ナハンの声。気づくと、彼がぼくのすぐそばにいた。

			　いや、彼だけじゃなくシュトラスとペヌーザもいっしょだ。

			『地下空洞から転移したようだ。ここは、どこであろうか』

			「どこって……」

			　ぼくは改めて、周囲を見渡した。雑踏のなか、ぼくたちを取り囲む人垣がある。

			　足下はアスファルトで、看板や電信柱がいっぱいあって……車のクラクションが鳴った。

			「え？　これって、まさか」

			　ぼくはよろめきながら、そしてひどく戸惑いながら立ち上がる。

			　目の前に、渋谷の東急本店があった。

		

	
		
			第２２６話　帰還

			　

			　ぼくはため息をついて、口をひらく。

			「ここって渋谷……だよね」

			『シブヤ……それは、いかなる地であろうか』

			「いかなるっていうか、地球、なんだけど。正確には渋谷駅から徒歩５分くらいの東急本店前」

			　ここは偽物の空間なんじゃないだろうか、というのがまず考えたことだった。

			　昨日の夕方、あの奇妙なドームのなかで見た光景。あのときのように不思議な超技術でつくられた世界なのではないかと。

			　でも、あの世界には人間の姿なんてなかった。

			　ぼくたち以外に存在したのは、巨大な浮かぶクラゲだけだった。

			　いまぼくたちの周囲にはたくさんの人間がいる。

			　スーツ姿のサラリーマンとか私服の若者とかがぼくやナハンたちを取り囲んでいた。

			　なによりクラクションの音、排気ガスの臭いといった、独特の都会の空気だ。

			　それはあまりにもリアルに、ぼくの目と耳と鼻に押し寄せてくる。

			「今度こそ本物の日本、なのか？」

			　なにが起こったか、考えてみる。

			　亡霊王ディアスネグスが学校の山の地下に存在した楔(くさび)に触れて、その直後にルシアが楔(くさび)の制御を取り戻そうとして……ルシアは、制御できない、と叫んでいたように思う。

			　あの学校の山が出現した地点から、魔王は地球へ旅立ったらしい。

			「となると、前の座標が残っていた？　いや、ディアスネグスがなにかをした？　どっちにしても、ルシアはそれを発動させちゃって……」

			　結果的に、楔(くさび)が転移装置として機能した、のか？

			「帰ってきちゃったのか、ぼく」

			　感慨などなかった。むしろ、どうすればいいんだという思いの方が強い。

			　天亀ナハンの陰で、呻(うめ)き声がする。志木さんが倒れていた。

			　ああ、そりゃそうだ、あの爆発でナハンは、志木さんを必死で守ってくれてたわけだし……。

			「あの、カズくん」

			　その志木さんが、立ち上がる。顔をあげて周囲を見渡す。

			　腰に手を当てて、さっきのぼくみたいなため息をつく。

			「これ、どういう状況か説明してもらえるかしら」

			「どうもこうも、見ての通りじゃないかな」

			「そう……マズいわね」

			　さすがに志木さん、すぐ問題点に気づいた様子で顔をしかめる。

			　群衆のことは完全に無視して、「ああもう」と首を振った。

			「ナハンの魔法で周囲のサーチ、できるかしら。わたしの予感が確かなら……」

			　彼女がそういったとたん、少し離れたところで爆発音が響いた。

			　ぼくたちは顔を見合わせる。

			「行ってみるよ。志木さんはここで待機を……」

			「冗談じゃないわ、こんなところに置いていかれてたまるもんですか」

			　志木さんは素早くナハンの甲(こう)羅(ら)の上によじのぼった。

			　そりゃまあ、ひとりこんなところで好奇の視線に晒(さら)されるなんて、ぼくだってごめんだ。

			　アリスたちはだいじょうぶだろうか。

			「ナハン。フライを全員に」

			『承りました、主』

			　ウィンド・ウォークだと走るのと同じだから、フライの方が速度が出る。

			　ディフレクション・スペルからのナハンのフライで、ぼくたちは空に舞い上がった。

			　群衆が「飛んだぞ！」とか「魔法だ！」とか叫んでいるが、ぜんぶ無視する。

			　さて、爆発があったのは駅の向こう側、明治通りの方だ。ひときわ高い建物であるヒカリエのあたりから煙が立ち上っている。

			　渋谷ヒカリエって、たしか高さ１８０メートルくらいだっけ？

			「あまり高度は上げないでくれ。敵に見つかるかもしれない」

			　ぼくは使い魔たちに命じる。

			　ちなみに志木さんは、まだナハンの甲(こう)羅(ら)の上だ。そこがいちばん安全な場所だろう。

			　あ、マークシティの向こう側からも爆発音が聞こえてきた。ぼくたちがさっきまでいた東急本店の奥からも。

			「拙速に移動するべきじゃなかったかしら」

			　志木さんがひとりごちたあと、いまさら戻っても仕方がない、とばかりに首を振る。

			　山手線の線路を飛び越えると、明治通りでスケルトンが数体、暴れているのが見えた。

			　剣で車を片っ端からなぎ払って……うわ、自動車やトラックをすぱすぱ切断してる。

			「あなたたちが戦っていた相手って、あんな強いやつらだったのね」

			　志木さんが、完全にひとごとのようにそんなことを呟(つぶや)く。

			　そうかー、アリスやたまきって、あんなやつらと刃を交えていたんだな……。

			　思い返せば、初日はエリート・オークも絶望的なほど強い相手だった。

			　いま悲鳴をあげている人々は、まだオークを１体も倒してないぼくたちなのだ。

			「放置していくわけにもいかないか。潰そう」

			　ぼくは決断し、使い魔たちに命令を下す。魔法で遠距離から倒してしまいたいところだけど、通行人が逃げ惑っていて混沌とした状況だから、まあそれはやめた方がよさそうだ。

			「シュトラス、ペヌーザ、アンデッドだけを倒して」

			　鎧騎士と有翼の天使は、ぼくの命令に従い、暴れまわるスケルトンに急降下していく。

			「志木さん。パーティに入って」

			「ああ、そうね……。相談、しなきゃまずいわね」

			　シュトラスとペヌーザが、上空から猛禽のごとくモンスターたちに襲いかかる。

			　ちなみにペヌーザは、手に炎の鞭(むち)を召喚していた。彼女は本来、どちらかというと魔法型の使い魔なのだが、近接戦闘もできる。シャ・ラウが前衛型ながら魔法でも戦えるタイプなので、あの幻狼王を少し魔法型にシフトしたようなバランスだ。

			　しかし２体の使い魔がスケルトンをいよいよ叩き潰そうというところで、横合いから放たれた白い光線がスケルトンたちの身体を撃ち貫(つらぬ)く。

			　スケルトンがばたばたと倒れていく。あれは……え？　そんな、まさか。

			「ホワイト・カノン……だよな」

			　風魔法ランク９。ミアがよく使っていた魔法だ。

			　見れば、ビックカメラの手前あたりに小柄な人影が浮いていた。

			　10歳くらいの、蒼(あお)い髪の少女で、汚れひとつない白い貫(かん)頭(とう)衣(い)を身につけている。

			　いまの……彼女が放った魔法、っていうことか？

			　使い魔たちは、目前でスケルトンが倒されたことで、所在なげに宙を舞う。

			　はは、少し間が抜けた話……って、いや、うん、なにがどうなっている？

			　あ、少女が使い魔たちに気づいた様子で、ちょっと慌てている。

			「カズくん、あの子とコンタクトを取りましょう」

			「そ、そうだな。敵じゃなさそうだし」

			　ぼくたちは彼女のもとへ降りていく。

			　少女はぼくたちに気づき、顔をあげた。緑色の双(そう)眸(ぼう)が、おおきく見開かれる。

			　そのあと。

			　少女は満面の笑みになった。

			　ぶんぶんと手を振った。ちぎれそうなほど勢いよく手を振っていた。

			　いちおう普通の人間、っぽいけど……。

			「青い髪に緑の瞳(ひとみ)って時点で、この地球の人間じゃないわね」

			「冷静だね、志木さん」

			「渋谷の街でスケルトンが暴れていたのよ。鮫(さめ)が空から落ちてきたって驚かないわ」

			　そこは驚いて欲しい。

			「パパっ！」

			　と、少女がぼくを見て叫ぶ。

			「え……は？　うん、いや、ちょっと待て」

			「パパっ！　やっとあえた！　やっとみつけた！」

			「カズくん、彼女って」

			「まあ、ひとつ心当たりはある……あるけどさ」

			　ぼくたちは彼女のそばに着地した。

			　少女が駆け寄ってきた。紙を取り出す。茶色く変色した大学ノートの切れ端だ。

			「あのね、パパっ！　ママが、ちきゅうにいくなら、ぜったいにこれ、かってきてって！」

			　ノートの切れ端をちらりと見れば、日本語で文字が書いてあった。

			　たぶんシャープペンで書かれた、きれいな文字。

			「ねえパパ、おしえて！　カヤ、あきはばらーで、えろげー、かってこなきゃいけないの！」
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			第２２７話　カヤ１

			　

			　しばらく、意識が飛んでいたようだ。

			「パパ、どうしたの」

			　青い髪の少女が緑の瞳(ひとみ)で見上げてくる。ああ……パパ、か……。パパ……パパってつまりママがいてパパがいて子供ふたりのマイホーム幸せ生活がたのしい夫婦生活……。

			　いや待てよすべてこの子の勘違いという可能性もなきにしもあらずでああでも娘にエロゲー買いに行かせるようなママって世の中にどれだけ存在するのか。そもそも彼女、ぼくたちマレビトと同様の魔法を使っていてしかもおそらくあれは風魔法ランク９のホワイトカノンで……。

			　うん、現実を認めよう。

			「初めまして、かな。ぼくは賀谷和久。きみはぼくの子供、でいいのかな。お母さんの名前は」

			「ママは、ママだよ」

			「えーと、うん、きみのママは、自分の名前をいってなかったかな」

			　少女は、にぱっと笑った。花が咲いたような、さわやかな笑顔だ。

			「ママはね、わるいことするとき、とくめーでいたほうが、ゆうりなんだって！」

			「ゲスい匿名文化で育ったことはわかったよ！」

			　あいつめ、子供にどんな教育してやがる。

			「っていうか、ミアの子……だよな」

			「うん！」

			「ぼくとミアの子……なんだよな」

			「うん！　カヤ、だよ！」

			　カヤ、か。ぼくの苗字が賀谷である。ミア……なんでそんな名前をつけたんだ、きみは。

			　これじゃ「かやかや」になってしまうじゃないか。

			　そもそも、ぼくがミアと子供をつくる作業をしたのって、昨日の夕方……なんだけども。いや、あの空間って時間の概(がい)念(ねん)とかぐちゃぐちゃだったけど。

			「カヤはいま、何歳かな」

			「おとな！」

			　おとうさん、そんなことは聞いてません。

			「ええと……算数とかは教わっているのかな」

			「びぶん、せきぶんは、とくいです！」

			「なにその英才教育」

			　カヤは、はにかんだ笑みを浮かべた。

			「パパにほめられちった」

			　やばい、かわいい。ぼくの子だと思うと、余計に……いやすごく複雑な心境なんですけど。

			「どうしよう、志木さん」

			「とりあえず、彼女はそういう存在だと納得しましょう」

			　志木さんはため息をついてそういうと、膝を曲げて少女と目線を合わせた。

			「こんにちは。わたしは志木縁子。志木と呼んでね、カヤちゃん」

			「わかった、シキおばさん！」

			「あのねえ……」

			　カヤは、はっと口に手を当てる。

			「シキおねえちゃん！」

			「ぼくの子、ずいぶん如才ないな」

			「まったく、もう……。カヤちゃん、さっそくだけど、あなたのレベルはいくつなのかな。わたしたちとパーティを組んでもらえるかしら」

			　カヤは自信満々で胸を張り、両手をひらいて、10本の指をピンと伸ばす。

			「51！　です！」

			　なぜその数字で両手を開いた。ってレベル高いな！　アリスたちより上じゃないか。

			「どんなスキルを持っているのかしら」

			「かぜまほうと、しゃげき！」

			　たしか風魔法と射撃の派生スキルは風射術。弾丸などを自由自在に曲げて目標に到達させるアビリティとかあったような……。

			「ママがね、これが、つよいって！」

			「あ、やっぱりミアの教育か」

			「パパのやくに、たってこいって！　ママはもう、おてつだい、できないから！」

			　ぼくと志木さんは、その言葉に顔を見合わせた。

			　もうぼくの手伝いはできない。それはつまり、もう彼女とは会えないということ……なのか。

			　ミア……きみはいま、どこでなにをしている？

			「ええと……あなたのママは、いま、どこにいるのかな」

			「えーとねー、とおいとこ、です！」

			　はぐらかされたかな。それとも、よくわかっていないのかな。

			　ミア、きみは……なにを考えて、彼女を送り込んできた。

			「と、とりあえず、パーティに入ってもらえるか」

			「うん、パパ！」

			　気づくと、ぼくたちのまわりに群衆が集まっていた。ざわついているけど、近づいてくる様子はない。どうやら怯(おび)えられているようだ。

			　まあ天亀ナハンは怪獣映画とかに出てきそうだし、ほかの２体も明らかに怪しさ満点だし。

			「移動しようか。きみの目的は、ぼくのお手伝い、でいいのかな」

			「うん、パパ！　わたしを、すきにつかってね！」

			「お巡りさんこっちです」

			「いまの状況でそれ洒落になってないから！」

			　皆で空へ舞い上がる。ほかに爆発が起きている場所を探して……あー、明治通りを恵比寿の方にいった先に、なにかいるっぽいな。そっちにいってみるとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カヤは、たぶん10歳くらいだろう。彼女が普通の環境で育ったとは思えない。

			　ちょっと話を聞いた限り、これまで母親以外の人間と会ったことはなかったようだ。

			　もっとも、彼女は「ドールといっしょだったのよ」ともいっている。

			　いろいろ聞きたいことだらけだけれど、状況がそれを許してくれないよなあ。

			　渋谷駅新南口の近くで、スケルトンたちが暴れていた。

			　警察官が発砲すると同時にスケルトンが剣を振るう。銃弾を叩き斬った。返す刀で10メートルほどの距離から斬(ざん)撃(げき)を見舞う。光の刃が飛びだして、警察官数名の首がまとめて飛ぶ。

			　逃げ惑う群衆の悲鳴が響いた。

			　まずいな、恐慌状態になった人々が狭い道に集まっていて、ろくに動けなくなっている。

			　そこにスケルトンが斬り込んで、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)絵図が繰り広げられる。

			「子供の教育によくない光景ね」

			「父として遺憾に思うよ」

			「ぎゃくさつだーっ」

			　横を飛ぶカヤをちらりと見ると……目を輝かせて、殺(さつ)戮(りく)の光景を見ていた。

			　あ、しまった、そういえばこいつミアの娘だ。

			「パパ、たすけにいっていい？」

			「あ、ああ。でもカヤ、きみは接近戦ができないだろう。あんな乱戦じゃ……」

			「だいじょうぶ、まかせてっ」

			　カヤはひときわ加速した。魔法で背中に風を当てたのだろう。ぼくたち全員の前に出る。

			　貫(かん)頭(とう)衣(い)がひらめいて、スカートのなかが見えた。

			「なんでノーパンなんだよ……」

			「お巡りさーん、こっちでーす」

			「そのお巡りさんたちはさっき惨殺されたよ」

			　カヤはどこからともなく取り出したパチンコを手に、上空から群衆のなかで暴れるスケルトンに狙いをつける。でもスケルトンは忙しく動きまわっていて、狙いをつけるのが難しそうだ。

			「ストーム・バインド」

			　あ、空気の渦がスケルトンをからめとった。

			　直後、彼女は「ていっ」とパチンコで銀色に輝く玉を放つ。銀の玉は拘(こう)束(そく)されたスケルトンの頭部を正確に撃ち抜き、一撃でモンスターを破壊してのけた。

			「ヒット！　つぎ、いくよーっ」

			　小柄な少女は、同じ作戦で２体目のスケルトンも一撃で沈めてみせる。３体目はカヤに気づき、剣圧ビームのようなもので反撃してくるが、それはカヤを包む貫(かん)頭(とう)衣(い)に当たって四散した。

			「いったいなあ、もうっ」

			　いちおうダメージはあったようだけど、ちょっと痛がっただけだ。

			　貫(かん)頭(とう)衣(い)が少し汚れている。あれが普通のひとに直撃したら、服が無事でも内臓破裂だろう。

			　本当にレベル51なら当然ではあるんだけど……と、志木さんがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　幸いにして、白い部屋には全員が集まっていた。

			　全員というのはぼく、アリス、たまき、ルシア、志木さん、そしてカヤの６人である。

			　皆で再会を喜んだ。

			「よかったです、カズさんも志木さんもルシアさんも無事だったんですね」

			「カズさん！　もうわたし、なにがなんだか！」

			　アリスとたまきが、泣きそうな顔でぼくに、抱きついてくる。

			　ルシアもほっとした表情になった。

			　よかった……全員、無事だったんだな。この地球に戻ってきてしまったことがアリスやたまきにとっていいことなのかどうかは、まだわからないけど。

			　ルシアに至っては完全に異郷の地である。さぞ不安であったことだろう。

			「ねえ、ところで、この子は？」

			　たまきが、カヤを見てきょとんとしている。わが愛娘は、にぱっと笑った。

			「カヤです！　パパのおくさんには、いっぱい、こびをうっておけ、っていわれてます！」

			「え？　奥さん？　こび？　ふえ？」

			「ええと……アホでぱつきんなママは……たまきママ！」

			「わふっ？」

			　おいミア、てめえ今度会ったら覚えてろ。

			「そっちのおっぱいがでっかいママは、アリスママ！　みみがながいのが、ルシアママ！」

			　合ってるけど。いや合ってるしそういう記号って覚えやすいだろうけど！

			　ミア……きみやっぱり、次に会ったらお仕置きだわ……。

		

	
		
			第２２８話　カヤ２

			　

			　アリス、たまき、ルシアの３人にカヤのことを説明した。

			　説明した、といっても、ぼくだってわからないことだらけなのだけれど……。

			「ねえねえ！　カヤちゃんはどこから来たの？」

			　たまきが腰をかがめ、カヤと目線を合わせて訊ねる。

			「とおいところ！」

			「どうしてわたしたち、地球に来ちゃったのかな」

			「いまならいけるから、いそいでもぐりこめって！　それでね、パパたちのおやくに、たちなさいって！」

			「ちょ、ちょっと待って、カヤちゃん」

			　志木さんが慌てて口を挟む。

			「潜り込む、って、向こう側の世界からこちら側の世界への転移に潜り込んだということよね」

			「えと、そう……かな？」

			「わたしたちが楔(くさび)のちからで地球への転移門を開いてしまったとき、その転移を利用することで、あなたはわたしたちに会うことができた……そういうことなの」

			　カヤは、きょとんとして首をかしげた。志木さんの説明が難しかった、ということだろうか。

			　われらがリーダーはため息をつき、質問を変えた。

			「あなたがいた場所で、あなたはこれまでなにをしていたの」

			「このひのために、べんきょうと、くんれんを、してました！」

			　この日って……ミアはぼくたちが地球に帰還することまでわかっていたのか？

			　それとも、単純に戦力が必要と感じて、カヤを育成していたのだろうか。

			　いちおうそのあたりもカヤに聞いてみたものの、本人もはっきりとはわかっていなかった。

			　いつか自分の存在が、ぼくたちにとって必要となる日が来ることだけは知っていたとのこと。

			　ずっとずっとその日を、ぼくたちに会える日を楽しみにしていたのだという。

			「だから、パパ！」

			　と抱きついてきたので抱きしめてやると、とても嬉しそうに鼻を鳴らした。

			　ぷにぷにの頬をぼくの顎のあたりに擦りつけてくる。すごくかわいらしくて、愛おしい。

			「ねえねえカヤちゃん、次はわたし、わたし」

			「あ、ずるい、たまきちゃん。わたしもカヤちゃんをぎゅっとしたいです」

			「はい！　アリスママ、たまきママ！　ぎゅーっ」

			　彼女はアリスとたまきに大人気だった。

			　うーん、どうやら少なくとも嫌われるってことはなさそうだ。いちおう立場的には、ぼくが連れてきた先妻の子、みたいなものだから心配だったんだけど……。

			「確認させてください。ここは地球、カズたちの世界ということでよろしいのですね」

			　ルシアがいった。ああ、そうか……彼女にとっては、ここはまったく未知の土地だよな。

			　昨日の夕方、ここに似た空間に閉じ込められたから、あまり驚いてはいないようだけど……。

			「うん。ここは本物のぼくたちの世界だ。昨日のまがいものなんかじゃない、本物の渋谷だ」

			「あまりにも人が多いので、たいへんに驚きました。鉄の馬車などもありましたが……あれが車というものなのですね」

			　彼女と常識をすりあわせるには、だいぶ時間がかかるだろう。

			　なお、いまルシアがどこにいるのか知るため周囲の光景を訊ねたところ、「飛んでいるカズたちを見つけましたので、すぐに向かいます」との返事を得られた。

			「あ、わたしとアリスはもういっしょよ。さっきカズさんたちも見かけたから、すぐ行くね！」

			　たまきはカヤに頬ずりしながら、そういった。

			　カヤはじっとされるがままで、スキンシップそのものは喜んでる。

			「ママがいっぱいふえて、うれしいです！」

			　ああ、なんていい子なんざましょ。どうしてミアなんかからこんな子が生まれたのだ……。

			　で、なんでこんないい子にエロゲを買いにいかせてるんですかねえ。

			　いや待って、それ以前に彼女、日本円とか持っているの？

			「おかね？　パパにおねだりしなさい、ってママいってた！」

			　やっぱあいつ、次に会ったらお仕置きだわ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　全員で、カヤのＰＣの画面を覗く。

			　彼女のスキルは申告の通り風魔法ランク９、射撃ランク９であった。

			　派生スキルは風射術２で、アビリティは強化射技ランク２と自在弾ランク２である。

			　強化射技は武器系共通の順当進化アビリティだ。

			　自在弾はさっきもいった、発射した矢や弾丸を自由に曲げるアビリティである。ランク１で45度まで曲がり、ランク２で90度まで、ランク３ともなると１８０度曲げて戻ってこさせることすら可能となる。

			　といっても、しっかり狙いをつける必要はやはりあるわけで、乱戦のなかでスケルトンの頭部にヒットさせるために相手を拘(こう)束(そく)したのには、相応の理由があるということだ。

			　あの拘(こう)束(そく)魔法も、射撃と相性がいいよなあ。武器がパチンコなのが、いまひとつ戦力的にキツそうだけど……。

			「カヤ、きみのあの武器ってなんなんだ」

			「これ？」

			　カヤは手をさっと振る。Ｙ字型のパチンコが、唐突に出現した。

			「これはねー、ママがつくってくれた、とっておき！」

			「あー、ひょっとして魔法がかかっているのか」

			「もちのろん！」

			　なんでそんな古い口調知ってるんですかねえ……。

			「なんて名前の武器なんだ」

			「パチンコ！」

			　そのまんまですねミアさん！

			「弾丸はどうしてるんだ」

			「そこらの、いし、です」

			「ただの石ころがあんな風に爆発するのか……」

			「ビームも、だせます」

			　ちょっと尋常じゃないパチンコですね……。

			「ところで、カヤちゃん。この特殊能力は、いったいなんなのかしら」

			　志木さんの言葉に、みんなが「え？」と画面を見る。

			　いつの間にか志木さんがマウスカーソルを握って、ほかのウィンドウの下になっていた特殊能力ウィンドウを表に出していた。

			　でもそこには、意味不明な文字列が記載されているのみで……なんだこれ、読めないぞ。

			「わたしだけの、ちから！」

			「どんなちからなのかしら」

			「まおーを、たおします！」

			　ぼくたちは顔を見合わせた。

		

	
		
			[image: p_111.jpg]
		

	
		
			　

			◆　◆　◆

			　

			　カヤから詳しく話を聞いた。

			　彼女の話はいっこうに要領を得なかったものの、まとめるとこういうことになる。

			　

			・カヤという人間は、ぼくとミアの子供であり、あの不思議な建物にいた魔王と同じ種族が離反した魔王を己の手で始末するための生体兵器でもある。

			・彼女は魔王の本体に接触することで、時空を超えて魔王の存在を侵食することが可能である。

			・おそらく、彼女以外のなにものにも魔王を始末することはできないだろう。

			　

			「なるほど……ミアのやつめ、ぼくの子供になんてことを」

			「おやくだち、です！」

			「カヤ、きみはいいのか？　って、やけに嬉しそうだな」

			　愛しいわが子は、照れくさそうに笑う。

			「パパとあえて、いっしょにいられるの、ずっとたのしみだった！」

			「いい子すぎて、どうしてミアちゃんがこんな風に教育できたのかちっともわからないわ」

			　志木さん、辛辣すぎる。でも、うん、さっきぼくもそう思ったよ……。

			「いちおう聞かせてくれ、カヤ。きみが魔王を倒すときって、その……きみの身に危険が及んだりはしないのか」

			「パパにまもってもらえ、ってママいってた！」

			「ああ、それは……うん、絶対に守るよ」

			「わーい！」

			　さて、とはいえ魔王、ねえ。この地球に来ているっぽいことはこれまでの情報から推測できるけども、いったいどこにいるやら。

			「そういえば、結城先輩たちはこっちに来ていないのかな」

			「おじちゃんは、きてない！」

			「あ、そうか、きみから見ると結城先輩はおじさんか……」

			　あの忍者、へこむだろうか、それともご褒(ほう)美(び)ですと喜ぶだろうか。

			　限りなく喜びそうである。なぜだか全然わからないけど、カヤを彼に近づけたくない。

			「そうなると、本気でぼくたち６人は孤(こ)立(りつ)無(む)援(えん)だな。そのつもりで作戦を立てよう。まずは全員集合すること、暴れているスケルトンたちを退治すること、それから情報を集めること……」

			「それなんだけど」

			　志木さんが、すっと挙手した。

			「ひとつ、提案があるわ。ここから近くて、簡単に情報が集まりそうな場所があるのよ」

			「それって、どこ？」

			「わたしの実家、駒場東大前の駅のすぐ近くにあるのよね」

			　わあ、渋谷から井の頭線でふた駅じゃありませんか。

			「もしかして、志木さんってセレブなレディでいらっしゃいますか」

			「なによその口調」

			　ジロリと睨(にら)まれた。

			「そうだけど」

			「否定はしないのかよ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さらにいくつか確認した。まずここから向こう側の世界に戻れるのか、という問題について。

			「わかんない！」

			　カヤは無邪気にそう宣言した。

			「でも、きっとなんとかなるだろーって！」

			「う、うーん、ミアがそういうなら、なんとかなるのかな……」

			　そもそも、向こうに戻りたいのかどうかという話もある。

			　魔王さえ倒せば、こちらの世界は安全で、ぼくたちはもう戦わなくてもよくて……あ、でも。

			「ぼくは戻りたいな。ぼくは向こう側の世界で生きていきたい」

			　アリスとたまきとルシアは揃ってうなずいた。

			　そう、ぼくたちには、もうあまりこちらの世界に未練がない。

			　ぼくの家族も……正直、あんまり強い繋がりとかなかったからなあ。

			「あー、でも。志木さんは、こっちに家族がいるんだろ。このまま地球に残っても……」

			　志木さんは「冗談！」と鼻で笑う。

			「わたしには、面倒を見なきゃいけない子たちが30人もいるんだから！　あの子たちのためにも、向こうに戻らないと！」

			　まあ、このひとならそういうか。仕方ない。

			　レベルアップした志木さんのスキルポイントは温存だ。

			　

			志木：レベル15　偵(てい)察(さつ)６／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント３

		

	
		
			第２２９話　魔王の影

			　

			　もとの場所に戻ったあと、カヤは残るスケルトンのもとへ駆けつけ、素早く仕留めてみせる。

			　これで、このあたりにいるモンスターは掃(そう)討(とう)した……かな。

			　人々が上空に浮いているぼくたちを見上げて、なにやら指さしている。

			　怯(おび)えている者も多い。モンスターにしか見えない使い魔を連れているから、無理もない。

			「当座の危険も去ったし、使い魔を消したらどうかしら」

			　志木さんの意見に従い、ナハンを小型化させ、残りの使い魔を消した。右手に抱えられる程度のおおきさになったナハンは、きっとぬいぐるみのように見えるだろう。

			「おーい、カズさーん！」

			「やっとおいつけました！」

			「お待たせしました」

			　そんなタイミングで、アリス、たまき、ルシアの３人が空を駆けてきた。

			　彼女たちにはフライがかかっておらず、ウィンド・ウォークだけである。そのため移動にも少し時間を要したようだ。

			　で、たまきの横では、黒豹のようなモンスターがいっしょになって駆けている。

			　クァールだ。おまえ……なんで当然のような顔してついてきてるんだよ……まあ、いいけど。

			「きみも無事だったか」

			『う、うむ。おそらく、わが主も無事であろうが……ここはなんとも、眩暈(めまい)を覚える世界だな』

			「あれ、きみってアルガーラフとリンクしていたんじゃないのか」

			　クァールは少しためらうように目を伏せた。いやバレバレだって。

			「リンクが切れたのか？　まあ、いいたくないならいいよ」

			『気遣いに感謝する』

			「共同戦線は継続、でいいのかな」

			『是非もなし。あれを見てしまった以上、主もそうおっしゃるはずだ』

			「あれって？」

			　ぼくはクァールの視線の先、東のほうを見る。そこには巨大なビルが立ちふさがっていて、行く手が見通せなかった。ま、このあたりはでかいビルだらけだからなあ。

			　仕方がない、と敵に見つかる危険を冒して高度をあげる。志木さんたちもついてきた。

			　そして、ビル群が視界を妨げることのなくなった高度にて。

			　ぼくたちは東京湾の上空に浮かぶそれを見る。

			「な……っ、なんだ、あれっ」

			　全長数キロはあるだろう巨大な黒い球体だった。太陽の光を浴びて、時折銀色に輝いている。

			　そのあきらかな人工物は、海上数百メートルの地点にぷっかりと浮かんでいた。

			　明らかに人類のテクノロジーを超越した、異様な物体。それどころか、この地球上の物質ですらないと思える、圧倒的な違和感。

			「まおう！」

			　カヤが、元気よく告げた。皆が「え？」と彼女の方を見る。

			　ぼくの娘は、嬉しそうな顔をして胸を張る。

			「あれが、まおう、です！」

			『あそこにおわすのが、魔王さまである。この人間の言葉は真実だ』

			　クァールがダメ押しとばかりに補足を入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから。ぼくたちは渋谷の町で暴れていた、残り11体のスケルトンを掃(そう)討(とう)した。

			　その過程でぼく、アリス、たまき、志木さんがレベルアップした。

			　ぼくは強化召喚を６に上げ、使い魔強化を６、使い魔維持魔力減少を３に上昇させた。

			　アリスは聖槍術が２になり、強化槍技と槍楯技がともに２となった。

			　たまきも同様、重剣術が２となり、強化剣技と破竜斬を共に２とする。

			　志木さんのスキルポイントは、偵(てい)察(さつ)スキルを上げるために温存である。

			　もう彼女にはなんの戦闘力も期待していないので、問題はない。

			　

			和久：レベル60　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント５[image: yaji.png]０

			強化召喚５[image: yaji.png]６（使い魔強化５[image: yaji.png]６、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少２[image: yaji.png]３）

			　

			　アリス：レベル50　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント５[image: yaji.png]０

			聖槍術１[image: yaji.png]２（強化槍技１[image: yaji.png]２、槍楯技１[image: yaji.png]２）

			　

			　たまき：レベル50　剣術９／肉体９　スキルポイント５[image: yaji.png]０

			重剣術１[image: yaji.png]２（強化剣技１[image: yaji.png]２、破竜斬１[image: yaji.png]２）

			　

			志木：レベル16　偵(てい)察(さつ)６／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント５

			　

			　白い部屋にいったときに、相談をした。

			　あの魔王は、どうしてあそこにいるのか。なにをしているのか。

			　カヤは「わかんない！」と無邪気に告げた。

			「やっぱり、わたしたちが消えたあとの地球側の状況を調べる必要があるわ」

			　そうなると、早急に、志木さんの実家に行くべきか。

			「ねえねえ、ところでさ、カズさん。警察にいくってのはダメなの」

			「状況が状況だけに拘(こう)束(そく)は免(まぬが)れないだろうし、そうなると数日から数十日は取り調べられるぞ。これまでのことを考えても、そんなに時間を取られるわけにはいかないだろう」

			「あ、そっか……面倒だね、警察って」

			　いや、どっちかっていうとおかしいのはぼくたちなんだけどね。

			　行方不明になって、モンスターとおぼしきものを連れて現れて、魔法を使って、スケルトンたちを蹴(け)散(ち)らして。いやはやまったく、どうしてこんなことになったんだか……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばしののち。ぼくたちは、志木さんの家の前までやってきていた。

			　姿を消して飛行してきたから、突如として現れて渋谷で暴れたぼくたちがいまここにいることは誰も知らないはずだ。

			　志木さんの家は、古い家が立ち並ぶ界隈の一角にあった。井の頭線の駒場東大前駅を降りて、徒歩５分ほどの好立地である。塀で囲まれた敷地のなかには、そこそこ広い庭があった。

			「ほんとにセレブだな……」

			「な、なによ、いまさら。そんなこといったら、ルシアさんなんて王女さまでしょう」

			「ときに志木さん、緊張している？」

			「そりゃ、もちろんよ」

			　全員のインヴィジを解除したあと、ぼくたちは門前に並んでいる。面倒がないようにすべての使い魔はいちど送(そう)還(かん)してしまった。

			　で、いま。志木さんは、門のインターホンの前で硬直している。

			「志木さんでも緊張するんだね」

			「するにきまってるでしょう。ああっ、もうっ」

			　志木さんは髪をぐしゃぐしゃとかき乱したあと、いらだちの勢いをかって、インターホンを鳴らした。家のなかからバタバタという音がして、インターホンから女性の声が聞こえてくる。

			「わたしよ。縁子。帰ってきたわ」

			「……え？　ちょっと、まあっ、本当！」

			　バタバタという音はどたどたになって、しばしののち。

			　門が開き、少し小じわの目立つ中年の女性が飛び出てきた。花柄のエプロンをした、少し恰幅のいい、40代後半くらいのおばちゃんは、志木さんを見て、即座にがばりと抱きつく。

			「よかったわ。学校で事故があったって聞いて、ずっと不安で……。でもあなたが無事で、本当によかった」

			「母さん……」

			　志木さんは、抱きしめられたまま、しばし慌てた。

			　仕方なくため息をつき、彼女もまた母親の背中に腕をまわす。

			「ただいま」

			　ちいさく、そう呟(つぶや)いた。実感がわいたのか。志木さんの腕に俄然、ちからがこもる。

			「そっか、わたし……帰ってこられたんだ」

			　われらがリーダーとしていつも毅然としていた少女の双(そう)眸(ぼう)から、大粒の涙がこぼれおちた。

			　頬を伝い、お母さんの肩を濡らす。

			「帰って……きたんだあ……」

			　胸のうちにこもっていた思いは、よほどであったのか。

			　いちど涙が流れると、止まらなかった。少女の嗚咽が漏れる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ほどなくして、ぼくたちは家のなかに案内された。

			　玄関で靴を脱ぐときルシアがいささか怪訝な表情をしていたものの、木板の床を踏み素足で歩くうち、なるほどこういう文化かと納得してくれた。

			　ぼくたちは居間の和室に案内され、そこにいた志木さんの祖母と祖父を驚かせることになる。

			　仕事に出ているという父に連絡を入れるべく、ハゲ頭の祖父が旧式の携帯電話を手にアワアワしていた。ダイヤルのしかたがよくわからないらしい。

			　祖母とお母さんは、お茶を淹れにいってしまった。

			「ええと……落ち着かないでしょうけど、座ってちょうだい」

			　20畳ほどはあろうかという、広い部屋だった。畳の上に高級そうな黒テーブルがあって、そこにお菓子が並べられている。テレビがついていて、ニュースの映像を映していた。

			　ぼくの使い魔が映ってる。しかもモンスターを倒すカヤの姿が、はっきりと映っちゃってる。

			　ついでにカメラがバンして……うわあ、いまぼくと志木さんがちらりと見えたぞ。

			「テレビだ！」

			「ああ、カヤは文明の利器とか……いや、どうなんだ？」

			「だいたい知ってる！」

			　本当にカヤの育った環境はよくわからない……けど、いまはそれどころじゃない。

			　テレビのテロップの日付を見て、いまはぼくたちが異世界に転移してから６日目であることを確認できた。向こう側の世界とこちら側で時差のようなものは存在しないということだ。

			「それじゃ、とりあえず……」

			　志木さんの祖母とお母さんがお茶を持ってきてくれたのを機会に、志木さんが口をひらく。

			「ごめんなさい、お母さん、お爺ちゃん、お婆ちゃん。時間がないの。わたしたちがいなくなってからのこと、まずは簡単に説明してもらえる？」

		

	
		
			第２３０話　地球での６日間

			　

			　志木さんのおじいさんが、落ち着いた口調で語り出す。ちょっと長い話だったが、かいつまんで説明すると……。

			　ぼくたちの山が異世界に消えた、その日。

			　山があった場所の上空に、あの巨大な黒い球体が出現した。黒い球体は呼びかけにも応じず、風に流されるようにゆっくりと南下、しかるのち太平洋側に移動した。

			　２日目の朝には、いまの位置、東京湾の上空で静止したという。

			　政府やマスコミなどがヘリで黒い球体に近づこうとしたものの、いくら黒い球体を目指して飛んでも一定の距離以上は近づけなかったとか。

			　なんらかの方法で認識を阻害されているとか、距離の概(がい)念(ねん)がねじ曲がっているとか、テレビで専門家がいっていたとのことだ。

			　ドローンを接近させてみたところ、不思議なことに機械もこの認識阻害なり経路阻害にひっかかり、近づくことができなかった。

			　つまりこれは純粋に心理的なものではないとのことで……まあ、魔法、ってことなんだろう。

			　だってあれこそは。あの黒い球体こそは。

			　魔王、なのだから。

			「あれがなんなのか、政府はさっぱり説明してくれない」

			　志木さんのおじいさんが、ため息をつく。

			　ぼくたちは顔を見合わせる。このひとたちに、あれがなんなのか説明するべきだろうか。

			　志木さんは、ちいさく首を振る。説明する必要はない、ということなのか。それとも説明して不安を煽る必要はない、という意味なのか。

			「パパー」

			　あぐらをかくぼくの膝の上に座っていたカヤが、長い話に退屈したのかぼくを見上げる。

			　天使の笑顔を浮かべていた。ぼくは思わず、相好を崩してしまう。

			「どうした、カヤ」

			「まおー」

			「あー、うん、いまちょっと難しい話をしているから、ええと、志木さん」

			　志木さんはすぐにぼくの意を汲(く)み、カヤに「あっちのお庭で遊んでみる？」と訊ねた。

			　カヤは「んーん」首を横に振る。テレビを指差す。

			　テレビの画面には、ちょうど東京湾に浮かぶ黒い巨大な球体が映っていた。

			　さきほど渋谷を襲(しゆう)撃(げき)したスケルトンがあの巨大球体と関連づけられてニュースとなっているのも……まあ、当然の帰結なのだろう。

			「まおー、たおしに、いこう！」

			「いや、うん、その前にいろいろと……ねえ。ええと、アリス、たまき」

			「はい、カズさん！　カヤちゃん、ちょっとあっちいこう？」

			　アリスとたまきが、慌ててカヤの手を引き、隣の部屋に向かう。志木さんによると、そっちはお仏壇があって、ついでに子供のおもちゃなども置いてあるとのこと。

			　近所の子供たちに遊ばせるためのものだそうだ。この家、そういう集会場みたいな機能もあるのかなあ。古い地域の集まりみたいな。

			「あの子やそこの外国の人のことは、きかない方がいい……のだろうね」

			　志木さんのおじいさんが、やさしい声でいった。

			　志木さんが苦笑いして「そうしてちょうだい」と答える。

			　そりゃ怪しむか。カヤの髪の毛って、地球人ではありえないほど鮮やかな青だもんなあ。

			「簡単に説明すると、わたしたちは別の世界にいって、ついさっき帰ってきたのよ。そうしたら、いっしょにスケルトンたちもこっちに来ちゃったみたいで……まあ、いろいろあったの」

			　超ドストレートの剛速球を投げる志木さん。

			　それに対しておじいさんは、「はあ」と肩のちからを抜く。

			「別の世界、ねえ」

			「おじいちゃんは、わたしがでまかせをいっていると思う？」

			　老人は「信じるとも」とうなずく。

			「縁子がそういうんだ、そうなんだろうさ」

			　そういう彼は、やさしい目をしていた。志木さんを見て、微(ほほ)笑(え)んでいる。

			　ああ……なんだかこの家における志木縁子という存在の強さ、みたいなものを理解できてしまったかもしれない。

			「ありがとう、おじいちゃん。それで、ええと……あの黒い球体以外には、特に変わったこともなかったのかしら」

			「そうだねえ、特には……ああ、そういえば」

			　おじいさんはぽん、と手を叩いた。

			「あれあれ、ほら、あれがあったよ。ええと……」

			「おじいちゃん、あれ、じゃわからないでしょう」

			　おばあさんがけらけら笑って、手を振る。

			　仲がいい老夫婦だなあ。志木さんはこんなにも素敵な家族のもとで育ったのか。

			「そうそう、くらげ！　くらげがな、世界中、あちこちの都市を襲ってな！　ニューヨークとか、もうたいへんでな！」

			「くらげって……まさか、空飛ぶ巨大なくらげ？」

			「おお、それだ、それだ」

			　ぼくたちは、また顔を見合わせる。フライング・ゼリーフィッシュか。

			　ルシアが「にゅーよーく、とは？」と首をかしげたので、地球の裏側の街だと教えておいた。

			「襲った、ということは攻撃してきたってことなのね」

			「おお、唐突に現れて、どかーんと爆弾をな、こう、あちこちにな。ひこーきがやっつけに出ても、ミサイルも鉄砲も、ちっともきかんかったそうでな」

			　恐れていた通り、やはりあの巨大くらげは物理完全無効化能力持ちか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　お茶を飲みながら、話を聞いた。

			　各国政府はフライング・ゼリーフィッシュに対処すべく軍を動かしたが、ことごとく敗れ去ったとのことである。

			　核兵器を落としても、やっぱり無傷だったようだ。

			　フライング・ゼリーフィッシュは、ゆうゆうと都市部にミサイルを連打し、逃げ惑う人々を虐(ぎやく)殺(さつ)したという。狙われた都市は、ことごとく焼土と化した。

			　もっともフライング・ゼリーフィッシュは別に文明破壊や人類絶滅といった大目標で動いていたわけではなかったようである。一昨日(おととい)あたり、ふいっと消えてしまったとのこと。

			　その間も、東京湾に浮かぶ黒い球体は依然としてそこに浮かび続けていて……。

			　やはり、あの球体がフライング・ゼリーフィッシュとなにか関係があるのではないか、と考える者は多かったそうだ。

			　とはいえ接近することもできず、ミサイルなどの誘導装置すら無効、ロケット弾頭すらも空間の歪(ゆが)みにより無効化されてしまっては手の打ちようがない。

			　いっそ東京湾に核を落とすかという過激な意見もあったそうだけれど……そもそも「フライング・ゼリーフィッシュには核兵器がきかなかったのに、そのボスとおぼしきあの黒い球体にきくはずもない」という反論には説得力がありすぎた。

			「つまり、おとなしくしていれば向こうも手を出さないんじゃないか、って考えたわけね」

			　志木さんがせんべいをぼりぼりかじりながら、おじいさんの言葉をひとことでまとめてみせた。

			　ちなみにルシアは、おばあさんが持ってきた水羊羹を夢中になっておかわりしている。

			　ダメだこの王女さま……もう完全に食欲しか頭にないぞ。

			　おばあちゃんが笑って、いろいろお菓子を持ってきている。ダンゴとか金平糖とか、なつかしいお菓子ばかりだなあ。

			「貰いもののお菓子が余っちゃって、困っているのよ。遠慮なくどうぞ」

			　ルシアはまったく遠慮なく、そしてぼくたちの話も耳に入らない様子で、「はいっ」と答えるや否やお菓子の山を切り崩しにかかる。

			「あの、ひとつ質問いいですか。あんなものが東京湾にあっても、東京のひとたちは普通にしていたように見えますけど」

			「そりゃあ、電車が動いていれば会社に出るし、いまは学校が休みというわけでもないしね」

			　ああうん、そうですね。電車が動いていたら出社しないとダメだもんね、サラリーマン……。

			　ぼくたちが現れるまで、渋谷の街が以前と変わらぬ様子だったっぽいのも、そういう日本人の、よくも悪くも危機感のなさの表れってやつか……。

			　それが結果的に、スケルトンによる虐(ぎやく)殺(さつ)を招いた。

			「でもさすがに、あんな化け物が渋谷に現れたから、明日は休みになるかもしれないねえ」

			「あ、そりゃそうですよね」

			「きみたちが退治してくれたんだろう。ありがとう」

			　あっさりとバレテーラ。いやまあ、さっき志木さんが「スケルトンもいっしょに戻ってきちゃった」っていっちゃってるし、少し考えればわかることか。

			　カヤの姿もテレビに映っていたし。正直、これから外を出歩くなら、カヤの青い髪は幻術やらカツラやらでなんとかしなきゃいけないだろうなあ。

			「あのかわった髪の子は、その……向こうの世界の」

			「えーと、それがホント説明難しい感じなんですけど、カヤはぼくの子供、らしいです。向こうの世界の住人は、そこでお菓子を食ってるルシアです」

			　おじいさんは目を丸くしていた。ルシアが「ほへ？」とせんべいの欠片を頬につけたまま首をかしげる。たしかに髪は綺麗な銀色で、目は赤くて、耳が尖っているんだけど……ねえ。
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			「あっちの部屋で蒼(あお)い髪の子と遊んでいるふたりのどっちかが、あの子の母親なのかね」

			「えーと、母親だと思わしきヤツは、いろいろあって、いまいっしょにいません。あ、でもふたりともぼくの恋人です。そこのルシアも」

			「カズくん。そのへんまで説明するとややこしいと思うわ。ええと、おじいちゃん、あまりそのあたりを気にしないでくれるとありがたいんだけど」

			　おじいちゃんは苦笑いして頭を掻いた。

			「若いってのはいいねえ」

			「そういう納得のされかたをするのも、ちょっと、うーん」

			「で、縁子もきみの恋人なのかね」

			「違います」

			　と。犬の遠吠えが聞こえてきた。いや、犬の遠吠えのフリをしたあれは……。

			　門の外で、魔法で隠れてもらっていたクァールの鳴き声だ。合図である。

			　ぼくは志木さんと視線を合わせ、ちいさくうなずきあう。

			「おじいちゃん、おばあちゃん。さっき、どこに電話していたの」

			　志木さんは、鋭く訊ねた。

		

	
		
			第２３１話　魔法使い

			　

			　志木さんの家に赴(おもむ)く場合のリスクとリターンについては、あらかじめ検討してあった。

			　志木さんの家族によって、警察に通報されるかもしれない。

			　ぼくたちのグループには、ルシアにカヤといった怪しい者がいっぱいいる。

			　ぶっそうな剣とか槍(やり)は、近くの公園の草むらに隠しておいたけれども。

			　対策として、クァールを志木さんの屋敷の外に待機させることにした。

			　公権力との接触は、現状、リスクしかない。だから。

			「カズくん。いってちょうだい」

			　志木さんが、座ったまま厳しい声で告げる。

			　こうなった以上、呑(のん)気(き)に情報収集している場合ではないということだ。

			「やるべきことをやって」

			「わかった。あとのことは頼む。ルシア、いこう」

			「ま、待ってくれ」

			　ルシアと共に立ち上がると、志木さんのおじいさんが慌てて声をかけてきた。

			「電話の相手は、警察じゃないんだ。そりゃ、黙っていたことは謝るが……先方からお願いされていてね」

			「相手から？　ちょっと、おじいちゃん、それってどういう……」

			　玄関のチャイムが鳴った。志木さんのおばあちゃんが、「はいはい、いまいきますよー」とぱたぱた駆けていく。

			　あ、うーん、たしかに彼女の雰囲気、警察って感じじゃない……よなあ。

			　玄関のドアが開いて、しわがれた老人のような声がした。

			　誰かが家にあがってくる。足音が……あれ、しない？

			「ものすごい達人です。気をつけてください、カズ」

			　ルシアが小声でいった。かなり緊張した面持ちだ。

			　ほっぺたに生クリームがべっとりとくっついていなければ、もっと緊張感もあっただろう。

			「達人？　え？」

			「とりあえず、相手の顔くらい見てみましょうか」

			　志木さんがいった。異存はない。どのみち、ぼくたちが本気を出せば、オリンピックの柔道や剣道チャンピオンが相手でも切り抜けられるはずである。

			　はたして居間に入ってきたのは、背広を着た老人だった。

			　背(せ)丈(たけ)はぼくより頭ひとつ低いものの、背筋をぴんと伸ばし、両腕を後ろにまわしている。

			　頭の毛はすべて剃られているものの、あごひげは豊かに蓄えられている。

			　精(せい)悍(かん)な顔立ちで、額に深い傷跡がある。目が、少し赤みがかっていて、それがぎょろりとぼくたちを睨(にら)む。

			　老人は、そのあとすぐ、ぼくたちの背中に視線を向けた。

			　振り向けば、アリスとたまき、それからカヤが部屋に戻ってくるところで……。

			　アリスとたまきは、少し緊張していた。老人を警戒しているようだ。

			　そしてカヤは、老人にビシっと指を突きつけた。

			「にんじゃ！」

			「ちがうぞ、そりゃちがうぞ」

			　老人が口をひらき、愉快そうに笑う。

			「そりゃあ、わたしの弟子が自称しているだけだ」

			「じゃあ、にんじゃますたー！」

			「ふうむ、それはいい名だねえ」

			　なんか、笑うといっきに好(こう)々(こう)爺(や)って感じになるひとだな……。

			　というか実はわりと愉快なひとなのか……？

			　え、っていうか、ちょっと待って、この会話から察するに……。

			「あの……忍者、って、いま、いいました？」

			　偶然、なんだろうか。

			　そんな偶然があるものか。じゃあ、でも、いったいどうして、なにがどうなって……。

			　頭が混乱して、困惑しきりだ。隣の志木さんが、ばん、とテーブルを叩いて立ち上がる。

			「ねえ、ちょっと、おじいちゃん、おばあちゃん、これっていったいどういうことよ！」

			　強い口調で、老人とカヤのやりとりに呆れている家主のふたりに訊ねる。

			「どうしてここに、啓子さんのお師匠さんがいるの？　ふたりはこのひとの知り合いなの？　なんでこのひと、まるでわたしたちがここに来ることをわかっていたかのように振舞うの！」

			　それは、まるで悲鳴のようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　老人は呑(のん)気(き)そうに笑い、「まあ、座っていてください」といって自分もテーブルの反対側に腰を下ろした。

			　座布団の上で正座し、ピンと背を伸ばしていても志木さんより背が低い。

			　ニンジャマスター、けっこう小柄なんだな……。

			　志木さんのおばあちゃんが持ってきたお茶を、ずず、とすする。

			　ほああ、と顔を輝かせた。よほどおいしかったらしい。

			　なんだこのひと……事前の印象となにもかもが違うぞ。本当に啓子さんの師匠なのか？　めちゃくちゃ日本語が達者だけど、中国人、なのか？

			　啓子さんの話が確かなら中国人で「合気道」の達人なんだよな。

			　志木さんのおじいさんとおばあさんが「それじゃ、あとはよろしくお願いしますよ」と去ったあと、老人はおもむろに口をひらく。

			「啓子は元気ですか」

			　やっぱりこのひとが、啓子さんのいっていたお師匠さんでいいのか……。

			　どうしよう、このひとを相手に、どんな話題を振ればいいのか。

			　カヤが、「パパー」とやってきて、ちゃっかりとぼくの膝もとにすべりこんだ。アリスとたまきは、ぼくの後ろでじっと老人の様子をうかがっている。

			　とりあえずジャブを、となにか口にしようとしたぼくを目線で制して、志木さんが話し出す。

			「元気も元気、結城先輩とふたりでモンスターをなぎ倒していますよ。戦闘系のスキルはとっていないのに」

			「そうですか、そうですか。すきる、とかはよくわかりませんが、よかったよかった。鍛えた甲斐があったというものです」

			　彼女の意図は明白で、モンスターとスキルについて老人が知っているのか、そのあたりを確かめたのだ。

			「もう単刀直入に聞きますけど、おじいさん、あなたはわたしたちの敵ですか、味方ですか」

			「味方ですよ」

			　志木さんのストレートな問いに対して、老人はあっさりとそう答えた。

			　ひとなつっこい笑顔を見せる。

			　ぼくたちは、ほっと全身のちからを抜いた。

			「だからこそ、ここに来たのです。あなたがたが数日中にここを訪れることはわかっていましたからね。ああ、縁子さんとやら、あなたのご家族のことを疑う必要はありません」

			　口ではなんとでもいえるんだけど、でも老人の言葉には不思議な説得力があった。そのまま信じてもいいんじゃないかなーと思える。

			　でも志木さんは、まだ不満げな様子であった。

			「なんで、わたしたちが来るってわかったんですか」

			「預言ですよ。巫女にきました。そうそう、わたしのことはワンと呼んでください」

			　ワン、王(ワン)か。中国人の名前としては、たぶんありふれたもののひとつだろう。

			　これ……偽名、っぽいよなあ。

			　別にいいか。彼の本名が重要だとは思えない。

			　いやそれよりも、預言とか巫女ってなんだよ……ぼくたちの世界に関する常識がぼろぼろと崩れていくぞ。

			「ではワンさん、わたしたちになにがあったのか、いまこの世界になにが起きているのか、どれだけご存じですか」

			「どれだけ、といわれてもひとくちには難しいですなあ。かいつまんで話すとすれば、いまこの世界は侵略を受けています。その元凶は東京湾に浮かぶあの黒い球体であること……」

			　世界が侵略を受けている、ってのは重要な認識だ。つまり彼は、異世界、というものについてきっちりその存在を把握しているということなのだから。

			「ワールドイーターとなったあの存在は、じきにこの世界を食らいつくすだろう、ということくらいですかな」

			　あ、また新しい単語が出てきた。

			　ワールドイーター。文字通り、世界を食らうもの……でいいのだろうか。

			「あれは、わたしたちがさっきまでいた世界から来た存在だと思います。あちらの世界についてはもう関心がないようでした。どうしてこちらの世界を食べる必要があるのですか」

			「そりゃ、こっちには楔(くさび)がありませんからね」

			　楔(くさび)。ああ、ここでそれが出てくるのか。っていうか、じゃあ楔(くさび)っていったい……なんなんだ。

			　不意にぼくは気づく。ぼくたちみんな、盛大な思い違いをしていたんじゃないだろうか。あちらの世界の神話を、まるまる真実だと思いこんでしまっていたんじゃないだろうか。

			「楔(くさび)とは、なんなのですか」

			　ぼくと同時にそこに思い至ったのだろう、志木さんが訊ねる。老人はにやりとした。

			「文字通り、繋ぎとめるものですよ。虚ろの海にたゆたう世界を繋ぎとめる拘(こう)束(そく)具、それが楔(くさび)です。その性質ゆえ膨大なエネルギーを持つが、同時にそれを世界を移動するもの(プレインズ・ウオーカー)たちに利用されることもある。彼らは世界の移動にすさまじくおおきなエネルギーを使うからね」

			　後ろでアリスとたまきが困惑しているのが気配でわかる。ルシアも、ちょっと困ったような顔になっている。

			　カヤはぼくの膝の上に座り、呑(のん)気(き)にバウムクーヘンを食べていた。

			「そもそも、ええと、世界を移動するもの(プレインズ・ウオーカー)ってなんなんですか。あの黒い球体……魔王は、あの種族は、あいつらだけなんですか」

			「それはわかりません。ただ、この世界は過去数度、ああいった存在の来訪を受けています。数百年にいちど、くらいのペースですから、近代になってからは初めてですがね。そのたびに、わたしたちのような存在がその侵攻を撥ね退けてきたのです」

			「じゃあ……」

			「でも今回のやつは、あまりにも特別ですね。いったいどう成長すれば、あんなものができあがるのか。われわれでは手のつけようがありません」

			　ワン老人は、ここで初めて、その口調に困惑の色を乗せた。

			　えー、ちょっとまって、ここでそうなってしまうの。

			　あなたって、ぼくたちに用意されたお助けキャラじゃないんですかね。

		

	
		
			第２３２話　世界を移動するもの(プレインズ・ウオーカー)

			　

			「もとより、わたしたちのできることには限界があります。これまでも、あれの同類を倒すことができず、追い払うのがせいぜいということもあったのです」

			　おっと、いま「わたしたち」ってワンさんがいった。つまり彼はひとりじゃなくて、組織がバックにいるってことだ。

			「今回は、その組織のちからで追い払えそうなんですか」

			「難しいですね。だから、きみたちに相談しにきたのです」

			　わあ、そんなこといわれても。

			「わたしたちでも、ちょっとどうなるかわからない相手ですよ。倒せるものなら、向こう側の世界でそうしてます」

			「でしょうねえ。なんとかならないものか……」

			「まおー、たおす！」

			　志木さんとワン老人の会話に、カヤが割り込んだ。ぼくの膝もとでバウムクーヘンをごっくんと飲み込み、指をぺろぺろ舐めながら元気よく宣言する。

			「そのために、カヤがきた！」

			　ワン老人は「ほう」と目を細めてカヤを見つめた。カヤはピンと背を伸ばし、老人の視線をまっすぐに受け止める。

			「なるほど、なるほど」

			　やがて老人は、皺だらけの顔をさらにくしゃくしゃにして笑った。

			　カヤも、つられてえへらと笑う。なんだか微(ほほ)笑(え)ましい雰囲気だけど……。

			「お嬢ちゃんは、それでいいのかね」

			「カヤは、そのために、うまれてきた！」

			「ならばもう、なにもいいますまい」

			　え、ちょっと待って、なんかそれ不穏な感じなんですけど。

			「カヤ、なにかぼくたちに隠してないか」

			　カヤは「んー？」と小首をかしげる。天然っぽい仕草で、特に嘘をついているようには見えないけど……。

			「カヤ、きみはいったよね。魔王を倒すためにちからを使っても、特に悪いことは起きないって。きみは自爆特攻したりするわけじゃない、ってことでいいんだよね」

			「じばくは、ロマンですよ？」

			「ミアらしい意見だけど、そうじゃなくて！」

			「もんだいは、ないです。カヤはだいじょうぶです」

			　ぼくはちらりとワン老人を見た。好(こう)々(こう)爺(や)といった感じで笑っているだけだ。

			「だいじょうぶ、の意味が違う可能性は……あるのかしらね」

			　志木さんがぽつりといった。あ、そういう可能性も考慮に入れておくべきだった？

			「カヤ、きみの身体は、心は、魔王を倒すためにちからを使ってもなんともないんだね」

			「うん！」

			「そうか。……まあ、ミアが娘をそんなヤバい自爆特攻なんてさせるはずもないか」

			　考えすぎだったか。いやまあ、ならいいんだけども。

			　じゃあ、いまのワンさんとの会話は、どういう意味なんだろう。

			　気になるけど……考えても仕方ないのかな。

			「てっとり早くお聞きしますけど、あなたがたが提供できる支援について教えてください」

			「いまのわたしたちでは、直接的な戦闘における支援は難しいと、そうお考えください」

			「じゃあ間接的な支援というと？」

			「東京湾全体を包む広域結界を展開する用意がありますな」

			　ほう、広域の結界とな。

			「結界といっても、いろいろあります。ご老人、それはどういった類(たぐい)のものですか」

			　ルシアはお菓子をもりもり食べていた手を止めて、ワンさんに訊ねる。

			「境界結界、と呼ばれる類(たぐ)いのものです。外部とのパスを一時的に切断することができます。これにより、世界を渡るものが利用している世界の裂け目からの魔力流入を阻止することが可能となります」

			　境界結界。世界を渡るもの。世界の裂け目からの魔力流入。

			　いろいろ単語が出てきてよくわからないけど、ニュアンスはだいたいわかった気がする。

			　いま魔王は無限の魔力を持っていて……それは楔(くさび)のちからなわけか。で、彼らのつくる結界は、その楔(くさび)との連絡を遮(しや)断(だん)してしまう。

			　無限に魔力があったら、どれだけ厄(やつ)介(かい)か。それは、ほかならぬこのぼくが昨日の夕方、ザガーラズィナーを相手に体現してみせた。

			　魔力さえシャットアウトできるなら、どれほど強大な相手だとしても、多少は勝ち目は……。

			　ある、のかなあ。そのへんはちょっと、よくわからないけど。

			　カヤもいるし、たぶんだいじょうぶだと思いたい……。

			「その結界、いつ発動できますか」

			　志木さんが訊ねた。ワンさんは「すでに人員の展開は完了しておりますよ」と返答。

			　彼らはずっと、ひと知れず行動してきた。自分たちに対処できる相手であれば自分たちだけで闇(やみ)に葬り、そうでなければ対処できる者を探し、あるいは待ち……。

			　そして、いまぼくたちがやってきた。彼らはそれを預言として知っていたから、ワン老人がこうしてやってきた。

			　はたして、彼がグレーター・ニンジャの師匠であったことは偶然なのか、それともそれすら彼らの計画のうちであったのか。

			「わかりました。すみませんが、ちょっと直接の関係がない質問をしていいでしょうか」

			「どうぞ、お嬢さん」

			「わたしたちの学校の地下に細工したのって、あなたがたなんですか」

			「預言があったのです。そうするべきであると。もっとも、その部門の活動についてわたしが知ったのは、つい昨日のことなのですけどね」

			　ぼくと志木さんは顔を見合わせた。

			「それって、じゃあ、楔(くさび)も？」

			「楔(くさび)……ですか。そちらについては、なんとも」

			　詳しく話を聞けば、ワンさんたちがつくったのは高等部のグラウンドの地下にあった空洞だけらしい。中等部の学校の地下迷宮みたいな場所については知らなかったとのことである。

			「ひょっとすると、転移の際に空間の融合が起こったのかもしれませんね」

			　ワンさんは思案の末、そんなことをいいだした。

			　そうだよな、楔(くさび)なんて存在、こちらの世界でつくれるものじゃないはずだ。

			　あれをつくれるとしたら……神話では、楔(くさび)をつくったのは神だって話だけども。

			　まあいいか、いまこれ以上のことを考えても仕方がない。

			「次です。向こう側の世界に戻る方法、ご存じですか。それか、向こう側の世界にいる子たちをこちら側の世界に戻す方法は」

			「あの世界を渡るもの(プレインズ・ウオーカー)を倒すことができれば、あれが居座る裂け目を利用することができるようになるはずです。具体的な利用方法はわかりませんが……」

			「なるほど。いえ、ありがとうございます」

			　志木さんの考えはわかる。向こう側の世界に戻る方法は、たぶんミアかカヤあたりが確保していると判断しているのだろう。

			　そのうえで、ワンさんがどれだけふたつの世界のことを知っているか。

			　ふたつの世界の移動について、この地球がどれだけの知識を持っているか。あるいは、彼らが今後、向こう側の世界に対して悪さを行わないかとか、そういうかけひきもあったのか。

			　さきほど学校の仕掛けについて聞いたのも、同じ理由なのだろう。

			　どちらにせよ、彼女は意地でも向こう側に戻るつもりだ。

			　ここには両親と祖父、祖母がいるというのに。安全な日常があるというのに。

			　志木さんは、この家ではなく、己の部下である30人と少しの少女たちを選んだ。温かい家庭を、肉親たちを、すべてを捨ててあの修羅の世界に戻ろうとしている。

			　ワンさんは、志木さんの言葉を聞いても「そうですか」としかいわなかった。

			「政府の方針とか、どうなってるんですか」

			「わたしたちの意向に従っていただいております。ちょうどいまも、東京湾からいっさいの船舶を退避させてもらいました。湾岸部全体にも避難命令が出ています」

			　日本政府に命令できるひとたちなのか……。

			「そういった避難の手続きが完了したので、わたしがここに来たのですよ」

			「手配ばっちりってことですか」

			　志木さんがため息をつく。

			　別に、それはそれでいいんだけど。

			　異世界に飛ばされてからの６日間、これまでずっと、ぼくたちはエースであり続けてきた。

			　いろいろなひとの期待を、はからずも背負うことになってしまった。

			　今度も、同じようなものだ。ぼくたちが、ぼくたちのちからだけで敵をねじ伏せるしかない。

			　たとえそれが魔王であろうとも。

			「残念ですね。少しは家族と語らいたかったんですけど。まだ父の顔も見ていませんし」

			「あ、志木さんはここに残ってよ。戦場にいても邪魔だからさ」

			　ぼくが口を挟むと、めちゃくちゃ睨(にら)まれた。へ、へん、そんな風に睨(にら)んできても怖くなんて……あんまり、ないよ？

			　眼力勝負に負けて、思わず視線をそらす。

			「ですが、志木。あなたが足手まといなのは事実です」

			「わかっているけど、でも！　それに、あれを倒したあとすぐ向こうに戻ることになったら……カヤちゃん、そのへんはどうなの？」

			「んー」

			　カヤはおとがいに手を当て、天井を見上げた。

			「たぶん、あんまし、じかんないよ？」

			「ほら、やっぱり」

			「でもなあ。あまりにも危険がでかすぎるし……」

			　と、そのとき。また外からクァールの吠え声が響いた。

			　この吠えかたは……ぼくたちの間に緊張が走る。

			「どうやら、ぐだぐだ話している暇はないみたいね。どうしてか、モンスターがこの近くに現れたみたいよ」

			　志木さんの言葉にかぶさって、携帯の着信音が響いた。

			　ワンさんが懐からスマートフォンを取り出す。

			「骨の化け物……スケルトン、といえばいいのかな。あれがこちらに向かってきているそうです」

			　老人は、しばし電話で会話したのちそう告げた。

		

	
		
			第２３３話　住宅地の戦い１

			　

			　スケルトンがこっちに向かってきている、とワンさんは告げた。

			「モンスターは倒さなきゃ！」

			　たまきが即座に立ちあがり、玄関に向かって駆け出す。

			「待ってください、たまきちゃん！　武器、武器をとりにいかないと！」

			「あ、そうだった。ええと、どっちだっけ？」

			「右手のほう、公園です！」

			　たまき、アリスとばたばた廊下を駆けていき、ルシアも立ちあがる。

			　カヤはぼくの膝からぴょんと跳ね起きて、「いってきます、パパ！」と手を振り走り出した。

			「志木さんはここにいて」

			「あなたの隣がいちばん安全じゃないかしら」

			「ええと……。家族のひとと、少しでも話をする時間があったほうがいいかなって」

			　志木さんは腰に手を当て、さびしそうに笑った。

			「どうせ、母たちを説得する時間なんてない。このまま、どさくさまぎれに出ていくわよ」

			「いや、それはさすがに……」

			「いいの。わたしは」

			　われらがリーダーは、首を振る。

			　ああ、理解してしまった。

			　２日目のあのとき、彼女から本音を聞いたぼくだからこそわかることだ。志木縁子は、まだ自分を許していない。友人の死の原因をつくってしまった自分を。

			　彼女はただ苦しみたいのだ。

			　それは不毛な想いかもしれないけれど、でも志木さんが皆を指揮し鼓舞したその情熱の源もまた、その後悔から来ている。

			　だからぼくは、彼女の心を穿(うが)つその楔(くさび)を、呪いにも似た情念を否定しない。

			「わかった。じゃあ、いこうか」

			「ええ。ワンさんは……」

			「足手まといかもしれませんが、ついていって構いませんか」

			　あ、自分のことを足手まといというか……。

			　ぼくたちと違ってレベルって概(がい)念(ねん)がないから、一撃でも食らうとまずいわけか。

			「どうせ志木さんも、似たようなものですから。ついてきてください。いこう、志木さん」

			「ええ」

			　うなずきあい、部屋の外に出る。

			　廊下には彼女の母と祖母がいた。

			　志木さんはふたりに「ちょっといってくる」と声をかけ、すぐ背を向ける。

			　その口もとが、家族に見えないところできゅっと引き結ばれる。

			　そうだ、辛くないわけがない。せっかく実家に戻ることができて、ほっと安心できるところに腰を下ろすことができて……彼女は、それをすぐに捨てるのだから。

			　永遠の別れも告げられずに、この場から立ち去ろうとしている。

			「縁子」

			　玄関で靴を履くとき、彼女の母親が声をかけてきた。志木さんは背中を向けたまま「なに」と訊ねる。

			「すぐまた、戻ってくるんでしょう」

			「うん、もちろん」

			　先に靴を履き終えたぼくは、振り返る。

			　うつむく志木さんは、泣きそうな顔をしていた。こみあげるものを、必死にこらえている。

			　あーあ、馬鹿だなあ。もっと素直になればいいのに。

			　とはいえここはぼくが口を出すわけにも……。

			「いってくる」

			　靴を履いた志木さんは、ぼくを押しのけるようにして出ていった。

			　最後まで、母親と視線を合わせなかった。

			　ぼくは玄関前に立ち尽くす志木さんの母親の顔をちらりと見る。

			　泣きそうな顔をしていた。志木さんとどっこいの、ひどい表情だ。

			「あ……っ」

			　そりゃ、志木さんのお母さんだもんな。彼女の心の機微くらい、とうに悟っているか。

			　なんて似たもの同士な親子なんだ。

			　ぼくは無言で彼女に頭を下げたあと、家を出た。

			　まだスマートフォンで仲間と連絡をとりあっているワンさんと共に、志木さんを追う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ワンさんの仲間の話によれば、こちらに迫ってきているモンスターはローブを着たスケルトンと剣や槍(やり)を手にしたスケルトン、あわせて30体ほど。

			　それが４つのチームに分かれて行軍してきているらしい。

			「思う存分、戦ってください。経路上の避難はすでに完了しています」

			「いつの間に」

			「わたしが来る前に、仲間に指示を出しておきました」

			　驚くぼくに、ワンさんは愉快そうな笑みを浮かべている。

			　彼が志木さんの家に乗り込んできたときには、もう準備が始まっていたという。

			　このあたり全体を避難対象にしていたとは……よくやるよ、まったく。

			「ところで、ワンさんたちの組織はスケルトンを倒せたりしますか」

			「数体ばかり、倒したとの報告があります。ですが犠(ぎ)牲(せい)も出ました」

			　そうか、やっぱりワンさんのお仲間でも厳しい相手か。

			　でもって。彼の口ぶりから、スケルトンを倒したひとが別にレベルアップしたわけではなさそうなことを理解する。

			　つまり、レベルアップできるのはぼくたちだけの特権なのだ。

			　たぶんあの日、あのとき、学校の山にいた人々だけのちからなのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数分後、路地裏にて。

			　息をひそめて敵を待ち構えていたぼくたちは、ワンさんの合図で動き出す。

			　一方通行の道に入ってきた７体のスケルトンたちにルシアが水魔法ランク８のフロスト・ストームを撃ちこみ、氷の嵐で動きを止めたところにアリスとたまきが突撃する。

			　あえて攻撃魔法をぶっぱなさなかったのは、付近の住宅に被害を与えないためだ。

			　たぶんワンさんの組織が補償してくれるんだろうけど。

			　カヤのパチンコによる援護も加わり、スケルトンたちは反撃もままならずバタバタと倒れていく。アリスもたまきも慣れたもので、ローブをまとった個体から順に始末している。

			「レベルアップだわ」

			　前衛が５体目を倒したとき、志木さんが告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に来た志木さんは、「聞いた話をいろいろまとめましょうか」と早口でいいだした。

			　ルシアが「待ってください」と口を挟む。

			「志木、あなたはまず、気持ちの整理をするべきです」

			「なんのこと……」

			「いまにも泣きそうな顔をしているのですよ、いまのあなたは」

			　志木さんは唇をきゅっと噛んで、背中を向けた。

			　亡国の王女さまはぼくの方を見て、さびしそうな顔で切れ長の耳をぴくぴく動かした。

			　きっとルシアは、ぼくに余計なことをいわせたくないのだろう。

			「シキ、あなたのなかでどんな葛藤があるのか、わたくしにはわかりません。なにも聞いていないのですから。カズはある程度察しているようですから、必要でしたら彼を貸しても……」

			「いらないわ。ごめん、しばらく時間をちょうだい」

			　志木さんは隣の部屋を草原にして、ひとりでなかに入っていった。

			　誰も追ってこないでくれ、とその背中はいっている。

			　あくまでも、彼女は自分ひとりでこの問題を解決しようというのだろう。

			「あのいじっぱりめ」

			「ええと……本当にいいんですか、ひとりにしちゃって」

			「いいんだ、アリス。志木さんがぼくたちを必要としないなら」

			　いまぼくたちがおせっかいを焼いても、志木さんの心は痛めつけられ続けるだけだろう。

			　なぜならば、なによりも彼女自身が自らを許せないのだから。

			「ところでカヤ、さっきワンさんから袋をもらってたけど、あれなんだ」

			「ぱちんこだま！」

			　カヤは、えっへんと胸を張り、布袋を掲げてみせた。

			　なかを覗くと、たしかにパチンコに使う銀の玉が山ほど入っている。

			「たまがほしいと、おねがいしました！　これなら、いしより、いりょくがあります」

			「ちゃっかりしてるなあ」

			「ママが、いってました！　げんきんに、かんきんも、できます！」

			　おいミアてめえ、子供になにを教えてやがる。

		

	
		
			第２３４話　住宅地の戦い２

			　

			　ほどなくして、志木さんが戻ってきた。

			　胸もとで腕組みして、胸をそらし、でも少し恥ずかしそうな笑みを浮かべて。

			「ごめんなさいね。もうだいじょうぶだから」

			　本当にだいじょうぶなのかどうかは、彼女にしかわからないだろう。

			　志木縁子という人物は、困ったことに、ぼくたちの誰よりも感情を隠すのがうまいのだから。

			　ぼくたちはいつものように、車座になって座る。カヤはぼくの膝の上だ。

			「まずは情報整理ね。ワン老人がいっていたことだけれど……」

			　表向きは完全にいつも通りになって、志木さんは会議の音頭をとる。

			　ワンさんの話には、いろいろ考えるべきところがあった。

			　この世界の裏側で暗躍する対異世界漂流生命対策組織の存在だけでもびっくりである。

			「とはいえ、彼らをあてにすることはできないわ。結局のところ、あの魔王とかいうふざけた黒い球体を倒すことができるのは、わたしたちだけ。いいえ、正確には……カヤちゃん、あなただけなのね」

			「まかせろーっ」

			　カヤはおおきく腕を振り上げた。

			　元気でよろしいけど、背伸びした拍子に後頭部がぼくの顎を直撃して痛いです……。

			　悶(もん)絶(ぜつ)するぼくを見て、志木さんがけらけら笑う。

			「あのね、カヤちゃん、よく聞いて。わたしたちは、なんとしてでもあの魔王を討伐しなきゃいけないわ。たとえそのために、あなたの身に危険が迫ろうとも。優先順位としては、あなた自身の安全より目的の達成の方が優先。それでいいわね」

			「ちょっ、志木さんっ」

			「おう、よろしい！」

			　顎を押さえて起きあがったぼくの抗議の声を遮(さえぎ)り、カヤはえへんと胸を張る。

			「パパは、しんぱいしょう、です！」

			「そりゃまあ、なあ。愛する娘の安全だぞ」

			「むすめは、いつか、よめにいくよ？」

			「そんな未来の話はやめてくれ！」

			　あと余所の男とくっつくとかお父さんは絶対に許しませんよ。ああ、絶対にだ。

			「話を戻しましょう。そのうえで、結局のところあの魔王を倒すためにはカヤちゃんが絶対に必要。だからカズくんたちは、必ずあなたを守り抜く」

			「だいじにされて、うれしいです！」

			「そうですね。基本的にはシキのいう通り、カヤを守って魔王のもとに送り届けるための戦いになるでしょう」

			　ルシアがまとめる。

			「問題は、まず魔王のもとに辿り着けるかどうかね。偵(てい)察(さつ)機もリモコンヘリもドローンも、魔王のもとに辿り着けなかったのでしょう。空間が歪(ゆが)んでいるのか、なんらかのフィールドが張られているのか、それとも認識を混乱させる魔法なのか……そこまではわからないけれど」

			「ディメンジョン・ステップとかライトニング・ムーヴで乗り越えるとか、かなあ」

			「もうひとつ、敵の戦力ね。魔王がフライング・ゼリーフィッシュを複数体投入してきた場合、厄(やつ)介(かい)なことになるわ」

			　あ、そうか、フライング・ゼリーフィッシュは物理無効っていう御無体な存在だからか。

			　アリスとたまきは苦しい。オプション的な攻撃手段で、多少は対応可能であるけど……。

			　実質的な火力はルシアとカヤの魔法、それからぼくの使い魔だけ、かなあ。

			　敵が数を頼みにしてきた場合、いささか厳しいことになるだろう。

			「加えて、この地にアンデッドが溢れているということは、亡霊王ディアスネグスもこの世界に来ている可能性が高いです」

			「ねえねえ、アルガーラフはどうなのかな。亡霊さんをやっつけてくれるんじゃ？」

			　たまきがいう。志木さんは首を横に振った。

			「難しいと思うわ。クァールがアルガーラフと連絡をとれないって白状したってことは、こっちの世界に来られなかったんじゃないかしら」

			「つまり、ぼくたちは魔王と同時に四天王も相手にしなきゃいけないってことだね」

			　わかってはいたことだけど、なんともはやだ。

			　魔王と四天王、加えてフライング・ゼリーフィッシュ。これらをまとめて相手にするのは……厳しいどころの話じゃない。

			「できれば、亡霊王を撃破したあと、余裕を持って魔王にあたりたいな」

			「カズくん、なにか案があるの」

			「ひたすらに雑(ざ)魚(こ)の骨を潰していけば、怒って出てきてくれないかな」

			　いちおう、いってみた。

			　志木さんは鼻で笑った。こんちくしょう。

			「なら志木さんに策はあるわけ」

			「ワンさんたちに頼ればいいと思うの」

			「ワンさんの組織に亡霊王を捜(そう)索(さく)してもらうってこと？　それで発見できるかな」

			　亡霊王は確実に高位の魔術師だ。

			　インヴィジくらいはしてくるだろうし、そうなると目視で捜(そう)索(さく)するのは不可能だろう。

			「だいいち、時間も少ないよ。組織的に網を張るとか、難しいんじゃない」

			「人員を展開してもらうんじゃなくて、あのひとたちの持つ別の能力を使ってもらえばいいんじゃないかって」

			　別の能力？　なんだそれ、もったいぶって、また……。

			「ああ、そういえば彼らは、ぼくたちが志木さんの家に来ることを知っていたんだっけか」

			「ええ。だからさっき、公園でちょっと聞いてみたの。亡霊王ディアスネグスってアンデッドたちの首魁をあなたがたの魔法で探し出せないかって」

			　いつの間に、そんなことを。

			　そういえばさっき、ふたりだけで立ち話をしていたなあ。なんて油断も隙もないひとなんだ。

			「触媒があれば可能かもしれない、っていっていたわ」

			「触媒……それを使って儀式かなにかするわけか」

			「みたいね。ディアスネグスに関わりのあるものであればあるほどいい、って話だけど……カズくん、なにか心当たりはないかしら」

			　うーん、ディアスネグスに関するもの、ねえ。

			　なかなか厳しい条件な気がする……いや、待てよ。

			「ちょっと聞きたいんだけど、その儀式ってワンさんがやるのかな。ラボとかに持っていくとかだと、いろいろ面倒そうだけど」

			「ワンさんのお仲間さんがすぐ近くで待機しているそうよ。そのひとが探索魔法みたいなものを使えるみたい」

			「じゃあ、好都合だ。そのひとに頼んでみよう」

			　ぼくは思いついた案を皆に話した。

			「それで……だいじょうぶなんでしょうか」

			　珍しくぼくの意見に疑問を持っているアリス。

			　いやまあ、わからないでもない。なにせ、触媒っていわれて思いつくものとはちょっと違う気がするから……。

			「ダメならダメで、次の手を考えよう。うまく儀式まで持っていけるかもわからないし」

			「でも、カズくんの作戦、やってみる価値はあると思うわ」

			「はい、わたくしもやってみるべきだと判断します」

			「そうだねー、うまくいけば儲けものってカンジで！」

			「パパならできる！　がんばれ！」

			　いや違うんだ、カヤ。がんばるのはぼく以外のみんなであって、ぼくはただ後ろから偉そうに指示を出すだけなんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ひととおり相談が終わったあと、志木さんが「ところで」とぼくたちを見まわす。

			「いちおう聞きたいのだけれど。カズくん、アリス、たまきちゃん。あなたたちは実家に顔を出さなくていいのかしら。この世界を捨てるという覚悟はわかっているつもりだけど、でも最後に家族の顔を見るくらいは……」

			　ぼくたちは顔を見合わせた。

			　志木さんに呼ばれた３人で、互いの表情を窺(うかが)い……３人とも、苦笑いしてしまう。

			「わたしとたまきちゃんは、もともと、その。義理の家族ですし、家族との仲があまりいいとは……」

			「そーそー。いまさらなのよ」

			「で、でも。カズさんは……そういえば、カズさんのご家族との仲ってどうだったんですか」

			　うーん、ぼくの家族か……。たしかに、ぜんぜん話してなかったなあ。

			「仲が悪かった、とはいえないけど、でも、うん、どうでもいいかな」

			「あの……それってわたしたちに気兼ねしているんだったら」

			「そういうわけじゃないんだ。本当に、ただどうでもよくって。寮のある私立に入ったのも、親がぼくを家から出したかったからって理由がおおきいかな」

			　向こうにとって、ぼくの扶養は義務であるからこなす程度のものだった。

			　ぼくはあのひとたちの気持ちを理解していたし、だからといって反発するほどのこともないと思っていた。

			　あのひとたちに対して憎むとか怒るとか、そんな価値すらないと思っていた。

			「あえていうなら、無関心……なのかな。まあ、そんなわけで、本当にどうでもいいんだ」

			「でも渋谷の塾に通っていたということは、ここからそこそこ近いところに家があるのよね」

			「まあね。なのにそんな気分にまったくならない、ってあたりで察して欲しい」

			　ぼくの顔からどんな気持ちを読み取ったのか、志木さんはそれ以上、なにもいわなかった。

			「わかったわ。魔王を倒したあとは、わたしたちみんなで向こう側に戻る。少なくともその方法を見つけて、発見し次第すぐ向こう側に行く。それでいいわけね」

			「うん、それで。この地球は、もうぼくたちの故郷じゃない。たった数日だけど、向こう側の世界こそがぼくたちの新しい故郷なんだ」

			　ぼくはルシアを見る。エルフの少女はちいさくうなずいてみせた。

			「あちら側の世界の代表として。歓迎します、マレビトたちよ」

			　ルシアは優雅な所作でぼくたちに頭を下げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　志木さんは、これでスキルポイントが７になった。

			　偵(てい)察(さつ)スキルを７にできるため、さっそくそうしてもらう。

			　彼女の安全性が向上することは、ぼくたち全員のためにも有効だ。

			　

			志木：レベル17　偵(てい)察(さつ)６[image: yaji.png]７／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント７[image: yaji.png]０

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋を出たあと、路地裏にて。

			　戦いは続く。残るスケルトンは５体。白い部屋の打ち合わせにより、とりあえず敵の数を減らすということで……。

			「残り１体までは、さっさとやってしまっていい」

			「はいっ、いきます！」

			「任せてーっ」

			　アリスとたまきが、獅子奮迅の働きでスケルトンたちを破壊していく。

			　ワンさんが目をおおきく見開いていた。

			「これはまた……すごいですね」

			「ぜんぶスキルのおかげなんですけどね」

			「こうして目の当たりにすると、本当にすさまじいシステムですよ」

			　ぼくたちはスキルのおかげで戦うことができる。スキルのおかげで際限なく強くなっていく。

			　そして、この先……。

			「あっ」

			　たまきが間の抜けた声をあげる。

			　見れば、調子に乗った彼女のなぎ払いによって、残り２体のスケルトンがまとめて消滅するところだった。

			「ごめん、カズさん。最後の１体も倒しちゃった」

			「あのなあ、そいつは無力化するって話だっただろう。そいつを触媒にして亡霊王の位置を探るはずだったのに……」

			　そう、それこそがぼくの考えた作戦だった。亡霊王が逃げまわるなら、探知魔法を使えばいいということである。

			　ワンさんたちはぼくたちの出現を予知していたようだし、それなら探知くらいできるんじゃないかと彼に聞いてみたところ、快諾してくれたのだ。

			　ただし、探知魔法の触媒としてディアスネグスとなんらかの繋がりのある物質が必要だった。

			　つまり、彼の召喚したスケルトンをその触媒として捕まえようということだったのだ。

			　のだけれど……。

			　ぼくたちはがっくりと肩を落とす。

			　やれやれ、スキルのちからで強くなっても、うっかりだけは治らないようだ。

		

	
		
			第２３５話　住宅地の戦い３

			　

			　スキルが上がっても、本人が実戦経験を積んだわけではない。

			　たまきはこの５日間、ひたすらに戦い続けてはいるものの、地道に何十年と経験を積んできた者と比べれば、判断力で劣ることは否めないだろう。

			　だから、まあ、うっかりで敵を倒してしまったたまきは悪くない。

			　消えていくスケルトンを見ながら、ぼくはそんなことを考えていた。

			　こちらを振り返ったたまきが泣きそうな顔をしていたけれど、ひろい心で笑顔を見せてやる。

			「どんまい、だ。まだ敵のグループはいるみたいだし、次でうまくやればいい」

			「う、うん、がんばるわっ」

			　拳(こぶし)をぐっと握るたまき。よし、きみは本当にぽんこつかわいいぞ。

			「ぽんこつママ……」

			「待て、カヤ。そういうことは思うだけでいい。口に出してはいけない」

			「え、なになに、どうしたの？」

			　よかった、聞こえてなかった。セーフ、セーフ、セーフ。

			「仲がいいですね」

			　ワン老人が目を細めて笑っていた。その横で、志木さんが腰に手を当てため息をついている。

			「緊張感がなくてごめんなさい。この子たち、いつもこんな感じなんです」

			「戦いに際して気を抜いているわけではないということは、見ればわかりますよ。むしろ、研ぎ澄まされている。いささか身体が動きすぎてしまうようですがね」

			　なるほど、身体が動きすぎる、か。

			　スキルの弊害……なのかなあ。

			「焦らずとも、すぐに手加減を覚えることでしょう。彼女たちはスジがいい」

			「あの、ええと……ありがとうございます」

			　アリスはともかく、たまきも？

			　と思ったけど、たまきだってとっさの反応速度はなかなかのものだ。

			　ちょっと猪突猛進すぎるだけである。戦いとか殺し合いに対して水準以上の適性がなければ、これまで生きてくることは難しかっただろう。

			　なにより彼女には、負けてもへこたれないたくましさがある。

			　ぼくたちは皆、そのことをよく知っている。

			「どのみち、敵は全部始末しなきゃいけないし……ワンさん、次はどこへ行けばいいですか」

			　スケルトン１体あたり、青い宝石を２個、落としていた。レベル10くらいの相手なのだろう。

			　トークンを回収したあと、ぼくたちはワンさんの指示で移動する。

			　ちなみにワンさんは、スマートフォンの画面を睨(にら)みながらあっちこっちを指差していて……あ、液晶画面にグーグルマップが映し出されてる。

			　そうだよね、法術とか呪術とかそういう神秘的なもので方位とかいろいろ調べるより、グーグルさんの方が強いよね。

			　別に幻滅する必要はない……するべきじゃないんだ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次の集団は、スケルトンが６体だった。

			　ローブを着たスケルトンは１体もいない。これなら楽勝か、と思われたものの。

			「いくわっ」

			「あ、たまきちゃん、待ってっ」

			　さっきのことをすっかり忘れて、10メートル先のスケルトン部隊に突撃するたまき。

			　アリスが慌てて追いかける。カヤが曲がり角から顔を出し、パチンコで援護、スケルトン１体の頭部を微塵に破砕するも……。

			　奇襲に気づいた敵の剣持ちスケルトンが呪文の詠唱を始める。

			　あ、しまった、いまぼくは幻を見抜けるような魔法をかけていない。

			「あいつから倒せ！　たぶんメイジが化けてる！」

			「そうねっ！　ゴールデン・カイザー・ウルトラファイアー！」

			「え、いや、待てそれは……っ」

			　たまきが黒い剣を振るうと、黄金のビームが放たれた。

			　たしかにウルトラなゴールデンだけどカイザーとファイアーはどこからきたのか。

			　で、気合を入れすぎたのか、やけに極太の光線は狭い路地を埋め尽くした。

			　スケルトンたちを一網打尽にするついでに電信柱を半分くらいえぐって、正面のビルに直撃する。土煙があがり……それが収まったあと。

			　ビルにおおきな穴が開いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　直後、ぼくたちは白い部屋にいた。

			　皆が無言で、背中を向けたまま立ち尽くすたまきを見つめる。

			　たまきが、錆びたドアのようにギギギと震えながらこちらを振り返った。

			「たまきママ、うっかりさん！」

			「ねえたまきちゃん、働いて身体で返す？」

			「わたし、いまのはフォローできないです……」

			　カヤ、志木さん、アリスは三者三様に首を振った。

			「ご、ごめんなさーいっ」

			「残念ね、たまきちゃん。謝って済むなら警察はいらないのよ……」

			　たまきの肩に、志木さんがぽんと手を置く。

			　やれやれと首を振って、青ざめるたまきに笑顔を見せる。

			「あのビル、いくらかしらね。１億や２億じゃきかないと思うけど」

			「ひ、ひええっ」

			「というのは冗談。だいじょうぶよ、そのへんも全部、ワンさんがなんとかしてくれると思うわ。必要だったと思うことにしましょう」

			「その通りです。メイジがどんな魔法を使うかわからなかった以上、早急に対処したのは褒(ほ)められてしかるべき行いですよ」

			　あ、志木さん以外にルシアもフォローしてくれた。

			　そうだな、ぼくたちは地球に戻ってきて、ちょっと平和ボケしていたかもしれない。

			　あれが向こう側の世界であったなら、町中でもためらうことなく当然のように全力ファイアーだっただろう。

			「まあ、そうだな。メイジが高火力の魔法を使ったら、あのあたり一帯が火の海になっていたかもしれないし」

			「そ、そうよね、カズさん！」

			「でも次からは、もうちょっとまわりを見て戦おう」

			「うっ、はい……」

			　落ち込むたまきの頭を撫(な)でてあげる。お調子者の少女は、気持ちよさそうに鼻を鳴らした。

			「いま発見しているスケルトンは、あと２グループだっけか」

			「そうね。たまきちゃん、次はくれぐれも……」

			「任せて！　今度こそ、ちゃんとやってみせるわ！」

			　なでなでが効いたのか、たまきは元気よく拳(こぶし)を握った。

			　隣で苦笑いしているアリスを見ると、口ぱくで「フォローします」といってきた。
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			　献身的にドジな夫を支える妻のようなアリスのためにも、次こそ失敗するわけにはいかない。

			　この夫婦には頑張って欲しい。

			　あれ、誰と誰が夫婦なんだっけ……たしか彼女たちには異性の恋人がいたような……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回、レベルが上がったのはルシアとカヤである。

			　スキルポイントが５点溜まったルシアは、火水合成魔法をランク２に上昇させた。

			　アビリティ、というか魔法はコールド・インフェルノとウォーター・フレア・シールドのランクを順当に向上させている。

			　

			　ルシア：レベル50　火魔法９／水魔法９　スキルポイント５[image: yaji.png]０

			火水合成魔法１[image: yaji.png]２（コールド・インフェルノ１[image: yaji.png]２、ウォーター・フレア・シールド１[image: yaji.png]２）

			カヤ：レベル52　風魔法９／射撃９　スキルポイント４

			風射術２（強化射技２、自在弾２）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から出たあと、ビルの壁に穴を開けてしまったことについて、ワンさんに相談する。

			「なあに、この程度のトラブルはよくあることです。あまり気にせず、敵を倒すことを優先してください。必要以上にやりすぎるのは問題ですがね」

			「助かります」

			「よかったあ、わたし売り飛ばされちゃうのかと……っ」

			　たまきは、安(あん)堵(ど)して胸をなでおろす。

			　とにかく、次だ、次。幸いにしてスケルトンたちの戦力はさして高くないようだから、慎重のうえにも慎重にいってもらわねば。

			「こちらの路地に入りましょう」

			「それもグーグル・マップで？」

			「いいえ、仲間の誘導です」

			　ワンさんと会話しながら、小走りに町中を駆ける。スーツ姿で老体にもかかわらず、彼の動きは機敏であった。さすがは啓子さんの師匠、といったところか。

			「今度の集団は10体もいるようですが、問題ありませんか」

			「あの程度の戦力でしたら、20体でも30体でもいけます」

			　いざとなれば、ぼくが使い魔を召喚しよう。

			　今度のスケルトンたちは、ひと気のない大通りを堂々と行軍していた。

			　ぼくたちは少し離れたビルの屋上から、剣と楯を構えたモンスターたちを観察する。

			　トゥルー・サイトを使って、スケルトンのなかに変身している個体がいないかどうか調べた。

			　うん、全部ただのスケルトンっぽい。

			「カヤ、手頃な１体の腰を狙撃、立ち上がれなくさせること、できるか」

			「まかせろーっ」

			「よし。たまき、フライで突撃して、カヤが狙撃したやつの両肩を破壊、そのまま持ち上げて適当な屋根の上にでも隔離だ。アリスはその間に残りを殲(せん)滅(めつ)。ルシアは適(てき)宜(ぎ)、小規模な魔法で援護してくれ」

			　各人で役割を分担し、行動開始。

			　カヤのパチンコによる長距離狙撃によって、スケルトンの１体がばたりと倒れる。

			　すかさず、アリスとたまきが上空から突撃する。

			「今度こそ、失敗しないんだからっ」

			　たまきの渾身の斬(ざん)撃(げき)が、倒れたスケルトンの右肩に叩きつけられる。

			　スケルトンは衝撃で吹き飛び。

			　全身ばらばらになって崩れ落ちた。

			「あ、あ、ああああっ」

			「だいじょうぶですっ、たまきちゃん、こっちを！」

			　アリスの刺(し)突(とつ)によって、スケルトンの１体が臀部を破壊される。よし、ナイスアシストだ。

			　今度こそ、たまき、きみが……。

			「わあっ、もうこうなればっ」

			　たまきは剣を捨てて、倒れたスケルトンに掴(つか)みかかった。

			「お、おいおいおいっ」

			「たああああっ」

			　慌てるぼくたちを無視して、たまきはスケルトンの剣を持つ手をぐわりと握り……。

			「これでええええっ」

			　その骨の手を握り潰す。めしり、と鈍い音が響いた。剣がアスファルトに落ちる。

			「ぬおおおおおりゃああああっ」

			　たまきはそのまま、スケルトンの肩の骨を砕いてしまった。

			　完全にちから任せの蛮行だ。

			　腰から下と両腕をやられたスケルトンは、なおも噛みつこうとするものの……。

			「させないんだからあっ」

			　たまきは、骨の首をがっしりと掴(つか)んで、これを阻止。

			　そのまま頭と胴体だけになったスケルトンをぐいっと持ちあげて、宙に舞い上がる。

			「みて、みて、カズさん！　わたし、やったわ！」

			　怪力少女は、かくして快活に笑った。

			　なにこの蛮族。

		

	
		
			第２３６話　住宅地の戦い４

			　

			　たまきが、ようやくスケルトンを１体、捕獲した。ミッションはコンプリートだ。

			　あとは残りの敵を殲(せん)滅(めつ)するだけである。

			「フレイム・ジャベリン」

			「ホワイト・カノン」

			　ルシアが炎の槍(やり)を放ち、カヤが白いビームで、それぞれスケルトンを塵に返す。

			　その間にもアリスが疾風のごとく駆けまわり、槍(やり)のひと突きごとに骨が倒れていった。

			　途中でアリスと志木さんがレベルアップした。ふたりとも、スキルポイントは温存である。

			　

			　アリス：レベル51　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント２

			聖槍術２（強化槍技２、槍楯技２）

			志木：レベル18　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは手足を破壊して捕獲したスケルトンと共に、近くの学校の敷地に移動する。

			　数名の男女がグラウンドの中央付近で待っていた。

			「ワンさんのお仲間ですか」

			「はい、そうです。やあケイさん。あなたの仕事だ」

			「ええと、あの……わたしにできるでしょうか……」

			　丸い黒ぶち眼鏡をかけた小柄な女性が、少し戸惑いがちに進み出る。

			　赤い和服を着た、20代の後半くらいに見えるひとだ。少し足を引きずって、手には長杖を持っている。

			「あなたにできなければ、誰にもできないでしょうね。頼みましたよ」

			　いっけん、ちょっと頼りなさそうな女性にワンさんがいう。

			「はあ……。それで、触媒はどこに……」

			「たまき」

			「はいはーい、カズさん！」

			　愛すべきぽんこつ娘は、上機嫌で金髪を揺らしながら、ケイと呼ばれた女性のもとまでスケルトンを持っていった。

			　四肢を失ったスケルトンは、それでも歯をガチガチいわせて暴れている。

			　でもたまきに首を握られているせいで、なにもできなくて……。

			「ひっ、な、なんなんですかこれっ」

			「触媒だよっ！　わたしが捕まえたのよ！」

			　小柄な女性は、暴れるスケルトンにびくびく怯(おび)えていた。

			　ははは、なにを小心者な……ってそりゃ骸骨が暴れてるんだから怖いよなあ。

			　平然としている、それどころか笑っているぼくたちの感覚がマヒしすぎだ。

			「わたしが押さえているから、へいきだわ！　これをどうするのか知らないけど」

			「え、ええと……触ってもだいじょうぶでしょうか」

			「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

			　ケイさんはおそるおそる骸骨の背骨に触れる。背骨が、びくんと跳ねた。

			「ひ、ひいいいいっ」

			「あ、もうっ、おとなしくしなさいっ」

			　たまきは、ぺしっ、とスケルトンの額を叩く。でもスケルトンは暴れるばかりで……。

			　あ、そうだ。

			「アリス、ホーリー・サークルを使ってみてくれ」

			「は、はいっ」

			　治(ち)療(りよう)魔法のランク２、ホーリー・サークルは、清浄な結界を張る魔法だ。

			　アンデッドを少しだけおとなしくさせる効果もあるという。

			　といっても、これまでの敵は、少々おとなしくなったところで意味がなかったからなあ。

			　はたして、淡く白い光のサークルがスケルトンの周囲に生まれる。

			　暴れていた四肢のないスケルトンは、ぐったりとしてしまった。

			　おいおい、完全に消滅してもらっちゃ困るんだけど……。

			「素晴らしい結界ですね。こ、これなら、なんとか」

			　ケイさんは、動きを止めた骸骨におそるおそる近づき、その肩に触れる。スケルトンは、今度はおとなしくしていた。

			「い、いきますっ」

			　拳(こぶし)にちからをこめてそういうと、ケイさんは張りのある声で歌い始めた。

			　滔(とつ)々(とつ)と和歌を歌いあげるような、ああ、これは呪文の詠唱なのだろう。

			　ためしにマナ・ヴィジョンを使ってみると、すさまじい量の赤い光だった。

			　彼女とスケルトンを中心にして膨大な魔力が渦巻いているのが、はっきりと見てとれた。

			　やがて、ひときわ詠唱がおおきくなる。

			　スケルトンを中心とした魔力が、いっそうの圧力を増して１本の塔となり、天を貫(つらぬ)き……。

			　赤い光が四方に散る。

			　しばし場に静寂が戻る。小鳥の鳴き声すら聞こえない、奇妙なほどの静けさのなか……。

			　最初に違和感に気づいたのは、マナヴィジョンを使用していたぼくだった。

			　どす黒い光が四方の空から迫ってきている。

			「みんなスケルトンから離れて！」

			　ぼくの叫び声とほぼ同時に、黒い輝きがスケルトンに吸い込まれた。

			　耳を聾する音とともに爆発を起こす。

			　たまきがとっさにケイさんをかばい、至近距離からの衝撃を背中で受けた。

			　少し離れていたぼくたちは身を低くし、爆風をこらえる。あちこちで悲鳴があがった。

			　ぼくは爆心地を見る。爆発の煙のなかで、なにかがゆらめいていた。

			　触媒となったスケルトンだ。四肢を失ったスケルトンが、黒い霧のようなものをまとって、ゆっくりと浮き上がる。

			　髑(どく)髏(ろ)の奥で、双(そう)眸(ぼう)が赤い光を放っていた。

			　その光に見つめられた瞬間、背筋に冷たいものが走る。

			「おまえ、は……っ」

			　半身を起こし、スケルトンを睨(にら)む。いや、スケルトンの奥にいる、その存在を。

			　周囲で起き上がってきているのは、アリスとルシア、それとカヤだけだ。

			　たまきはケイさんを抱えて転がったまま、苦痛に呻(うめ)いている。そのケイさんは、胴体こそたまきに守られたものの、四肢がへんな方向にねじまがり、赤い血の海に沈んでいた。

			　ワンさんをはじめ、ほかにも何人か、ヤバいダメージを受けたひとがいるみたいだ。

			　志木さんは幸いにして少し離れたところにいたため、まったくの無事である。

			　まずいな……これ、一般人は放っておいたら死ぬかもしれない。

			　かといってアリスがヒールをかけにいく暇はない。範囲ヒールじゃ届かないだろう。

			　なにより問題なのは、目の前で浮いている、さっきまで瀕死だった骸骨だ。

			　この威(い)圧(あつ)感(かん)。おそらくは探知魔法を逆にたどってやってきた、あの黒い光。同じような魔法を使うから、ぼくにはわかる。

			「憑依、か」

			　そう、目の前のスケルトンには、あれの召喚者が憑依しているのだ。すなわち……。

			「おまえ、亡霊王ディアスネグス、なんだな」

			「然り」

			　スケルトンは、けたけた笑った。ぞっとするような、不気味な笑いだ。周囲に黒い瘴気がたちこめていて……あ、これぼくがマナヴィジョンだから見えているのか！

			「アリス！　あの骸骨に聖魔法をぶちこめ！」

			「は、はいっ！　ホーリー・レイ」

			　アリスの腕から飛び出た白いビームが、ディアスネグスの憑依したスケルトンを撃ち貫(つらぬ)く。

			　スケルトンは、その一撃でバラバラになった。黒いオーラも四散していくが……。

			「見つけた！　見つけたぞ！」

			　不気味な声が、どこからともなく聞こえてくる。声を聞くだけで震えが走るような、おぞましい響きだ。

			「きさまたちがわれを探す必要などない！　怯(おび)えて待っているがいい！」

			　高笑いが響いた。耳ざわりな声。聞くだけで怖気が走るような声が遠ざかり……やがて、聞こえなくなる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　金(かな)縛(しば)りが解けたように、皆が動き出す。苦痛の声と悲鳴がいっそうおおきくなる。

			「探知魔法で相手を捕まえるつもりが、よもや逆探知してくるとはね。やれやれだわ」

			「アリス、ルシア！　みんなの怪(け)我(が)を！　一般人からだ！」

			「は、はいっ」

			　ぼくも天亀ナハンと神翼使徒ペヌーザを召喚し、治(ち)療(りよう)に当たらせる。

			　天使のような美しい翼人であるペヌーザも、ナハンほどではないが治(ち)療(りよう)魔法の使い手なのだ。

			　ディアスネグスと戦うなら、先の戦いのように彼女は切り札である。

			　よろめきながら立ち上がったワンさんが、スマートフォンでほかの仲間と連絡をとっている。

			　漏れ聞こえる声によれば、高速で飛翔する物体が北から近づいているとのことだ。

			　同時に、あちこちからスケルトンが現れ、ここに走ってきているとも。

			　町はあちこち大混乱で、暴れまわるスケルトンのせいで悲惨なことになっているらしい。

			　短時間での住民の避難は、さすがにこのへん一帯だけで精いっぱいだったのだろう。

			　スケルトンは、いまぼくたちがいる学校を取り囲むように出現しているみたいだ。

			「ディアスネグスの到着まで、あとどれくらいですか」

			「10分少々、というところでしょう」

			「わかりました。みなさんはそれまでに避難を。志木さんとたまきは、彼らの護(ご)衛(えい)を頼む」

			　志木さんが偵(てい)察(さつ)スキルでスケルトンの位置を把握し、攻めよせる敵をたまきが潰す。

			　このふたりに任せておけば、いままで戦っていたスケルトン程度はどうとでもなるだろう。

			　どのみち、ディアスネグス相手にはたまきの物理攻撃は効果が薄い。

			「カズさん……」

			「みんなの安全は、きみにしか任せられないんだ、たまき。特に志木さんを守ってくれよ」

			「そ、そうね。わかったわ！　任せてちょうだい！」

			　治(ち)療(りよう)を受けて起きあがったワンさんの仲間を引き連れ、志木さんとたまきが駆け出す。

			　さて、包囲網の突破に時間をとられなきゃいいけど……。

			「無事でいてくれればよいのですがね」

			「ってワンさん、なんで残ってるんですか。あなたも逃げてくださいよ」

			「連絡役がひとりは必要でしょう？」

			　いやいやいや、これから来るのは四天王だよ！

			　っていっても、彼にはわからないか……。

			「せめて隠れていてください。くれぐれも死なないでくださいよ」

			「なるべく逃げまわるとしましょう」

			　老人は、小走りで無人の校舎に駆けていく。

			　だいじょうぶかなあ……いや、ひとの心配をしている場合じゃないんだけど。

			　ぼくは皆を見渡す。

			　アリス、カヤ、ルシア。天亀ナハン、神翼使徒ペヌーザ。

			　あとは、そうだ、幻狼王シャ・ラウも召喚して……。

			　よし。これが、亡霊王ディアスネグスとの決戦の布陣だ。

		

	
		
			第２３７話　亡霊王との戦い１

			　

			　見晴らしのいい学校のグラウンドで待ち構えることしばし、離れたところに隠れていたクァールが、遠吠えで敵の到来を告げる。

			　まだディアスネグスの登場には早いから、おそらく雑(ざ)魚(こ)のスケルトンだろう。

			　ほどなくして、スケルトンの部隊がビルの陰から現れた。

			「スケルトン、６たい！　ローブ、きてる！　つえ、もってる！」

			　カヤがスケルトン部隊をびしっと指差す。

			　ローブの１体がメイジなのか、それ以上の厄(やつ)介(かい)なやつなのかって点が問題なんだけど……。

			「トゥルー・サイト」

			　ぼくは相手の幻(げん)影(えい)を見破るため、付(ふ)与(よ)魔法最強の視認魔法を行使する。

			「違う、メイジは後ろの３体だ！　ローブを着たやつは、でかい剣を持っているぞ！」

			　これみよがしにローブを着て杖(つえ)を持ったスケルトンは、じつは重そうな鎧(よろい)を身にまとって剣を構えている。

			　その少し後ろを飛ぶ３体が、ローブを着た杖(つえ)持ちだ。

			「ルシア、構わないからぶちかましてくれ。カヤも」

			「はい。インフェルノ」

			「んっ！　ホワイト・カノン」

			　灼熱の火球と白いビームがスケルトンたちを襲う。

			　こちらの動きに呼応して、後方を飛ぶスケルトンたちがいっせいに骨の手を前につきだす。

			　あ、これ、まさかリフレクション？

			「バリアだーっ」

			　カヤの声。スケルトンたちの前方にどす黒い壁が生まれ、炎とビームを受け止める。

			　激しい爆発が起こる。煙によってスケルトンの姿は見えなくなるが……。

			「どうだ、カヤ」

			「きてます、きてます！」

			　おまえはどこぞのエセ超能力者か。

			　煙を突き破り、スケルトンたちが飛んでくる。

			　６体すべて健在だ。たぶんダメージはゼロだろう。あの黒い壁、リフレクションと違ってジャストタイミングで出す必要はなさそうだったし。

			「パパ、どうする？」

			「ど、どうしましょう、カズさん」

			　アリスとカヤがぼくを見ている。さて、いくつか手は考えられるけど……。

			「カズ。10倍のインフェルノ、いきますか」

			　ルシアの言葉は、考えられる対策のひとつだ。

			　敵が盾を出してくるなら、それを粉(ふん)砕(さい)する超攻撃でぶちのめせばいい。

			　費用対効果は悪くとも、強敵を待ち構えているいま、すみやかにカタがつくというのはとても重要なことだ。

			　デメリットは明白である。間もなく四天王が来るというのに、ルシアが消耗してしまう。

			　敵との距離がさらに詰まり、１キロを割った。

			「カヤ」

			「はい、パパ！」

			「ディメンジョン・ステップで後方にまわり込んでぶちかましてこい。ナハンを連れていけ」

			「あいあいさーっ」

			　カヤは機敏に天亀ナハンの亀の首に抱きつき、その姿を消す。

			　直後、その姿は敵集団の後方にある。

			　彼女とナハンの放った２本の白いビームが６体のスケルトンを襲い……。

			「防ぐ、か」

			　後方の３体が、またバリアを張ってこれを防ぐ。

			　でもおかげで、前方と後方にだいぶ距離が出た。前衛のスケルトンたちはまっすぐこちらに飛んできている。

			「ルシア、牽(けん)制(せい)だ」

			「はい。インフェルノ」

			　無防備なそこに、ルシアの巻き起こした火球が衝(しよう)突(とつ)する。スケルトンの１体が炎に包まれる。

			　と……ここでぼくたちは、白い部屋に。

			　まだあのスケルトンは倒れていないから、たまきたちの方がなにかやったかな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「わたしたちみんな、スケルトンの包囲網を突破したわ！　わたしが一瞬で、ずばばーんって６体も倒したの！」

			　たまきがえへんと胸を張ってそういった。

			　おお、えらいえらいと頭を撫(な)でてやる。

			　ちなみに今回レベルアップしたのは、志木さんだけであるらしい。

			　これでレベル19になったとのことだ。

			「もうだいじょうぶだと思うから、たまきちゃんはそっちに返しましょうか」

			「いや、万一ということもある。たまきは引き続き、みんなの護(ご)衛(えい)を頼むよ」

			「わかったわ、任せて！」

			　

			志木：レベル19　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋を出た直後、ぼくたちはすぐに動いた。

			　カヤが天亀ナハンと共にディメンジョン・ステップで敵の側面に移動し、ホワイト・カノンを放つ。ほぼ同時に、ルシアがインフェルノをぶつけ……。

			　それでも、前衛のスケルトンたちを倒すには至らなかった。

			　とはいえこの集中砲火にはたまらず、スケルトン軍団は高度を下げ、道路上に降り立つ。

			　一時的にぼくの視界から消えてしまう。

			　彼我の距離はもう３００メートルくらいだから、すぐにこのグラウンドに襲ってくると思うが、それを待っているほど暇でもお人好しでもない。

			「狙撃したいな。シャ・ラウ。ルシアといっしょに、あそこの家の屋根に」

			『心得た』

			　ルシアが幻狼王シャ・ラウに掴(つか)まると同時に、ふたりは雷光となって消える。

			　直後、その姿はぼくが指示した赤い建物の上にあった。

			　絶好のスナイプ・ポイントを得たルシアが、インフェルノでスケルトンたちをあぶり出す。

			　カヤと天亀ナハンも、上空からスケルトンたちを狙撃している。

			「カズさん、わたしもいっていいですか」

			「いや、ここで待機だ。慌てなくても、じきに来るよ」

			　それも、ちょうど食べごろになって。

			　まあ、ぼくの予想が正しければだけど……はたして。

			「カズさんのいう通り、来ました」

			　ぼくとアリス、それから神翼使徒ペヌーザが待機するグラウンドに、ぼろぼろのスケルトンたちが姿を現す。

			　たぶんあいつら、１体１体がこれまでのスケルトンとは比べものにならないほど強いはずだ。

			　前衛は最低でもゴッドブレイカー・クラスだろう。

			　おそらくは、少しでもぼくたちの戦力を削るつもりだったのだろうけれど……。

			　残念ながら、この程度で損耗するぼくたちじゃない。

			「アリス、いけっ」

			「はい！　ライトニング・ムーヴ」

			　アリスは、シャ・ラウと同じく雷となる魔法で６体のスケルトンとの距離をいっきに詰めた。

			　タイミングを合わせて、スケルトンの背後からシャ・ラウも強襲を仕掛ける。

			　スケルトン軍団はなんとか態勢を立て直して迎撃しようとするものの……。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、シャ・ラウの牙が、立ち向かってきたスケルトンの頭部を一撃で粉(ふん)砕(さい)する。

			　ここで、ぼくの頭にレベルアップの音が鳴り響く。白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回レベルアップしたのは、ぼくとたまきだった。

			　特に打ち合わせることもないため、お互いの情報を交換だけして、すぐ部屋を出る。

			　

			和久：レベル61　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント２

			強化召喚６（使い魔強化６、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少３）

			　たまき：レベル51　剣術９／肉体９　スキルポイント２

			重剣術２（強化剣技２、破竜斬２）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残る敵は、４体。ぼくの護(ご)衛(えい)であるペヌーザが、しきりに周囲を見渡していた。

			「どうした」

			『気配を感じます』

			「それって、まさか」

			　肯定のテレパシーと共に、ペヌーザはこくりとうなずく。

			　どこにいるのか、とぼくは周囲を見渡す。

			　ペヌーザが、その美しい顔をはっとこわばらせる。なんだ、とぼくが思う間もなく……。

			『いけません、主さま！』

			　彼女が、棒立ちになっていたぼくを突き飛ばす。

			　間一髪だった。骨の腕が、地面から突き出た。その指先が、ぼくの左腕に触れる。

			　ジャージの前に縫いつけられた対アンデッド用の布が剥(は)がれ、灰となって消えた。

			　歌音の歌が込められたお守りが一撃で消えて、なお……。

			　ぼくの左腕は、肩から先がもぎ取られた。

			　鮮血が舞い散り、灼熱のような痛みにうめく。そして、ペヌーザは……。

			　その端整な顔を苦痛に歪(ゆが)め、ぼくのそばに転がる。左足のふとももから下を失っていた。

			　くそっ、これはぼくの不覚だ！

			　顔をあげれば、霧のようにゆらめく人影がすぐそばにある。髑(どく)髏(ろ)の奥の赤い光がぼくを睨(にら)む。

			「亡霊王、地面に隠れているとは大物らしくないじゃないか」

			「油断はせぬ。きさまはザガーラズィナーを倒した男だ」

			　髑(どく)髏(ろ)はそういって、ケタケタと笑った。

		

	
		
			第２３８話　亡霊王との戦い２

			　

			　亡霊王ディアスネグスは、ぼくたちが手下との戦いに集中している隙を突いて、地面から攻撃を仕掛けてきた。

			　おかげでぼくは左腕を失った。ペヌーザも左足をもぎ取られている。

			　あの骨の手に少し触れられただけで、これか。

			　さすが、四天王だけはある。そんなやつが、油断もせず、正々堂々と戦う気すらなく、ぼくたち相手に全力で奇襲をしてきている。

			　いまそばにいる味方は、傷ついたペヌーザだけだ。残りは全員、スケルトン部隊の掃(そう)討(とう)にいっている。状況は最悪といっていい。

			「滅びよ、召喚術師」

			　ディアスネグスが、霧がかった骨の手を伸ばしてくる。まともに食らえば、死は確実だ。

			「トランスポジション」

			　ぼくはとっさに、自分とシャ・ラウの位置を入れ替えた。うまく向こうが気づいていてくれれば、これで……。

			　赤い建物の屋根にワープしたぼくは、すぐさまグラウンドを振り返る。

			　幻狼王の雷撃が、その傍らに立つルシアの炎が、ディアスネグスの霧の手に衝(しよう)突(とつ)し爆発を起こすところだった。シャ・ラウもルシアも、ぼくの次の一手をきっちり理解していたのだ。

			　それは互いの信頼だ。この数日、厳しい戦いを潜り抜けてきたからこそわかる、阿吽の呼吸。ゆえにその攻撃は、ダメージこそゼロだがディアスネグスの手をわずかに押し返し……。

			　亡霊王の身が、ほんの一瞬、硬直する。

			　そこに天使の翼持つペヌーザが身体ごとぶつかっていく。

			「バリア・ブレイク」

			　彼女の切り札たる魔法が炸裂する。青白く輝くなにかが亡霊王の周囲で四散した。

			　彼を包む多重対魔法バリアを、まとめて消し飛ばしたのだ。

			「いまだ！」

			　思わず、叫んでいた。これで魔法が通じると。天亀ナハンとカヤのタイミングを合わせた白いビームが亡霊王に着弾、その霧の身体をうち貫(つらぬ)く。

			「これで、どーだっ！　パパをいじめるなーっ」

			　上空から周囲を観察していたカヤたちには、グラウンドの出来事もよく見えていたのだろう。ナイス援護だ、わが娘よ。

			　そのとき、ぼくたちは白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に来たところで、ぼくは血がぴゅーぴゅー吹き出る腕を抱えて片膝をつく。

			　あ……なんだか気が抜けたらめちゃくちゃ痛くなってきたぞ……っていうか気が遠くなってきたぞ……。

			「か、カズさん！　いま治(ち)療(りよう)します！」

			　あわてて駆け寄ってきたアリスが、魔法で腕を生やしてくれる。

			「ふー、いやあ、いまのはヤバかった」

			「いったいなにがあったのよ、カズくん」

			「カズさん、だ、だいじょうぶなの？」

			　こっちにいなかった志木さんとたまきは、大慌てで顔を青くしている。

			　無理もない。ほんの少し前、ここに来たときは楽勝ムードだったのだから。

			　わずか30秒にも満たない間の出来事である。

			「相手もなりふり構っていられないほど追い詰められている、ということかしら」

			　話を聞いた志木さんは、そういってため息をつく。

			「向こうからすれば、あなたたちは四天王を２体も倒してみせたおそるべき部隊なのよ。特にカズくんは、自分と使い魔だけであのザガーラズィナーにガチンコ勝負を挑み、勝ってみせたほどの猛者なのだから」

			「それは、いろいろ条件が整ったうえで最適の戦術に特化したからで……」

			「それでも、あなたの戦果は突出している。あまりにも、強すぎる」

			　実際は、こうして奇襲でぼろぼろにされる程度の実力なんだけども。

			「パパ、だいじょうぶ？」

			「もう傷は癒(い)えたからね。この部屋を出たらまた大(おお)怪(け)我(が)なわけだけど……アリス、治(ち)療(りよう)に来るのは、戦いが終わったあとでいい」

			「そんな……。すごい血が出てます、すぐに治さないと」

			　ぼくは首を振る。

			「それじゃディアスネグスを相手に隙をつくってしまうよ。ここはいっきに相手を叩くべきだ」

			「そうかしら。わたしはそう思わないわ」

			　志木さんが、強い口調で反論してきた。えー、やせ我慢の得意なきみがいうの？

			「ずいぶん不服なようだけど、カズくん。あなたが死にそうな状態で、みんなが安心して戦えると思っているの？」

			「それは……っ」

			　ちらり、と皆を見る。アリスやたまき、ルシアはいうに及ばず、カヤも不安そうにぼくを見上げていた。もう完全に治(ち)療(りよう)されたというのに、まだ左肩の傷口のあたりをちらちら見ている。

			「あなたは司令塔でしょう。失血して傷が痛む状態で、まともな判断ができると思う？」

			「腹が立つけど、きみのいう通りだ」

			　ぼくは肩を落として全面降伏した。

			　カヤが「パパ、しりに、しかれてます！」と余計なことをいう。

			「わかった。アリス、雑(ざ)魚(こ)は放っておいていいから、すぐぼくの治(ち)療(りよう)に来てくれ」

			「わかりました！　ライトニング・ムーヴですぐいきます！」

			「あー、でも、残りの敵はどれかな。あと２体くらいだよね。ゴッドブレイカーとハイメイジ、どっちが生き残っている？」

			「残りはゴッドブレイカーが２体だけです。メイジから潰しました」

			「いい判断だよ。助かる。じゃあそいつらは放っておいていい」

			「はいっ！」

			　ぼくの助けにいけるとあって、アリスはがぜん、嬉しそうな表情になる。

			　なんともはや、ここまで慕われているというのは嬉しいことだ。

			　その盲信みたいなもののせいで、判断を誤らないで欲しいけど……責任重大、だよな。

			「カズ。あなたが元気でいるからこそ、わたしたちはどこまでも戦えるのです。あなたがいるから、皆がまとまれるのです。そのことをよくよくわきまえるよう」

			「うん、反省します」

			「とはいえ、どれだけ注意を払っても、今回のような不意打ちを防ぐことは困難でしょう。常にカズの近くに予備戦力を配置しておくことが重要ですね」

			　今回も、ペヌーザの献身に助けられた。彼女が身を挺してぼくを守ってくれなければ、地面からの攻撃によってぼくは一撃で死んでいただろう。

			　四天王の真正面に立つとは、そういうことだ。

			「たしかに、シュトラスも召喚しておくべきだったかもしれない」

			「鎧騎士は、今回の戦いには役に立たないと考えてしまいましたね」

			「無理もないわ。カズくんのＭＰにも限りがあるんだし」

			　志木さんのいう通り、懸念はぼくのＭＰだ。

			　現在、幻狼王シャ・ラウ、天亀ナハン、神翼使徒ペヌーザの３体を使い魔強化６、使い魔維持魔力減少３で召喚している。１体につき、ぼくのＭＰは91削られる。

			　戦闘開始時、ぼくはレベル60だったから、最大ＭＰは６００。使い魔の維持にその半分近くを使ってしまっているわけで……。

			「切り札である使い魔覚醒で91を消費して、使い魔同調で１８２を使う。これで実質的に前衛のランク11の戦力かつぼくの魔法を使えるようになるわけで……」

			「ザガーラズィナーのときは、そのコンボで勝ったっていってたわね」

			「あのときは、限界のランク11・５まで引き上げたけどね。それでもギリギリだった。ディアスネグスがザガーラズィナーより接近戦に弱いかどうかは、まだわからない」

			　亡霊王は魔術師っぽい感じではあったけど、だったら近接戦闘ができないかといわれれば、たぶん、そんなことはない。

			　少なくとも、さっきぼくが一瞬で殺されかけた程度には戦えるわけだ。

			「あのときと違うのは、アリスとルシア、それにカヤがいることだ。みんなの援護があれば、互角に持ち込めるかもしれない」

			「希望的観測だけど、それにすがるしかなさそうね」

			「あの手に触れられただけでこっちの腕がもぎ取られたし、油断はできないけどね」

			　ペヌーザは霧の身体に全身を突っ込ませて魔法を使っていたけど、無事みたいだった。

			　たぶんあれは、手で触れた部分を破壊する魔法、みたいなのがかかっていたのだろう。

			　ミアならきっと、なんとかフィンガーっていうに違いない。

			「大切なのは、相手に時間を与えないことだと思う。襲ってきたときみたいに地面に潜って逃げる恐れもある。あいつは四天王の誇(ほこ)りとかそういうのいっさいないタイプみたいだから」

			「ザガーラズィナーは、そのあたり律儀だったんですっけ」

			「なにせ、骨の髄まで戦闘狂だったからね」

			　植物の王アガ・スーのときは、相手が最初から狂っていた。

			　暴走状態にあって、逃げるという選択肢を選ぶことすらできなかったのだろう。

			　亡霊王ディアスネグスは、違う。やつにあるのは、ただ勝つことだけだ。

			　いままでの四天王とは、そこが決定的に異なる。

			「なんとか、やつを宙に浮かせられないかな……」

			「セレニティを使うんですね」

			　アリスがいった。

			　治(ち)療(りよう)魔法ランク８には、セレニティという結界魔法があるのだ。

			　その結界は一辺が20メートルほどの、方形の空間を包み込む。結界内部では、不浄なもの、つまりアンデッドが弱体化する。ついでに結界の出入りができなくなる。

			　ただしこれを張るためには、その空間がすべてひらけている必要がある。

			　やつが地面に足をついて戦っている限り、結界内部にやつを納めることは不可能なのだ。

			　なにせディアスネグスは、地面に潜ることができるのだから。

			「そういうことなら！」

			　カヤが、しゅぱっと勢いよく手をあげた。

			「おまかせ、ください！」

			「あー、そうか。グラビティとかリヴァース・グラビティで……」

			「はい！　いっしゅんなら、いけます！」

			　相手の足が地面を離れたその一瞬で、アリスがセレニティを展開して……。

			　よし、なんとかいける気がしてきたぞ。

		

	
		
			第２３９話　亡霊王との戦い３

			　

			　今回、レベルアップしたのはいっきに３人。ルシアとカヤ、それに志木さんである。

			　レベル53になったカヤは風射術を３に上げた。

			　

			　ルシア：レベル51　火魔法９／水魔法９　スキルポイント２

			火水合成魔法（コールド・インフェルノ２、ウォーター・フレア・シールド２）

			志木：レベル20　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント６

			カヤ：レベル53　風魔法９／射撃９　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			風射術２[image: yaji.png]３（強化射技２[image: yaji.png]３、自在弾２[image: yaji.png]３）

			　

			　ぼくたちは打ち合わせを終え、もとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘再開。ぼくはふたたび襲ってきた肩の激痛に呻(うめ)き、片膝をつく。

			　痛い、痛い、めちゃくちゃ痛い。アリスの救援を頼んでおいて、ほんとよかった……。

			　そのアリスは、一条の雷となってぼくのもとへ飛んでくる。

			　大慌てでライトニング・ムーヴを使ったのだろう、息が切れていた。

			「カズさん！　いま、いま治(ち)療(りよう)しますから！」

			「そんな慌てなくても……あいたっ」

			　ダメだ、ぜんぜん虚勢を張れない。ここまでの怪(け)我(が)は初めてだからなあ。

			　アリスやたまきは、わりと何度もこのクラスの傷を受けているけど。

			　彼女たちがいかにがんばっているか、改めて理解した。

			　あとで、もっと優しくしてあげたいところである。

			　そんなことを考えている間にも、ぼくの傷口から新しい腕が生えてきた。

			「アリス、もういい。戦いに戻ってくれ」

			「で、でも」

			「ディアスネグスは、きみ抜きで勝てるような相手じゃない」

			　亡霊王のもとには、アリスと戦っていたスケルトンの残りが馳せ参じていた。

			　前衛の数が足りないこともあって、ルシアたちは防戦一方だ。

			　ことにペヌーザが片足をやられているのが痛い。

			「いってくれ」

			「は、はいっ！」

			　アリスはまだ名残惜しそうにぼくを見上げたあと、ひとつうなずいて……。

			「ライトニング・ムーヴ」

			　雷となって、かき消える。

			　次の瞬間には、シャ・ラウを襲う亡霊王のすぐ脇に現れていた。

			　ディアスネグスは少し慌てたように顔を動かし、ちらりとアリスを見たあと、この新手の方が厄(やつ)介(かい)だと判断したのかアリスに向かって手を伸ばす。

			「ホーリー・ウェイブ」

			　アリスの身体が輝き、光の波が周囲に広がる。治(ち)療(りよう)魔法ランク９、対アンデッドの波を放つ魔法だ。亡霊王は呻(うめ)き声をあげ、それでもアリスに迫るが……。

			「させませんっ」

			　アリスは槍(やり)の穂先から青白い半透明の盾を生み出し、その一撃を弾く。

			　槍楯技だ。そうして展開される楯はリフレクションのように一瞬だが、さらに……。

			「ホーリー・ウェポン」

			　彼女の握る槍(やり)が白い輝きを放つ。これも治(ち)療(りよう)魔法のランク９で、その一撃は普通のアンデッドならかすっただけで消滅してしまうほどであるらしい。

			　そのまま流れるように放たれるアリスの刺(し)突(とつ)を、ディアスネグスは左手でむんずと押さえる。光り輝く槍(やり)の先端を握った骨の左手が溶け落ちていく。

			　だが亡霊王は、にやりとしたあと右手をアリスに突きだした。

			　こいつ、肉を切らせて骨を断つつもりか！

			「アリスママ、いじめちゃ、めーっ！」

			　そこにカヤが攻撃を仕掛ける。亡霊王の右手を狙ってパチンコ玉を放ち、これの軌道をわずかに変える。

			　おかげでアリスは、紙一重でぼくも大ダメージを喰らった右手から逃れた。

			　アリスと亡霊王は、互いに距離をとる。お互い、睨(にら)みあって様子を窺(うかが)う。

			　さて、この戦場に乱入してきたスケルトン・ゴッドブレイカー２体は、天亀ナハンが相手にしていた。

			　ナハンは後衛ながら、使い魔強化６によってスキル10に均しい戦闘力を持っている。

			　前衛スキル９相当と思われるゴッドブレイカーたちを相手としても、巧妙に距離をとってつけいる隙を与えていない。

			　アリスと選手交代した幻狼王シャ・ラウはと戦場を見渡せば、瀕死の状態で倒れている神翼使徒ペヌーザのもとへ辿り着き、彼女に治(ち)療(りよう)魔法をかけていた。シャ・ラウの治(ち)療(りよう)魔法はリジェネレート系だけであるが、これでペヌーザが死ぬことはないだろう。

			　ペヌーザの治(ち)療(りよう)を終えたシャ・ラウが、指示を仰(あお)ぐように遠くのぼくを振り仰(あお)ぐ。ぼくは彼に手を振り、招き寄せた。シャ・ラウの身体が光ったかと思うと、雷となる。

			　次の瞬間、ぼくのそばに彼の巨体がある。

			『参上したぞ、主。傷は』

			「アリスに治してもらった。いっきに勝負をつけたい」

			『承知した』

			　ぼくは使い魔覚醒を使用する。シャ・ラウの身体が赤黒く輝き出す。

			『ほぼ全盛期に近いちからだ！』

			　賢狼は、ひとつおおきく吠えた。ぼくはさらにＭＰのほとんどを注ぎ込んで、使い魔同調を使う。ぼくの意識が、シャ・ラウと同調する。

			「行こう」

			『うむっ』

			　シャ・ラウは屋根を蹴る。意識のないぼくの身体を残して加速、戦場に突進していく。

			　まず目指すは、天亀ナハンと戦う２体のゴッドブレイカーだ。

			「一瞬で決めるぞ」

			『応』

			　雷のまま、空中からの体当たりでゴッドブレイカーの１体を吹き飛ばす。

			　残る１体がこちらに反応して剣を向けようとする。

			「アクセル」

			　シャ・ラウがグラウンドに着地した瞬間、ぼくの魔法で意識を加速させる。

			　ゴッドブレイカーが振り下ろしてくる剣にタイミングを合わせて……。

			「リフレクション」

			　ゴッドブレイカーの刃を薄幕で弾く。体勢を崩したスケルトンに突っ込み、鋭い牙でもってその首をもぎ取ると、頭蓋骨を破壊する。

			　振り向けば、吹き飛ばしたスケルトンをナハンが炎の魔法で焼き尽くすところだった。

			　一瞬で、２体とも撃破。あとはディアスネグスだけだ。

			　アリスとカヤがアイコンタクトを送ってきた。

			「うなずいてくれ」

			『承知』

			　幻狼王が頭をわずかに上下させるとともに、ぼくたちはいっせいに動き出す。

			　まずはぼくがシャ・ラウに命じ、彼が持つなかで最強の攻撃魔法を使わせる。

			　普段は銀色の幻狼王の毛が金色に輝き、無数の雷撃が放たれた。

			　ディアスネグスは側面から襲ってくる攻撃魔法を迎撃するため、左手を向けるが……。

			「やーっ」

			　カヤの微妙にタイミングをずらして放ったパチンコ玉が、カーブしてその左手に命中する。

			　普通の状態ならディアスネグスの身体を透過してしまう物理攻撃だが、カヤの持つ武器が特殊なせいか、パチンコ玉は亡霊王と衝(しよう)突(とつ)した衝撃で爆発を起こした。

			　半透明の幽霊じみたモンスターは、わずかに体勢を崩す。

			　そこにシャ・ラウの雷が直撃する。亡霊王が、くぐもった呻(うめ)き声をあげた。

			　追撃とばかりに、アリスがホーリー・ウェポンのかかった槍(やり)で切り込む。

			　亡霊王はたまらず、アリスから距離をとった。だがアリスから放たれ続けているホーリー・ウェイブのせいで、その動きは先刻までより少しだけ鈍い。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、避け切れない。穂先が肩口を抉る。ディアスネグスは低く呻(うめ)いた。

			「いまだ、いっきに……」

			「舐める……なっ」

			　亡霊王は怒りの声とともに右手を振るう。

			　同時に宙に浮き上がり……。

			　それは、待ちに待ったチャンスであった。

			　アリスが「いまです！」と身を乗り出すのだが……。

			「待て、アリス！　離れろ！」

			　ぼくは叫ぶ。背筋がぞわりとする感覚を覚えたのだ。

			　しかし、シャ・ラウと一体化しているいまのぼくの声は、この幻狼王にしか届かない。

			「くそっ、とにかく飛びあがれ！」

			『了解した、主よ』

			　仕方なく、とっさにシャ・ラウだけでも宙に逃がす。

			　カヤがそれを見てなにか感じたのか、自分も宙に退避しようとするが……遅かった。

			　地面から無数の黒い腕が出現し、カヤとアリス、天亀ナハンの足をからめとる。

			　少し離れていた神翼使徒ペヌーザも、グラウンドの広い範囲に出現したこの腕に掴(つか)まれる。

			「な……っ、これは！　あいつの魔法か」

			「だ、ダメです、足が……っ！」

			　アリスはとっさに、己の身も顧みず亡霊王に手を伸ばす。

			「でも、せめてっ！　セレニティ」

			　ディアスネグスのまわりに結界を張る。虹色に輝く、半透明の結界。そのなかに包まれたのは、２体。

			　ディアスネグスと、そしてぼくの意識を宿したシャ・ラウのみ。

			　完全に一騎討ちとなってしまった。

			「これで、われを閉じ込めたつもりか。きさまは仲間と分断されたのだぞ」

			　ディアスネグスは、こちらを向いてそう宣言する。

			　髑(どく)髏(ろ)のなかで赤く輝く眼窩が、まるで笑うようにチカチカと明滅した。

			「構うな。いっきに攻めろ」

			『無論』

			　幻狼王は、宙を蹴って亡霊王に突進した。亡霊王が右手を前に突きだしてくる。あれに触れれば、いまのシャ・ラウでも危ないだろうが……。

			「アクセル」

			　ふたたびぼくは、意識を加速させる。それを見た亡霊王の骸骨の口が、ゆっくりと上下した。本能的な違和感を覚える。

			「雷だ」

			　反射的に、そう告げた。シャ・ラウはぼくの不可解な指示を問い返すことなく、無言で従ってみせる。

			　至近距離からライトニング・ムーヴを発動させ、いっきに亡霊王の背後にまわりこんだ。

			　直後のことだった。

			　亡霊王の前方に広く真っ暗な空間が発生する。漆黒の空間は周囲の空気を吸い込み、扇型に膨張した。セレニティの結界全体がおおきく揺れる。

			「なっ、なんだっ、どんどんでかくなるぞ」

			『結界が破れるぞ、主っ』

			　はたしてシャ・ラウの言葉通り、漆黒の空間が破裂した。

			　すさまじい衝(しよう)撃(げき)波(は)となって、漆黒の闇(やみ)のビームが結界の外に発射される。

			　家々が、ビルが扇状になぎ倒されていく。

			　って、まずい、あの先には避難民が……っ。

			　それはまるで、闇(やみ)の爆発が地を覆(おお)いつくすかのようだった。直後、彼方から轟(ごう)音(おん)が響く。

			　闇(やみ)が収まる。

			　ビル群が消滅し、まるで巨大な隕石が衝(しよう)突(とつ)したかのように半径数キロにも及ぶ幅広い地面がえぐりとられ、陥(かん)没(ぼつ)していた。

			「なんだよ、なんだよあれっ」

			『無を発生させたのだろう』

			「ふざけんな、セレニティの結界を破って、あんな……無関係なやつを」

			『われらの先刻の戦い、見られていたのだ。ゆえに前方広範囲に広がる攻撃を放った』

			「ぼくのせいだっていいたいのか」

			『冷静になるのだ。主の指示がなければ、いまごろ……』

			　死んでいた、ってことか。

			　粉々に粉(ふん)砕(さい)された街を呆然と見ながら、ぼくは言葉もない。口のなかがカラカラに渇く。

		

	
		
			第２４０話　亡霊王との戦い４

			　

			　亡霊王が放った巨大魔法は、東京の街を数キロ先まで破壊してのけた。

			　かろうじて結界魔法の穴は修復されたものの、いまの魔法を結界が防ぐことはできないことは判明してしまったから……。

			「きさまが避けたせいで、多くの者が死んだな」

			　ディアスネグスが、背後のぼくを振り向いて告げる。骸骨の顎がカタカタと笑った。

			「さて、もう一撃、いくぞ」

			　亡霊王が右手を掲げる。こいつの目的は、明らかだ。避けると無辜の人々が巻き添えを食らうぞ、と脅すことによってこっちの動きを封じている。

			　いまぼくの背後には、学校がある。なかにはワンさんがいるはずだ。

			『主よ、逃げるぞ』

			「待て、合図まで動くな」

			『しかしっ』

			　また漆黒の魔法が放たれる。膨張するブラックホールのごとき暗黒が広がった。

			「アクセル」

			　ぼくはふたたび、思考加速の魔法を放つ。攻撃をギリギリまで引きつけると……。

			「リフレクション」

			　その一撃、そっくりお返ししてやる！

			　漆黒の破壊魔法は、向きを変えてディアスネグスに迫る。

			　だが……骸骨が、またにやりとした。

			　うん、わかってる。さっきおまえは、この手も見たよな。

			「いけ」

			『応っ』

			　シャ・ラウも、理解していたのだろう。ぼくの合図で雷となって加速する。

			　ディアスネグスの背後にまわり込む。

			　ディアスネグスは跳ね返ってきた魔法に対処するべく、虹色の盾を生み出すところだった。

			　やはり、向こうもリフレクションを持っていたのだ。これでふたたび跳ね返してやろうと手ぐすねひいて待っていたに違いない。

			　しかしリフレクションは、ジャストタイミングで放たなければならないシビアな魔法だ、ほんの少しでもタイミングが狂ってしまえば命取りとなる。

			　そして……。いま。シャ・ラウがディアスネグスと交差する、まさに一瞬。

			　幻狼王は、亡霊王の肩をほんのわずか、蹴り飛ばす。

			　亡霊王の身体が、ぐらりと揺れる。

			　それは相手にとってなんの痛痒にも感じぬ一撃であっただろうが、しかしリフレクションのタイミングをずらすには充分な一撃だった。

			「まさか」

			　ぼくの思考加速が終了した直後。相手の背後に出現した直後。

			　亡霊王が、驚愕とともにそう呟(つぶや)いた。

			　次の瞬間、その身が漆黒の破壊魔法に飲み込まれる。

			　己の放った一撃をまともに浴びて、ディアスネグスは絶叫をあげた。

			　ほぼ同時に、ぼくたちは白い部屋に行く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いまのは……ディアスネグスを倒したから、じゃないな」

			　まだあの身体は消滅していなかった。その前に、誰かがモンスターを倒したのだ。

			　見れば、たまきと志木さんが青い顔で荒い息をついていた。

			「どうした、なにがあった」

			「地面から、黒ずんだ影みたいなのが湧いてきて……。片っ端から、みんな殺されていって」

			「正直、偵(てい)察(さつ)スキルを上げていなかったら、わたしも危なかったわ」

			　それって、アリスたちが襲われた黒い手と同じものだろうか。

			　ぼくはディアスネグスとの決闘に夢中で、下の様子まで観察していなかったけど……。

			「たぶん、同じものでしょう」

			「だとおもうー」

			　ルシアとカヤが揃って肯定する。

			　聞けば、彼女たちを襲った黒い影は、上半身しか地面の上に出してこなかったとのことだが……。それも、だいたいはルシアたちの魔法で始末したとのことである。

			「けっこう始末してやっとレベルアップ、ってことは個々のレベルは低いのかな」

			「でしょうね。だからわたしの偵(てい)察(さつ)スキルでも、事前に察知することができたんだわ」

			　いま志木さんの偵(てい)察(さつ)スキルは、ランク７。

			　低いどころかめちゃくちゃ高いといえるのだけれど、比較対象がぼくたちだからなあ。

			　ちなみに、レベルアップしたのはアリスと志木さんであるらしい。

			「とりあえず、あの影はシャドウと命名しましょう」

			「特に異議はないけど……いや、まあ、いいか」

			「ちなみに、青いトークンを１つ落としたわ。レベル５相当のモンスターじゃないかしら」

			　エリート・オーク相当か。そりゃぼくたちにとっては雑(ざ)魚(こ)だけど、一般人にとっては絶望的な相手だ。異世界に飛ばされた初日、ぼくとアリスが死に物狂いで戦い、かろうじて勝利できた敵なのだから。

			「ほかの場所にもシャドウが現れたとなると……いろいろヤバいね」

			「でも、エリート・オーク程度なら銃で殺せないかしら。……そう願いたいものだけど」

			　志木さんの家族は、避難したとはいえ、まだそう遠くにはいってないだろう。

			　それにあのあたりには、彼女の顔見知りがたくさん住んでいたに違いない。

			　ディアスネグスが薙(な)ぎ払った場所に、彼女の知り合いは……いなかったら、いいなあ。

			　志木さんは、そのあたりのことを極力考えないようにしているのか、つとめて事務的に「まわりのひと、数人、死んだわ」とだけ告げた。

			　たまきのおかげで、シャドウはおおむね始末することができたとも。

			「ただ、慌てて逃げたひとを追っていったシャドウがけっこういて……」

			「それ、まずくない？」

			「かなりまずいわ。だからわたし、投(とう)擲(てき)スキルを上げようと思うの。たまきちゃんと分かれて、シャドウを始末しにいくわ。ごめんね、カズくん、みんな。いまわたしが自分の身を危険にさらすのは、よくないことだとわかってる。それでも、少しでもここのひとたちを守りたいの」

			　そういわれては、止めるわけにもいかなかった。

			　なにせ志木さんの実家はすぐ近くである。シャドウに襲われている者のなかに知り合いもいるとすれば、冷静ではいられまい。

			「くれぐれも気をつけて」

			　万事に慎重な彼女のことだから、だいじょうぶだとは思うけど……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、今回レベルアップしたのは、アリスと志木さんのふたりである。

			　志木さんはスキルポイントを消費し、投(とう)擲(てき)スキルを４に上げた。アリスはスキルポイントが４だから温存だ。

			「ディアスネグスにトドメを刺したら、ぼくたちもそっちに向かうから。無理はやめてよ」

			　そう、念を押しておく。

			　

			　アリス：レベル52　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント４

			聖槍術２（強化槍技２、槍楯技２）

			志木：レベル21　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)３[image: yaji.png]４　スキルポイント８[image: yaji.png]４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻り、消えていく亡霊王を眺める。

			　断末魔の悲鳴をあげて、骸骨の身体が薄れていき……完全にその身が消滅する。

			　だが、それだけだった。宝石が落ちない。無論、誰もレベルアップしない。

			「ちょっと待って、これって……本物じゃ、なかった？」

			『そんなはずはない！　あれが四天王クラスでなくて、どうしていまのわれが必死になろう！』

			　珍しく動揺したシャ・ラウのテレパシーが周囲に飛ぶ。

			　下を見れば、まだ何体かのシャドウが暴れていた。

			　半身が地面に埋まったまま襲ってくるため、アリスたちでも多少、手間取ってしまうようだ。

			　ひとまず、シャ・ラウとの同調を切った。

			　意識が本来の身体に戻り、ぼくは赤い屋根の上から起き上がる。いきなり視点が変わって、少し頭がふらふらする。

			「どういうことだ。もしかして、あの亡霊王までも……囮(おとり)、なのか」

			　だとしたら、本体はどこに。もしかして、いま無防備なこのぼくを狙っている？

			　慌てて周囲を見渡す。不審な気配はない。

			　もっとも、高所から確認すると、あちこちでシャドウが市民を襲っている光景が見えてしまう。いまのぼくには、彼らを助ける術がない。というか、ぼくにはもうＭＰがない。いま襲われたらどうしようもなくて……。

			　なんてことを考えていたら、すぐそばにシャ・ラウが現れた。

			「とりあえず……もうすぐ覚醒も切れるから、いちど送(そう)還(かん)するよ」

			『気をつけよ、主。亡霊王はそうとうな策士とみた』

			「ああ、忠告、感謝する」

			　シャ・ラウをディポテーションし、多少のＭＰを手に入れた。さて、ここでいまぼくを襲わないとなると……。

			「このあたりにディアスネグスの本体はいないのかな。だったら、こんな混乱を引き起こす意味がどこにあるんだろう」

			　ひとりごちる。やはり足止め、なんだろうか。だったらやつの本当の目的は……。

			　東の空を仰(あお)ぐ。いまはビル群に阻まれて見えないその先、東京湾には、巨大な黒い球体が浮かんでいるはずだ。

			「魔王のところ、なのか？」

		

	
		
			第２４１話　亡霊王の行方

			　

			　ディアスネグスがどこに行ったとしても、すぐ追うにはひとつ問題がある。

			　ぼくのＭＰが枯(こ)渇(かつ)しているのだ。

			　いまの状態でふたたび亡霊王と対決したとしても、苦もなくひねられてしまうだろう。

			『なにを唸っている』

			　赤い屋根の上で腕組みしていると、いつの間にか、そばにクァールがいた。

			『街は混乱している。おまえの指示がなければ、皆は動けまい』

			「ディアスネグスの目的を考えていた。クァール、きみはどう思う？」

			　己の名を呼ばれ、黒豹は首をもたげてぼくを見つめた。

			『それは、わたしの名か』

			「え、そうだけど……あれ、結城先輩がそう名付けたって聞いたんだけど、違った？　というか嫌だったか」

			『いや、いい。……そうか、クァール、か』

			　笑っているようだった。表情はよくわからないけれど、しっぽをぶんぶん振っている。

			　やばい、かわいい。

			『それで、ディアスネグスの目的、だったな。あれは、あまりにも魔王という存在に執着していた。それがゆえ、アルガーラフさまがあれを滅ぼすと決断したほどに』

			「じゃあやっぱり、魔王のもとにいったのかな。この騒ぎもすべて、時間稼ぎか」

			『そうであれば、分体まで出す必要はあるまい』

			　ちょっと待って、いまさらっと重要なこといったねきみ。

			「分体、ってなに。さっき倒したディアスネグスのそっくりさんのこと？」

			『さよう。あれはディアスネグスそのものであり、ディアスネグスを構成する存在のひとつである。ディアスネグスは己をふたつに分割し、その片方でおまえたちを襲ったということだ。ゆえにもはや、やつには半分のちからしか残されていない』

			「そういう超重要情報は、先にいってくれ……」

			　ぼくは肩を落とした。

			　見れば、グラウンドでの戦闘が終わっている。あ、ワンさんが崩れた校舎から出てきた。よかった、さすがグレーター・ニンジャのお師匠様、生きていたんだな……。

			　まったくの無傷でスマホを片手に走ってきているって、ほんと元気だなあのご老人。

			「とりあえず、みんなと合流しようか」

			　ぼくはカヤに手を振って、クァールと共にグラウンドに送り届けてもらった。

			　集まった皆に、さっきクァールが教えてくれた分体のことを説明する。つまりディアスネグスは、もう１体いるということを。

			「まだ生きているんですか……！」

			　アリスをはじめ、皆が驚きに目を瞠る。ワンさんも「ふうむ」と腕組みしていた。せっかく倒したと思ったのに、って気持ちは皆、同じだろう。

			「そうなるね。でも亡霊王の相手はあとだ。カヤはアリスを連れて、志木さんの応援に向かって。アリス、カヤのサポート、適当に頼む」

			「は、はいっ！　いってきます！」

			「いってくるね、パパっ！」

			　シャドウに襲われる市民の悲鳴があっちこっちから聞こえてくるけれど、幾多の市民より志木さんひとりの方が重要だ。

			　ふたりを送り出したあと、ぼくたちは改めて、クァールに向きなおる。

			「クァール、改めてきみの意見が欲しい。ディアスネグスは次にどう出ると思う」

			　そう訊ねてみると、黒豹は喉をぐるると鳴らした。あ、ちょっと困っているっぽい。

			「わからなかったら、いいよ。でも思いつきでもなんでも、考えられることはとにかく教えて欲しい。こっちはディアスネグスについて知ってることがほとんどないんだ」

			『やつがアンデッドを創造するにしても、それはマナを消費する行為だ。特に、おまえたちがシャドウと名づけたあれは、そのすべてがマナで形成されている。いくら亡霊王であっても、あれほどのシャドウをつくり出すのは容易なことではないだろう』

			　そうそう、そういう情報が欲しかったんだ。

			「相手はそこそこ追い詰められてる、と考えていいのかな」

			『確信はできないが、その可能性は高い。しかしやつは、策士だ。払った損害に見合う利益を得ていることだろう』

			「今回の場合、その利益っていうのがなんなのか、だよな……」

			　やつが自分の半身と大量のマナを失ってでも手に入れたかったものとは、いったいなにか。

			　ルシアが手をあげて発言を求めた。

			「マナを確保したいのでは」

			「え、どういうこと、ルシア」

			「さきほど、クァールがおっしゃっていたではないですか。６本目の楔(くさび)からこの世界にマナが流れてきていると」

			　あー、そうか、そういえばそうだった。

			　魔王はそのマナを使っているって話だったっけ。で、それが楔(くさび)なわけだ。

			「やっぱり、亡霊王は魔王のもとに行こうとしているのかな」

			「最初はそうだったのかもしれません。しかし亡霊王が、魔王から楔(くさび)を遮(しや)断(だん)する動きがある、と気づいたなら」

			　え、ちょっと待って。いや、あ……あっ、あっ。

			「ワンさん、結界の準備ってもうほとんど整っているんでしたね。魔王を守りたい、加えてマナを得たいはずのディアスネグスにとって、それってすごく困ることでは。もしやつがこっちの狙いに気づいたなら」

			「いま連絡をとりましょう」

			　ワンさんが焦った様子でスマートフォンを握る。

			　と、ぼくたちは白い部屋に行く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきだ。なんでもシャドウを狩りまくったとのこと。

			「わたしも２体ほど倒したわ。相手に見つからないところから、ナイフを投げてね」

			　ちょっと自慢げに、胸をそらしてみせる志木さん。でも、なんだかその目が、辛そうに、動揺するように揺れている。

			「なにがあったの、志木さん」

			「なにもないわ」

			　ぼくは志木さんと睨(にら)みあった。

			　たぶん聞かなくてもいいことなんだろうけれど。

			　これは余計なおせっかいなんだろうけど。

			　それでも、ぼくは志木さんの胸のうちを知りたかった。もし彼女が辛い思いをしているなら、せめて吐き出させてやりたかった。

			　先に折れたのは、志木さんだった。軽く肩をすくめ、苦笑いしてみせる。

			「カズくんのばーか」

			「うん、ぼくはわりと大バカだな。それで？」

			「母も祖母も祖父も、瓦(が)礫(れき)の下敷きになったって。生存は絶望的みたい」

			　皆が息を呑む。

			「隣の通りでトランシーバーを使っているひとの声が聞こえたの。ワンさんのお仲間さんね」

			「隣の通り、って……」

			「わたし、偵(てい)察(さつ)スキルが高いから。かなり離れたところの声も聞こえるのよ。ショックなことだから、まだわたしには伝えたくなかったみたいね。気を利かせてくれたのに残念なことだわ」

			　そういって胸もとで腕を組み、皮肉に唇の端を釣り上げてみせる。

			　ああ、これは、あれだ。

			　彼女は辛いとき、悲しいとき、泣き叫びたいとき、こうして精いっぱいの虚勢を張るのだ。

			「いっておくけど、同情とか慰(なぐさ)めとかは結構よ。わたしは、こっちに戻ってきて真っ先にわたしの家を目指したことを後悔していない。後悔なんて、してあげない」

			「どこまでも……意地を張るってわけ」

			「当然。わたしはやせ我慢が大好きなの。それとも、カズくん。リーダーのあなたが責任もって母や祖父たちを生き返らせて……」

			　そこまでいって、志木さんははっと顔をこわばらせた。

			　自分がなにを口走ったか気づいたのだろう。

			「ごめん、忘れて」

			　ぼくから視線を外した。泣きそうな顔で唇を噛んでいる。

		

	
		
			[image: p_230.jpg]
		

	
		
			　彼女にしては珍しいミスだな。

			　志木さんが本気でぼくを恨んでいるなんてことは、欠片も思っていない。感情のたかぶりを抑えられなかったがゆえの失言にすぎないって、それくらいとうに理解している。

			「お気の毒だとは思うよ。でもね、あえていわせてもらえば、志木さん。ぼくたちは目の前の戦いに勝利しなきゃいけない。どれほど犠(ぎ)牲(せい)を払ってでも、だ。ひょっとしたらきみの家族が死んだのは、ぼくたちが迂(う)闊(かつ)に亡霊王に放たせた、あの一撃だったかもしれないけれど……だとしても、あの１発を放たせたことは後悔していない。あれは勝つために必要だった」

			「ええ、そうね。あなたが戦場で下した決断に文句をいうひとがいたら、わたしが出ていって、思いっきり引っぱたいてあげる。戦場におけるあなたは、常に正しいわ。だから、もし次、同じようなことがあっても……絶対に迷わないで」

			　ぼくたちは、ふたたび見つめ合う。同時にうなずいてみせる。

			　ある意味で同類同士の、意地の張り合いだ。

			　でもいまのぼくや志木さんにとっては、折れないで虚勢を張り続けることが大切なのだった。

			　だってそうじゃないと、ぼくたちはリーダーでいられない。ひとの上に立って、ひとを死に追いやるだけの覚悟を持ち続けられない。

			　もしぼくたちがどちらか片方だけだったら。

			　とっくに重圧に押しつぶされていただろう。

			　どちらかひとりが欠けていても、ここまで来ることはできなかっただろう。

			　だから、きっと。ぼくたちは、ふたりいっしょであることに意味がある。

			　互いに意地を張り続けることに意味があるのだ。

			「地球に心残りがほとんどなくなった、ともいえるわ。生き残っちゃった父には悪いけどね」

			　志木さんは、ぱん、と手を叩く。

			「さて、それじゃ。会議を始めましょう。そっちがワンさんから得た情報、残らず開示してちょうだい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからぼくたちは、ディアスネグスの行方と今後の方策について話し合った。

			　やはり志木さんも、ディアスネグスは魔王の助けになるべく東京湾に展開されようとしている結界の阻止に動いているという意見に賛成のようだ。

			　うーん、でもその場合、いろいろ問題があるんだよな……。

			「ワンさんの組織に裏切り者がいるか、あるいはどこかで情報が抜かれているか」

			「魔法でなんとかして情報を集めたって可能性はないのかな、ルシア」

			　向こうの世界の魔法については、ルシア以外、情報を持つ者がろくにいない。

			　だがその彼女も、「亡霊王の魔法については、まったく」と首を振るだけだった。

			「とりあえず、ワンさんに任せるしかないんじゃないかしら。わたしたちはいまのうちにシャドウを倒して、せいぜい経験値を溜めるとしましょう」

			「ここにきて経験値稼ぎとか……」

			「でも、この白い部屋っていちばん会議に便利だもの」

			　志木さんはくすりとする。

			　いやまあ、その通りだけどさ！

			　

			　たまき：レベル52　剣術９／肉体９　スキルポイント４

			重剣術２（強化剣技２、破竜斬２）

		

	
		
			第２４２話　真の敵

			　

			　もとの場所に戻って、ワンさんの話の続きを聞く……前に、ワンさんは話を止めて「ほう」と声を漏らした。

			「どなたかレベルアップしましたね」

			「わかりますか、白い部屋にいったの」

			「一瞬で意識が切り替わりましたよ」

			　やはり、わかるものか。さすがは啓子さんのお師匠様だ。

			　と、このタイミングでワンさんのスマートフォンに連絡が入った。

			　ワン老人は、ふたこと、みこと会話して通話を切る。

			「特殊なちからの流れを探知したそうです。敵の使い魔がそこら中に潜(ひそ)んでいたようですね」

			「使い魔……」

			「小型の使い魔です。骨のネズミ、といっていましたが」

			　なるほど、ぼくが使うカラスよりも小型の使い魔が存在するということか。

			　それらが広域に展開し、ワンさんたちの行動を監視していた。

			　ディアスネグスは、それゆえに魔王を巡るワンさんたちの陰謀を探知できたということだ。

			　白い部屋で予想したことが、こうも早く判明するとはね。

			　それにしても、骨のネズミとはね。たしかに暗がりに隠れるには好都合だろうけど、存在さえ把握してしまえば、殲(せん)滅(めつ)はそう難しく……ああでも、敵の数が問題か。

			「そちらに人手をまわす必要がありそうですね。作戦の開始を遅らせる必要があるでしょう」

			「それだけでも、あいつにとっては有利な結果ってことですね」

			「悔しいですが、そういうことになります」

			　多数の部下を使(し)役(えき)する召喚士を敵にまわした場合の厄(やつ)介(かい)なところだ。

			　これまで、ぼくがやりまくった戦術なんだけど。

			「まるでカズが敵にまわっているかのようですね」

			「わかっていても、少し傷つくぞ」

			　ルシアは口の端をわずかに釣りあげ、悪戯っぽく笑った。あまり表情が変わらないけれど、これはぼくをからかっているんだな。

			「カズはそれだけおそろしいちからを持っている、ということです」

			「自覚はあるよ。問題は、同じことを四天王がやったらもっとずっとおそろしいってことだ」

			「はい。本来の四天王のちからは、わたしたち全員を合わせたよりも強大なのですから」

			　ワンさんによれば、いちおう結界魔法で使い魔を防ぐことは可能であるらしい。

			　ただ、すべての場所で結界魔法を張っていてはキリがないため、どうしても盗み聞き対策などには限界があったとのこと。今後は気をつける、という話だが……。

			「人員配置を大幅に変更し、結界の起点となるポイントも移動させます。これで、ある程度は対応できるはずです」

			「そのためにかかる時間は」

			「夕刻には、なんとか」

			　ぼくは胸もとに仕舞っていた腕時計に視線を落とした。

			　このごついミアの腕時計は、あれだけの戦いのあとにもかかわらず、正常に機能している。

			　いまの時間は、午後３時くらい。日没は午後５時半くらいだったと思うから、２時間半後ってところか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２度ほど白い部屋にいった。

			　アリスとカヤが志木さんに追いついて、シャドウを狩る数が大幅に増えたみたいだ。

			　別の場所にいたたまきを含め、合計で25体から30体くらい倒したといっていた。

			　まず志木さんがレベルアップし、次にぼく、それからルシアとカヤだ。志木さんは投(とう)擲(てき)を５に上昇させた。

			　

			和久：レベル62　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント４

			強化召喚６（使い魔強化６、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少３）

			　ルシア：レベル52　火魔法９／水魔法９　スキルポイント４

			火水合成魔法２（コールド・インフェルノ２、ウォーター・フレア・シールド２）

			志木：レベル22　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)４[image: yaji.png]５　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			カヤ：レベル54　風魔法９／射撃９　スキルポイント３

			風射術３（強化射技３、自在弾３）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ある程度、シャドウの掃除が終わったところで全員が合流した。

			　ワンさんの手配した10人乗りのワゴン車にクァールともども乗り込み、湾岸部に向けて移動を開始する。

			　この車全体に隠(おん)密(みつ)の結界が張られているため、探知の類(たぐい)はできないだろうとのことだ。

			　ぼくたちを乗せたワゴン車は、とあるトンネル内部の封鎖された脇道へ入り、そこで車を乗り換えた。もし追跡があっても、これで完全に撒けるだろう。

			「秘密の地下道って、本当にあるんだなあ」

			「そう長い道でもありませんがね」

			　ワンさんは笑う。政府の許可でもないと入れないだろう道をさくっと使っているわけだから、きっとこのひと、かなり偉い立場なんだろう。

			　いっけん、ただの好(こう)々(こう)爺(や)だけども。

			「ところで、あの亡霊王という存在が魔王と直接合流しないのは、なぜなのでしょうね」

			　その彼が、まるで世間話のように訊ねてくる。

			「あれは……魔王って存在は、たぶん四天王にとっても会話とか交(こう)渉(しよう)とかができる相手じゃないんじゃないかな。違うか、クァール」

			『さよう。ゆえにわが主は、離反を決意した』

			　クァールのテレパシーに運転手が驚いたようで、ちょっと車が揺れた。もともと落ち着かない様子だったクァールが、その全身をびくっと震えさせる。

			　運転手が謝るものの、黒豹の魔物は少し不機嫌になってしまった。

			「車は好かないか。ごめんな」

			『これを用いての移動が必要なことは認識している。問題ない。あと、怯(おび)えてはいないぞ』

			「そ、そうか。わかった、じゃあそういうことで」

			『本当に怯(おび)えてないぞ』

			　あ、みんな懸命に笑いを堪えている。カヤだけは、シートから身を乗り出して窓の外を興味しんしんで眺めているけども。

			　彼女にとってはなにもかもが物珍しいだろうからなあ。

			　いちおうは親として、少しは観光させてやりたい。

			　でも、そんなことをしている時間は、もうないだろう。

			「だいじょうぶだよ、パパ」

			　はたしてぼくは、カヤの隣に座り、カヤの顔を見ながら、どんな顔をしていたのだろう。

			　わが賢明なる娘は、ぼくを見上げてにっこりする。

			「カヤはね、パパといられるいまが、とっても嬉しいんだから」

			　ぼくは思わずカヤを抱きしめて、「ぼくもだ」といった。

			「おまわりさん、こっちです」

			「だからもうそれいいから志木さん」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ワゴン車は首都高にあがった。

			　車に取りつけられたテレビの画面に、渋谷の惨状が映し出されている。いまの時間、どこも緊急ニュースをやっているらしい。

			　倒壊したビル群。市民に襲いかかるスケルトンやシャドウ。あまりにも刺激的な光景を、上空のヘリから撮影している。

			　幸いにして、ぼくたちの姿はなかった。検閲されたのかもしれない。

			　だとしたら、こうしておおさわぎしていること自体もカモフラージュなのかも……うん、ワンさんの組織なら、それくらいやりそうだ。

			　魔王の出現により、羽田空港は現在封鎖されている。

			　魔王自身は浦安の南の海に浮かんでいるから、羽田から飛べばすぐ、とのことだ。

			　で、さっきからカヤがクァールを構っている。どうやら肌ざわりが気に入ったようで、「わんちゃん、わんちゃん」と首に抱きつき、頬ずりしていた。

			　黒豹の魔物だから猫科なんじゃないかな……。

			　クァールは最初こそ嫌そうにしていたが、途中であきらめたのか、「鬚にだけは触るな」といったきり椅子の上でじっとカヤの暴虐に耐えていた。

			　カヤの手が喉の下を撫(な)でると、気持ちよさそうにごろごろと鳴いたあと、はっと正気に返ったように首を振る。

			『なんでも、ないぞ』

			「そうね、なんでもないわね」

			　笑いを堪える皆のなかで、志木さんがかろうじてそう答えた。クァールはぶぜんとするも、カヤを強引に引きはがそうとはしない。

			『おまえたちのボスの娘を無下にできないというだけだ』

			「そいつは、すまないな。悪いけど、もうしばらく子守りを頼む」

			　睨(にら)んでくるクァールをスルーして、ぼくたちは打ち合わせを続けた。

			　車は羽田空港に向かっていたのだが……ワンさんは、打ち合わせに混ざりながらスマートフォンの画面をちらり、ちらりと見ている。

			　アプリで彼の組織の仲間がどう動いているか、その情報を確認しているとのことだ。

			「ＳＮＳとかは、使わないんですか」

			「ああいったものは、運営側にデータを抜かれていますからね。検討はいたしましたが」

			　と、そんな彼の顔色が変わった。

			「仲間の部隊に対して、動く骸骨の襲(しゆう)撃(げき)があったようです。非常に強力な個体が混ざっていたとのこと。一班が現在、逃走中。お手伝いいただけますか」

			「どこですか」

			「梅屋敷のあたりです」

			　ぼくたちは顔を見合わせた。地理がわからないぞ……と、ワンさんが慣れた手つきでスマートフォンを操作し、グーグルマップを表示してくれた。

			「近いですね。でもこれ、住宅地なんじゃ……」

			「東京ですからね。どこも住宅地ですよ」

			　ワンさんが平然という。つまり、住宅地でドンパチしていいってお墨つきを貰ったわけか。

			「行きましょう」

			　志木さんがいった。

			「相手の意図がなんであるにせよ、結界を守っていれば自然、ディアスネグスと対決することになるわ。いまのわたしたちにとって最悪なのは、魔王と亡霊王を同時に相手にすることよ」

			「その通りだね。これが誘いの可能性はあるけど」

			「なら誘い出されてあげましょう。カズくん、ＭＰはなんとかなりそう？」

			　ちらりとミアの腕時計を見た。あれから１時間近くが経過している。

			「ディポテーションでひととおり送(そう)還(かん)してるからね。なんとかなると思うよ」

			　車が路肩に停止する。ぼくたちとワンさんは車を降りた。

			　ワンさんは運転手に「あとは彼らと行動します。あなたは戻ってください」と告げる。

			「いっしょに来るんですか。危ないですよ」

			「あなたがたが迷子になってはいけませんからね」

			「ぼくたちみんな、啓子さんじゃないんですから」

			　ワンさんは、「まったくですな」と呑(のん)気(き)に笑う。

			「心強いですけどね。それじゃ、お願いします」

			　ぼくたち６人とクァール、それからワンさんの７人と１匹が空に舞い上がる。

			　西の方で爆発が起きていた。

		

	
		
			第２４３話　梅屋敷の決戦

			　

			　交差点で車が玉突き事故を起こしていた。大騒ぎになっている。興奮した人々の話を総合すると、数体のスケルトンがものすごい速度で１台のワゴン車を追いかけていったとのこと。

			　車を追いかけていたスケルトンたちは、みんな骨の馬に乗っていたという。そのカーチェイス、いや車と骨の馬のチェイスに多くの車が巻き込まれたようだ。

			　いろいろとシュールである。しかもその馬、馬の下半身に人間の上半身だったとの話で……つまりケンタウロスのスケルトンか。

			「さっさと追いつこう」

			　ぼくたちは交通事故を横眼に眺めながら、上空を飛ぶ。ときどき、ぼくたちに気づいたひとが上を向いてなにか叫んでいるが、全部無視である。

			　ユーチューブに映像があがったりしたら、ワンさんの組織があとで削除してくれるだろう。

			　しばしのち、ぼくたちはカーチェイスの現場を見つけた。

			　本当に骨のケンタウロス・スケルトン部隊だ。

			　５体のケンタウロス・スケルトンには、いずれも人型のスケルトンが騎乗している。

			　ケンタウロスのスケルトンが走りながら弓に矢をつがえ、射る。前方のワゴン車が慌ててハンドルを切り、ギリギリのところで矢をかわす。

			　タイヤがアスファルトをこすって、けたたましい音を立てる。矢を避けたことでスピードが落ち、スケルトンとの距離が縮む。

			　そこに馬上のスケルトンが光のビームを放ち……。

			　もうダメか、というその一瞬。ワゴン車の後方に虹色の光のカーテンが出現した。

			　光のカーテンがビームを弾く。

			　でも無傷とはいられなかったようで、ぼんっ、と車の後部が爆発を起こした。ワゴン車は激しくスピンしている。

			　神業的なテクニックでまわりの車を回避しているものの、このままじゃ大事故だろう。

			「カヤ、たまき！　止めてこい！」

			「うん、おっけっ」

			「たまきママ、いくよっ」

			　ぼくの指示通り、カヤがたまきの手をとってディメンジョン・ステップで消える。

			　次の瞬間、ふたりはワゴン車の前方にワープアウトしていた。たまきが「よっしゃーっ」と声をあげ、回転するワゴン車に立ちふさがり、両手を前につきだして……。

			「ぬおおおおりゃああああっ」

			　ごすっ、とすごい音がした。たまきは、車体をがっしりと捕まえてその動きを完全に静止させている。ワゴン車のエアバッグがふくれあがっていた。

			「ワンさんの組織って後部座席でもシートベルト、徹底してます？」

			「なに、だいじょうぶでしょう。内部で結界を張っていたようですので」

			「結界って、慣性の法則とか……ああ、まあ魔法って普通に慣性とか捻じ曲げますもんね」

			　グラビティとかそのへんの魔法、アインシュタインさんに正面から喧嘩売ってるしなあ。

			「それじゃ、打ち合わせ通りに」

			「ええ、カズくんたちも、気をつけて」

			　ぼくは今日何度目かの神翼使徒ペヌーザを召喚し、バフをかけてアリスと共に送り出した。あの骨たちの強さはかなりのものだろうが、アンデッドに強い彼女たちなら問題ないだろう。

			　ルシアとぼくは、ふたりのあとを追いかける。

			　志木さんとワンさん、クァールはそのさらに後方だ。高度をとっていると魔法で狙われかねないので、適当なところで地上に降りてもらう手はずになっていた。

			　さて、これで……相手はどう出てくるか。

			　なにせ策士とおぼしき亡霊王だからなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いま見えている敵は、全部で10体。うち５体はケンタウロス型のスケルトンで、背に人型のスケルトンを乗せている。

			　人型のうち２体はぼろぼろのローブをまとっているから、魔法使い系だろう。

			　さっき使ってきた魔法を見るに、どちらもハイウィザード・スケルトンと見て間違いない。そうなると残りの３体は、スケルタル・ゴッドブレイカーか。

			　さっきと似たような構成だけど、ケンタウロス型の強さが問題だなあ。

			「ケンタウロス・スケルトンですが、弓の腕はすさまじいのひとことですね」

			　ルシアがいった。

			「え、でも、さっき矢を外したよね」

			「あれはおそらく、ワン殿の仲間が動く箱のなかで魔法を使ったのでしょう」

			　ルシアにはそれが見えたのか。魔法の専門の教育を受けてきただけのことはある。

			「ですが、メキシュ・グラウとは比べるべくもありません。恐れることはないかと」

			「そりゃまあ、神兵級と比べたらさすがに」

			　敵の群れにアリスとペヌーザが斬り込んでいく。対アンデッド魔法をぶちこみながらの攻撃に、スケルトンたちは必死で反撃するも……。

			　カヤとたまきがワープで参戦したあたりで、すでに実力差は明らかだった。

			　武器スキル９相当のゴッドブレイカーも、実質スキル10クラスにまで腕を上げたいまのアリスやたまきにとってはさしたる難敵ではない。

			　ペヌーザも戦力的には同レベルだから、そりゃまあ彼女たちに敵う相手など、もはや四天王クラス以外には存在しないはずである。

			　ぼくとルシアは少し離れた地面に降りる。

			　すでに周囲の人々は逃げ去り、無人の商店街となっていた。志木さんたちのグループは、止まったワゴン車に駆け寄り、ワンさんの仲間の安否を確かめようとしている。

			　戦闘が終わってからでもいいんだろうけど、あっちの行動にも意味があるのである、が……。

			「来た、かな」

			　２度目、だからだろうか。なんとなく、気配を感じた。ルシアとうなずきあう。

			「いまっ」

			　背中で志木さんが叫んだ。ぼくとルシアは弾かれたようにその場から飛び退く。

			　アスファルトを突き抜けた幽霊の身体が、一瞬前までぼくたちのいたあたりに出現していた。

			「同じ手は２度もきかないよ、ディアスネグス」

			『さて、どうかな』

			　え？　と思う間もなく、ディアスネグスの身体が霞のように揺らぎ……かき消えた。

			　これはまさか……幻？　じゃあ、本当の亡霊王は。

			　その答えは、すぐに出た。

			　背後で志木さんの悲鳴があがる。振り返れば、ビルの壁から現れたディアスネグスが志木さんとワンさんに襲いかかるところだった。

			「ちょっと、なんでわたしを狙うのよ！」

			『きさまらが大切に守る対象、そこから始末しようということだ』

			　志木さんが「そう」と不敵な笑みを浮かべる。

			「じゃあ、これはどうかしら」

			　彼女は隠し持っていた虹色の宝石を掲げた。蓄魔石だ。さっき、白い部屋にいったとき、追加でミアベンダーから手に入れていたものである。

			　志木さんが蓄魔石を手前にかざす。

			「トランスポジション」

			　魔法が発動する。志木さんが消え、入れ替わりに神翼使徒ペヌーザが出現した。

			　ペヌーザは、迫る亡霊王めがけていましも魔法を発動しようというところであった。

			「バリア・ブレイク」

			　青白い輝きが亡霊王の膨大なバフをまとめて消滅させる。

			　３度目ともなれば、警戒されるだろう。だから少しばかり策を弄させてもらったのだ。

			　無論、こうならない場合のことも考えてはあったが……。

			　どうやらディアスネグスとの知恵比べ、その第１ラウンドはこちらの勝ちのようだ。

			　己にかかった数千の防護魔法をいちどに剥(は)ぎ取られて、亡霊王は怒り狂っている。

			『ならば、まずは邪魔なこの使い魔だけでもっ』

			「そうはいきませんね」

			　そこで、すっと前に出たのはワンさんだった。

			　ディアスネグスがほんのわずか動揺する。レベルすら持っていない、向こうの世界の住人でも使い魔でもマレビトでもない老人が、まさか自分の前に立つとは思っていなかったのだろう。

			　だがそれも一瞬で、亡霊王はいっそう激昂した。

			『われを馬鹿にするかっ』

			　突き出された右手の掌から黒いなにかが発射された。渋谷近傍を破壊し尽くしたあの一撃だ。

			「馬鹿にしてなど、いませんよ」

			　だがワンさんは、その致命的な攻撃を前にしても慌てない。ディアスネグスの髑(どく)髏(ろ)の眼窩を冷静に見つめ、すっと右手を掲げる。

			　そこには、さっき志木さんが使ったものと同じ虹色の宝石がある。

			『なっ』

			「むしろ、あなたが侮るからこそ、わたしがここにいる意味がある」

			　そう、これこそが攻防戦の第２ラウンドだった。

			　普通に戦っていては、このこざかしく立ちまわる最強の敵を倒せない。

			　ならばこちらから隙を見せて、懐深くに誘いこむしかない。

			　志木さんとワンさんが後ろに無防備でいれば、ディアスネグスは、必ずやふたりを狙ってくるに違いない。そのとき、もしワンさんがアタッカーになることができるなら、さすがのディアスネグスも、守りを忘れて飛びこんで来るに違いがないのである。

			　なにせ、普通に考えてこんなにおいしい獲物はいないのだから。

			　カモがネギを背負ってやってくるようなものなのだから。

			　そう、相手がただの老人ならば。

			『それひとつで、なにができる！』

			　黒いオーラが扇状に広がる。普通なら反応することも叶わぬ超スピードの一撃だ。

			　ぼくたちの誰も、これにタイミングを合わせることなどできはしない。

			　でもここにいるのは、ワンさんだった。グレーター・ニンジャのお師匠さまだった。

			　彼は落ち着いて、宝石のちからを解放する。

			「リフレクション」

			　虹色の宝石が輝きを放つ。

			　ワンさんの前方に出現したバリアは、ジャストタイミングで黒いオーラをはじき返し……。

			『馬鹿なっ、そんな、ことがっ』

			　驚愕する骸骨の幽霊の全身に己の放った致死の攻撃が直撃し、大爆発が起きた。

		

	
		
			第２４４話　志木さんの復讐

			　

			　渋谷区の戦いのあと、志木さんに頼まれたことがある。

			「わがままをいっているのは、わかっているわ。でも、今回だけはわたしにも戦わせて。自分の手で母たちの仇をとりたいの」

			　彼女はディアスネグスによって母と祖父と祖母を失った。

			　唯一、生き残った父にはひとことも告げることなく、この地球から去ることになるだろう。

			　だからこそ、と胸もとに手を当てて、志木縁子はいう。

			「考えたの。わたしはこの憎悪を引きずったまま、向こう側の世界に戻っていいのかって。ほんの少しでも、亡霊王退治に貢献できることはないかって。幸いにして、わたしには偵(てい)察(さつ)スキルがあるわ。誰よりも早くディアスネグスの奇襲に反応できる。これは、わたしだけの利点よ」

			　だから自分を囮(おとり)として使って欲しい、と彼女はいった。ベストを尽くすために。

			「それとも、カズくん。あなたは復讐なんてくだらないと思うかしら？」

			「ぼくにそれをいうかな……。というかマウントとりに来るのやめて欲しいんだけど」

			「ごめんなさい。でも、あなたならわかってくれると思ったから」

			　ぼくの復讐は、ぼく個人に対してのものだ。彼女は肉親の死が引き金となった。

			　そこになんの違いがあろうかといわれれば……いまのぼくに否定できる材料はない。

			「わかったよ。でも」

			　ぼくは傍らで目を細めて話を聞いていたワンさんを見た。

			　ワンさんが、眉(まゆ)の片方を釣り上げる。

			「志木さんを守っていただけませんか」

			「なんのちからもないこの老人に、なにができますか」

			「なら、あなたにちからを与えます」

			　いいだしっぺの志木さんとしては、ワンさんまで危険な目にあうことには反対だったようだが……最終的には、これがいちばん効果的だと納得してくれた。

			　結果、いまがあった。

			　策士の亡霊王は、己の最大最強の魔法をリフレクションで反射され、その身に浴びることとなったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　激突の余波で建物が倒壊する。黒い破滅の波が青空に吸い込まれるなか、亡霊王の絶叫が響き渡る。土煙があがり、視界を塞ぐ。

			　たったの一撃で街を半壊されたあの黒い波を受けて、よもや倒せなかったということもあるまいと思ったが……神翼使徒ペヌーザは、土煙のなかに飛び込んでいった。

			　彼女が反応したということは、まだ亡霊王は生きているのか。

			「ペヌーザ！」

			　ぼくは使い魔覚醒を使用する。アンデッドを滅ぼすことにかけては、彼女が最強だ。そこにぼくの全ＭＰを注ぎ込む。

			　ちらりと背後を振り返れば、アリスとカヤが的確にスケルトンたちを追い詰めていた。たまきが、打ち合わせ通りこちらに戻ってくる。

			「たまき、ペヌーザに加勢してくれ。役目はわかっているな」

			「まかせてっ」

			　たまきはアリスのホーリー・ウェポンがかかった剣を手に土煙のなかへ躍り込んだ。

			「ほう、これは」

			　ワンさんが土煙のなかに目をこらし、感嘆の声をあげる。あのなかの戦いが見えているというのだろうか。さすがというほかないけれど……。

			「どうやら、天使殿とたまき殿は意地でも敵を逃がさないようにと、拘(こう)束(そく)を重視しながら戦っているようです」

			「わかりました。ルシア。最強の攻撃魔法、ぶっぱなす用意を」

			「はい」

			　強い風が吹き、土煙が晴れる。ペヌーザの魔法の余波のようだ。

			　戦場の様子があらわになる。

			　使い魔覚醒によって全身赤く輝いたペヌーザは、白く輝く鎖のようなものを生み出し、幽霊のようなディアスネグスの四肢を拘(こう)束(そく)しようとしていた。

			　無数の鎖が蛇のようにのたうち、次々と亡霊王にからみつく。亡霊王はなんとか拘(こう)束(そく)から逃れようと、必死で魔法を放ち続けるも……鎖は頑(がん)丈(じよう)で、かつペヌーザは相手の攻撃を半透明のシールドではじき返し続けていた。

			「いっくわよーっ」

			　たまきが襲いかかる。霧の身体が輝く剣によって切り刻まれた。亡霊王の悲鳴があがった。

			『どけ！　われは魔王さまのおちからとなるのだ！　このようなところで！』

			　ディアスネグスは、四天王の一角たる最強クラスの魔物は、みっともなく暴れ続ける。

			　ガイコツの顎がカタカタと鳴る。髑(どく)髏(ろ)の眼窩の奥で輝く赤い光が、悲鳴をあげるように明滅していた。

			　その強大なちからが失われつつあるのか。そのうえでなお、あがき続けようというのか。この魔物の、魔王に対する忠誠心は、それほどに高いということか。

			　ならばこそ、こいつだけはここで滅ぼす必要があるのだが……。

			『舐める……なあっ』

			　ペヌーザの拘(こう)束(そく)が緩んだその瞬間、ディアスネグスは近くのビルの壁面に飛び込む。

			「たまきっ！」

			「任せてーっ！　マキシマム・ウルトラ・ゴージャスデラックス！」

			　よくわからない必殺技名とともに、破竜斬が放たれる。

			　標的は、亡霊王が壁に溶けたビルそのものだ。

			　黄金の輝きを伴ったたまきの一撃はビルそのものを粉々に破砕し、さらに内部のすべての物質に甚大なダメージを与えた。

			『馬鹿な、馬鹿なあっ』

			　苦(く)悶(もん)しながら、霧の亡霊が飛びだしてくる。

			　風に吹き飛ばされるようにくるくる回転し、霧のその身をまき散らしながら、それでも亡霊王は執念で逃げようとするも……。

			「ルシア。いけ」

			「コールド・インフェルノ」

			　冷気をまとった黒い炎が、螺旋を描いてルシアの掌から飛び出す。

			　実戦では初めて使用する、火水合成魔法だ。しかもその威力は、10倍まで高められている。

			　黒い炎が、もはや虫の息となったディアスネグスに衝(しよう)突(とつ)した。幽体が凍りついたように硬直し、続いてその末端から燃えあがっていく。

			『馬鹿……なっ。われが滅ぼされる……など……っ』

			　ディアスネグスは、ぼくたちを睨(にら)む。瞳(ひとみ)のかわりの赤い光が、しゅっとしぼむ。

			『そうか。おまえたちは、ヒトであったな。経験し、成長するモノであったな』

			　ああ、そうだ。ぼくたちは戦って経験値を得るだけじゃない。いちど食らった戦法は対策するし、常に相手の裏をかくため全力を尽くす。

			　亡霊王、おまえは策士であったかもしれないけど……それはきっと、生前の努力の結果とか、そういうものなのだろう。

			　死後のおまえは、アップデートされないコンピュータのようなものなのだろう。

			　ひょっとしたら、おまえの魔王に対する妄執も、そのアップデートされないまま強固に凝り固まった精神のせいなのかもしれない。

			『魔王……さま……っ』

			　断末魔の悲鳴があがり、その身が消滅していく。

			　白い宝石が、地面に転がる。今度こそ、本当に亡霊王ディアスネグスがちから尽きた瞬間だった。背後の戦闘音を聞くに、向こうの戦いもほぼ同時に終わったようである。

			　と……そこでぼくたちは、白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			「終わった、わね」

			　志木さんがため息とともに、その場で尻(しり)もちをつく。ちからなく笑って、ぼくを見上げる。

			「少し、疲れちゃった」

			「あれほどの相手に狙われたんだ、無理もない」

			「それもあるけど、ね。母たちの仇を討てたんだ、と思うと。肩の荷が下りた気がするわ」

			　そうか、とぼくはうなずいた。彼女の感情は、彼女にしかわからない。少しでも志木さんが救われたなら、それはぼくにとっても嬉しいことだ。

			　志木さんは天井を見上げる。白い、真っ白い天井だ。

			「これでもう、こっちで思い残すことはない、かな。せいぜい、もう少しレベルアップしておきたかったくらいね。このレベルじゃ、さすがに魔王戦は……」

			「無理だね。魔王はきっと、四天王よりも、さらにずっとレベルが高いんだろう。魔王も、モンスターやぼくたちと同じようなシステムで動いてるっぽいし」

			　もっとも、魔王が手に武器を持って襲ってきたりはしないだろうけど。

			　そのあたり、未だにこのシステムはよくわからない。

			「まったく同じシステム、とは限らないわ。なにせこのシステムは、わたしたちに最適化されすぎているもの」

			「そうだね。このシステムは、まるでぼくたちに合わせて構築されたかのようにぴったりフィットしている。正直、未来のぼくがつくったっていわれても……」

			　ふと、気づく。なにかが頭の隅にひっかかった。考え込む。

			　いや、そうか。いまさらだけど、理解したような気がする。

			　ぼくはひとりでＰＣの前に向かい、キーボードを叩いた。

			『きみはミアか』

			　ひと呼吸置いたあとに返答が来た。ＮＯ。

			『きみはミアにつくられた存在か』

			　答えは、ＹＥＳだった。

			　ぼくの異様な様子に、いったいなにごとかと後ろで見守っていた皆が息を呑む。

		

	
		
			[image: p_259.jpg]
		

	
		
			　

			◆　◆　◆

			　

			「カヤ、きみはこのこと、知っていたのか。ええと、この白い部屋の主をつくったのがきみのママだってこと」

			　愛娘は、「んっ」と元気に右腕をあげる。

			　知ってたかー、そーかー、うーん。適切に質問すれば、教えてくれたのかな……。

			　ちなみにＰＣは、それ以上の情報を提供してくれなかった。

			「どういう経緯か、知っているか」

			「ママは、かこと、みらいに、ひろがりました」

			「過去と未来に……意味はわからないけど、すごいことになったのは理解したよ」

			　カヤから聞き出したことをまとめると、以下の通り。

			　ミアはあの空間を支配する者たちとの意思疎通を優先して、己を変化させた。

			　その結果として、ぼくたちとはちょっとばかり形態が違う存在になったという。

			　それは、時間と空間を等価としてひろく展開する連続体であるらしい。

			　ゆえに彼女は、過去にさかのぼり、この白い部屋システムの根幹を設計した。

			　最初からそのようになっていたのか、彼女がそれを選んだからこそぼくたちは白い部屋に来ることができたのか……そのあたりはさっぱりわからなかった。

			　というか、カヤは自分のいっていることをよく理解していないようだった。昔、ミアがいっていたことを思い返しながら、ミアの言葉をオウム返しに語っているだけのようだ。

			「ミアは、いまこの部屋を、ぼくたちを見ているのかな」

			「さー？」

			「そうか。……ミアに会いたいよ」

			　思わず、ぽつりと漏らしてしまった。ため息が出る。カヤは、座っているぼくの頭に背伸びして手を乗せ、よしよしと撫(な)でてくれた。

			「パパ、いーこいーこ、です」

			「カヤは天使だな」

			「いーえ。カヤは、むすめです！」

			　えっへんと胸を張るカヤ。うちの娘は、本当に天使である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、どうやらこの情報についてはここまでのようだ。気持ちを切り替えよう。

			　今回、レベルアップしたのは全員だ。特に志木さんはいっきにレベルが３つもあがり、レベル25になったという。

			　ぼくは強化召喚を７にし、使い魔強化と使い魔維持魔力減少を上げた。

			　アリス、たまき、ルシア、カヤもそれぞれ己の派生スキルを上昇させた。カヤの場合、自在弾は３で打ち止めのため、新たに破壊弾１を取得している。

			　志木さんはポイントを温存だ。

			　ディアスネグスは始末した。やるべきことはやった。

			　あとはもう、魔王に立ち向かうだけである。

			　

			和久：レベル63　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			強化召喚６[image: yaji.png]７（使い魔強化６[image: yaji.png]７、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少３[image: yaji.png]４）

			　アリス：レベル53　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法９　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			聖槍術２[image: yaji.png]３（強化槍技２[image: yaji.png]３、槍楯技２[image: yaji.png]３）

			　たまき：レベル53　剣術９／肉体９　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			重剣術２[image: yaji.png]３（強化剣技２[image: yaji.png]３、破竜斬２[image: yaji.png]３）

			　ルシア：レベル53　火魔法９／水魔法９　スキルポイント６[image: yaji.png]１

			火水合成魔法３（コールド・インフェルノ２[image: yaji.png]３、ウォーター・フレア・シールド２[image: yaji.png]３）

			志木：レベル25　偵(てい)察(さつ)７／投(とう)擲(てき)５　スキルポイント７

			カヤ：レベル55　風魔法９／射撃９　スキルポイント５[image: yaji.png]０

			風射術３[image: yaji.png]４（強化射技３[image: yaji.png]４、自在弾３、破壊弾０[image: yaji.png]１）

		

	
		
			第２４５話　魔王討伐１

			　

			　太陽が間もなく沈もうとしていた。

			　閉鎖された羽田空港の滑走路から、ぼくたちは夕焼けの空に舞い上がる。

			　カヤが下を向いて、ワンさんに「ばいばーい」と手を振っていた。

			　魔王を倒したあと、もういちどここに戻ってくるんだけどね。

			　ワンさんの隣に立つ少女を見下ろす。志木さんには待機してもらうことになったのだ。

			　仕方がないことだった。いっきにレベルアップしたといっても、彼女はやっとレベル25。レベル53のアリスたちと比べると、半分以下なのであるから。

			　彼女にいま、死んでもらうわけにはいかない。向こう側の世界で、まだまだやってもらわなきゃいけないことがある。

			『カズよ』

			　傍らを飛ぶクァールからテレパシーが入った。

			『主から連絡が入った』

			「いまになってか」

			『やはり、あの魔王を中心として向こう側との門が開いているようだ。それはほんのわずかな穴にすぎないが、魔王はそこを通して魔力を得ることで、あの巨体を存在させているらしい』

			　ワンさんがいっていた、世界の裂け目か。間もなくワンさんの仲間が発動させる境界結界によって、そのつながりは断ち切られるはず。

			　つまりせっかく再開されたクァールと彼のいう主、すなわち黒翼の狂狼アルガーラフとの電波的なつながりも、あとわずかだ。

			「アルガーラフはどうしている。こっちに援軍を派遣とか、できないのか」

			『主はいま、楔(くさび)の維持に全力を注いでいる』

			「楔(くさび)の……維持？　つまりアルガーラフががんばらないと、学校の山の楔(くさび)は……」

			　あの楔(くさび)が破壊されれば、ぼくたちが戻るべき向こう側の世界は滅びを迎える。

			　アルガーラフは、配下のモンスター軍団のためにも、いまぼくたちと一蓮托生であった。

			『日が沈むまで』

			「なに？」

			『この場所の時間で日没までが限界だと、主はおっしゃられた』

			「それは……アルガーラフが楔(くさび)を支えることが、だよな。どうすれば楔(くさび)を守ることができる」

			『楔(くさび)の終端から魔力を吸い続ける存在を討伐せよ、と』

			　クァールは前方に浮かぶ直径数キロの巨大な黒い球体を見る。

			　東京湾に浮かぶあまりにも非現実的な大規模構造物、魔王。

			「どのみち、いまからやるところだって返しておいてくれ」

			『すでにお伝えした』

			「話が早くて助かるよ」

			　いまの話、ワンさんが語っていたこととだいたい一致する。ディアスネグスの行動とも。

			　あの亡霊王は、時間を稼ぎアルガーラフの努力を無駄にするべく策謀を巡らせていたのだ。

			　ともあれ、亡霊王の野望も潰えた。あとは魔王を倒すだけだ。

			　ふっ、と全身が冷たくなるような感覚に襲われた。

			「結界が展開されたようです」

			　ルシアが告げる。これで魔王と楔(くさび)とのリンクは切れたはず、だけど……。

			　彼方に浮かぶ魔王を見れば、その巨体がぶるりと震えたように思えた。

			　それは錯覚だったのかもしれない。

			　しかし、結界の展開に対して相手がリアクションを起こしたのはその直後だった。

			　唐突に、なんの前触れもなく、魔王の周囲に空飛ぶクラゲが姿を現した。

			　ほかでもないフライング・ゼリーフィッシュだ。

			　ただし、その数は……。

			　少なくとも、数万。前方の空いちめんに、あのクラゲの化け物が浮かんでいる。夕焼けに染まった半透明のその集団は、あまりにも毒々しいオレンジ色に輝いていた。

			「これは」

			　ルシアが呆然と呟(つぶや)く。

			「これが、魔王」

			　彼我の戦力差については、ある程度わかっていた。それが途方もないものであることも理解していた。そのつもり、だった。

			　まともに戦っては駄目でも、作戦次第でやりようはあると思っていた。これまでだって、なんとかしてきたのだ。今回もなんとかなると、そう信じてきた。

			　だけど、これは。目の前に展開されるこの光景は。

			　あまりにも、あまりにも……これはもう、戦力の差などというものではなかった。

			　相手は巨人で、こちらはアリだとしても、これほどのちからの差はないだろう。

			「か、カズさん、どうしよう」

			「命令してください。命令があれば、わたしたち、いけます」

			「いやいやいや、なんの策もなしに突撃とか絶対に無理だからね」

			　青い顔をしているアリスとたまきに笑いかける。

			　ぼくの顔も引きつっていたかもしれないけれど、冷静さは失っちゃいない……はずだ。

			　少なくとも、やけっぱちにはなっていない。敵がどれほど強大だろうと、ぼくたちは別に、あれらをすべて倒す必要などないのだから。

			　極端な話をすれば、フライング・ゼリーフィッシュなどただの１体も倒す必要などない。

			　敵は魔王、たったの１体だ。そしてぼくたちには、こと対魔王においての切り札がある。

			「カヤ。魔王にとりついてから、どれくらいの時間がかかる」

			「なかに、もぐります」

			「ひとりでか。……いや、おれたちもついていけるか」

			「ひとり、なら」

			　随伴はひとりだけ。なら、選択肢もひとつだけだ。

			「ぼくがいっしょにいく。いいね」

			「はい、パパ！」

			「ま、待ってください、カズさん！　危険すぎます！」

			　慌てるアリスだが、ここだけは譲れない。

			　ルシアとふたりで潜入作戦を行ったときと同じだ。ぼくには召喚魔法がある。

			「みんなは、なんとしてでもぼくとカヤを魔王のもとへ送り届けてくれ。といっても、カヤにはディメンジョン・ステップがあるから……。おおよそ１キロ以内には入れれば、テレポートでいっきに魔王のもとへ行けるはずだ」

			　ディメンジョン・ステップで跳躍できる距離は、ランクにつき１００メートルだ。風射術によって風魔法の実質ランクも上昇しているから、現在のカヤは、実質風魔法ランク11である。

			「問題は、フライング・ゼリーフィッシュがどこまで近づけば攻撃してくるか、だけど……」

			「渋谷では、けっこう遠くからバンバン撃ってきてたよねー」

			　架空の渋谷での出来事だ。たしかにあのときは、数キロメートル先から撃ってきてたなあ。

			「わたしのライトニング・ムーヴで距離を詰めてはダメですか」

			　アリスがいった。たしかにそれも一案なんだけど……。

			「見えない障壁とか、張ってそうだ。一昨日(おととい)の夜、世界樹の森でトロルと戦ったときみたいに」

			　あのときは、シャ・ラウのライトニング・ムーヴで接近しようとして、ひどい目にあった。

			　結局、ミアのディメンジョン・ステップで接敵したんだよな。

			　モンスターの魔法には見えない壁をつくるものがあって、でもディメンジョン・ステップならそれを越えることができるというのが明らかになった場面であった。

			「試してみても、いいですか」

			「もしうまくいけば、それがいちばんいいか。たまき、カヤ、アリスといっしょにいってくれ」

			　このふたりがいっしょなら、万一、なにかあってもだいじょうぶだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結論からいえば、ライトニング・ムーヴでは魔王のもとに辿り着けなかった。

			　アリスたちは魔王のだいぶ手前に出現してしまい、フライング・ゼリーフィッシュの集中砲火を浴びた。慌てて逃げ帰ってくる。

			　幸いにして負傷者はいないようだが……３人とも、冷汗をかいて空中にへたりこんでいる。

			「そういえばワンさんが、空間の歪(ゆが)みがあってドローンや航空機、ミサイルなんかが近づけない、っていってたよね」

			「もうちょっとはやく思い出してよ、カズさん！」

			「こうして目のあたりにしてようやく、ワンさんの言葉の意味がわかったような気がする。やっぱりディメンジョン・ステップしかないか……。いや、ディメンジョン・ステップでも辿り着けるかどうかわからないけど」

			　その場合、お手上げだ。打つ手がない。

			「だいじょーぶ！　ディメンジョン・ステップで、いけます！」

			　カヤが自信満々に宣言した。えっへんと胸を張る。

			　あのー、それ、どこ情報？

			「ママが、いってました！」

			「もうちょっとはやくいってほしかったなー、パパ」

			「ついさっき、です！」

			　え？　とぼくたち全員がカヤを見た。

			　カヤは慌てて両手で口を押さえた。

		

	
		
			第２４６話　魔王討伐２

			　

			　すごく気になるけど、カヤへの追及はあとだ。

			　いまは魔王を倒すことだけに専念しよう。

			「ディメンジョン・ステップでいけるというのが確定情報として、とにかく１キロ以内まで近づかないといけない。アリス、さっきのライトニング・ムーヴでどれくらいまで近づけた？」

			「あ、はい。たぶん、魔王から20キロ圏内だと思います」

			「あと９キロか。フライング・ゼリーフィッシュに取り囲まれての９キロは……」

			　とはいえ、日没まではあと10分ほど。ぐずぐずしている時間はなかった。

			「やっつけだけど、これでいこう」

			　ぼくは作戦を提案する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クァールはここで待機することになった。完全に信用できるというわけでもないし、戦力的にも不安があるからだ。

			「わんちゃん、ばいばーい」

			　カヤがぶんぶんと全力で手を振っている。

			　クァールは少し迷惑そうにこちらを睨(にら)んでいるものの、その尻尾(しつぽ)が、耳が、ぺたんと元気なく、寂(さび)しそうに下を向いていた。

			　さて、クァール以外の全員でアリスに掴(つか)まる。両足にたまきとルシア、背中から首に手をまわしてぼく、そしてカヤは前から抱きついている。

			　たいへんに間抜けな恰(かつ)好(こう)だけど、高速移動中に振り落とされるよりはいいだろう。

			「それじゃ、いきます。ライトニング・ムーヴ」

			　ぼくたち４人と共に、アリスは雷となって飛びだす。

			　相変わらず、目も開けていられないような急加速だ。

			　それも、ほんの少しの間。一気に数十キロメートルを飛び越え、急停止する。

			　見れば正面には、視界を覆(おお)い尽くすほど巨大な黒い壁があった。

			　いや、球体なのに近すぎて壁にしか見えない、魔王の姿だ。

			　周囲３６０度、いや上下も含めた全角度にフライング・ゼリーフィッシュの姿が見える。

			　視界内の巨大クラゲたちのうち、ぼくたちの姿を発見した数百から数千の個体がいっせいに触手をこちらに向け、ミサイルを放つ。

			　ミサイルによる飽和攻撃に対し……。

			「アリスママ！　ひだりうえ！　あっち！」

			　カヤが指差す一角だけは、ミサイルの密度が薄い。

			「ライトニング・ムーヴ」

			　アリスはためらわず、カヤの指示に従う。雷となり、そして急停止。

			　目をひらけば、さきほどまでぼくたちがいた右手下で大爆発が起きるところだった。

			　ふう、ひとまず第１波は避けられたか。

			　とはいえ、何度もこの幸運が続くとは思えない。爆風が襲いかかってくるが、アリスは槍楯技でバリアを展開してこれを防ぎきる。

			「それじゃ、カズさん」

			「ああ。気をつけて。……カヤ」

			　ぼくとカヤはアリスから離れ、互いの手をとる。

			　爆発の煙が、ぼくたちの身体を覆(おお)い隠してくれた。

			「カズさんたちこそ、気をつけてください。ライトニング・ムーヴ」

			　アリスは、たまきとルシアを連れ、囮(おとり)となるため離脱する。

			「グレーター・インヴィジビリティ」

			　煙のなか、カヤが自分自身とぼくに姿隠しの魔法を使う。

			　シャ・ラウによれば、これまでインヴィジを見破った奴らには視覚以外の探知方法があったのだという。それは探知方法は熱探知だったり、ソナーのような音波探知だったりする。

			　この広い空間でソナー型の探知はないだろう。となれば、あとは……。

			「コールド・インフェルノ」

			　遠くでルシアの声が響く。あたりいちめん、それもぼくとカヤの進行方向にまき散らされた氷と炎の暴風が、周囲の空気をめちゃくちゃにかき乱した。

			　10倍消費の火水合成魔法、その威力は圧倒的で、近くにいたクラゲたちはひどくバランスを崩して、なかには落下していく個体まである。

			　敵陣は、一時的に大混乱に陥(おちい)った。

			「いくよ、パパ！」

			　ぼくとカヤは爆風にまぎれて飛びだす。

			　カヤはぼくの手をとり、ディメンジョン・ステップを刻んで魔王との距離を詰めていく。

			　周囲のフライング・ゼリーフィッシュは、ぼくたちの存在に気づいていない様子であった。

			　逃げながら大魔法を放ち続けるルシアたちの対処に忙しい。

			　よし、これならいけるか。ぼくとカヤは顔を見合わせてうなずきあうも……。

			　カヤが「あっ」と声をあげる。ぼくは反射的に魔法を使った。

			「アクセル」

			　意識を加速させて周囲を観察すれば、いままさに下方のフライング・ゼリーフィッシュがこちらめがけてミサイルを放ったところだった。

			　カヤはちょうどディメンジョン・ステップを使ったばかりで、吹き上がる煙のなか、まだ次の座標をしっかり認識できていない。ミサイル着弾までの猶予はない、となれば……。

			「リフレクション」

			　ギリギリまで引きつけて、虹色の薄幕を展開する。

			　ミサイルを弾く。幸いにして位置指定型ではなく衝撃型だったようで、ミサイルは１８０度跳ね返ってフライング・ゼリーフィッシュめがけ落下していく。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　衝(しよう)突(とつ)の結果を見ることなく、カヤが転移魔法を使う。次の座標へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フライング・ゼリーフィッシュの数体に捕捉された。

			　複数のミサイルがこちらを狙いだしたことにより、残りにもぼくとカヤの存在がバレてしまう。集中攻撃が来るなか、カヤは的確に攻撃の薄いポイントを割り出し、小刻みにディメンジョン・ステップを使っていく。

			　魔王は、もう目の前だ。ショートジャンプも、残り２回くらいだろうか。

			　そんなタイミングで、ジャンプアウトと同時に激しい衝撃が走る。

			　ぼくは悲鳴をあげるカヤを抱き抱え、空中をくるくる回転した。

			　熱風が押し寄せるなか周囲を見れば、どうやら敵の「置きミサイル」がすぐ近くで爆発したようである。シューティング・ゲームでいう偶数弾というやつだ。

			「カヤ、どこでもいい、飛べっ！」

			「うん、パパ！　ディメンジョン・ステップ」

			　ワープする直前、こちらに向かってくるミサイルの群れが見えた。

			　今度は奇数弾だ。少しでも判断が遅れていたら、あれの爆発に巻き込まれていただろう。

			　ジャンプした先では、すぐ目の前にフライング・ゼリーフィッシュの姿があった。触手の群れが襲ってくる。

			「フォース・フィールド」

			　透明な力場の盾を展開し、触手群をブロック。相手がわずかにまごついている間に、カヤが次のワープポイントを見定めている。

			　そうこうするうちにまた四方からミサイルの群れが飛来するも……。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　間一髪、脱出。辿り着いたのは、黒い球体のすぐ目の前だった。

			　目の前といってもまだ数百メートルはあると思うのだが……。

			「パパ、うしろっ」

			　振り返れば、すぐそばにいたフライング・ゼリーフィッシュが触手を伸ばすところだった。

			「邪魔、させないっ」

			　そのとき、遠くからたまきの馬鹿でかい声が聞こえてきた。

			　フライング・ゼリーフィッシュは反対側からの一撃を受け、その身をよろめかせる。

			　物理攻撃無効のはずなのに、それでもなおこのモンスターをふらつかせたこの一撃は……そうか、破竜斬を乗せた、あの黒い剣のビームか。

			　おかげでぼくたちは貴重な数秒を稼ぐことができた。

			　ぼくは、爆煙にまかれて姿の見えないたまきたちに心のなかで感謝して……カヤを見る。

			「いこう、カヤ」

			「ん。ディメンジョン・ステップ」

			　最後の跳躍。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辿り着いた先は、真っ黒い床の上だった。

			　いや、この足もとこそが魔王の本体だ。頭上を見れば、全周囲を取り囲む無数のフライング・ゼリーフィッシュがこちらに触手を向けている。

			「カヤ、どうすればいい」

			「ゆかのした、です！」

			　カヤは素早くかがみ、床に手を当てる。

			　すっと床に切れ込みが走り……それはあっという間に、円形の穴となる。

			　普通なら落下するだろうけれど、いまのぼくとカヤにはウィンド・ウォークがかかって……と思ったら、身体ががくんと落下する。

			　げっ、吸い込まれるっ！

			「カヤっ」

			　ぼくは慌ててカヤに手を伸ばす。

			　ふたり、手をつないで落下する。

			　ミサイルが頭上に降り注ぐも、それらが魔王の本体に到達する前に、開いた穴がぴたりと閉じた。

		

	
		
			第２４７話　魔王討伐３

			　

			　真っ暗闇のなか、ぼくはカヤを胸に抱き、落下していく。

			「ナイトサイト」

			　暗視魔法をかける。周囲は、しかし真っ暗なままだった。

			　ぼくは仕方なく、ナハンとシャ・ラウを、使い魔強化７で呼び出した。

			「適当になんとかしてくれ」

			『御意』

			『承ったぞ』

			　シャ・ラウの唱えた魔法によって、ぼくたちの身体はぴたりと制止する。

			　ナハンの唱えた魔法によって、周囲の空間が引き裂かれた。

			　ぼくたちは、石造りの建物の床に着地する。

			「神殿……なのかな」

			　純白の太い柱が前後左右無限に立ち並ぶ、不思議な空間だった。

			　天井の高さは20メートルくらいで、蛍光灯のような光を落としている。床も柱も天井も、すべてが大理石のような物質でできていた。

			「カヤ。どうすればいいか、わかるか」

			　カヤは「んー」とあごに手を当てて考え込む。と……床がぐらりと揺れた。

			『気をつけられよ、主！　なにかが来る！』

			　天亀ナハンが警告のテレパシーを送ってくる。幻狼王シャ・ラウがぼくたちに寄り添った。

			　直後、周囲の白い床が割れて黒い影が飛びだしてくる。

			　まるで魔王の子供ともいうべき、漆黒の黒い球体だった。サイズは直径５メートルほど。それがぼくたちの前後左右に１体ずつ、合計４体も展開している。

			「ベビーデビル、とでも呼ぼうか。シャ・ラウ、ナハン、迎撃だ。カヤ、距離をとろう」

			「はい、パパ！」

			　命令と同時に、皆が動き出す。もはや細かい指示は必要なかった。

			　カヤはぼくの手をとって、ディメンジョン・ステップで囲みを突破する。

			　シャ・ラウとナハンはその場に残り、雷撃と炎の魔法でベビーデビルたちを攻撃する。

			　４つの黒い球体も、反撃とばかりにその身を震わせ青白いビームを放つが、ナハンが事前に張っていたバリアにあえなく弾かれてしまう。

			　対して黒い球体は使い魔たちの魔法を受けてよろめき、その身を破壊されていく。

			　さらにカヤが参戦する。ベビーデビルはパチンコ玉をその身にめりこませ、床に墜落。

			　激しい爆発が起きた。爆風が去ったとき、そこにはもう黒い球体はなく、かわりに黄色い宝石が１個、落ちているだけだった。どうやらこいつ、神兵級だったようだ。

			　残る３体に対してシャ・ラウとナハンが苛烈な攻撃をかける。

			　カヤも雑にその尻馬に乗り……３体目が倒されたところで、ぼくたちは白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にいるのは、ぼくとカヤだけだった。

			　まあ、当然か。アリスたちとは距離が離れすぎているし、そもそもこの球体内部は、例によって別世界のようなものだろう。

			「カヤ、ひとつ聞いておきたい。さっきいっていた、きみがミアと交信したっていうのは……結界が展開される前か」

			「うん、パパ。わんちゃんがね、ごしゅじんさまと、おはなししてたから。カヤもママとおはなしできるかな、って」

			　クァールはあくまで、わんちゃんなんだな……まあ、どうでもいいか。

			「クァールがアルガーラフと連絡をとりあっていたこと、すぐにわかったのか」

			　ひょっとしてカヤのやつ、妙な超感覚を持っているのか？

			　持っていても不思議じゃないんだよなあ。どうもミアのやつ、カヤを生むときにいろいろ細工したフシがあるし。

			　はたしてカヤはきょとんとしつつも、「きこえるのよ？」といった。

			「そうかー、聞こえるのかー。じゃあしょうがないな」

			　どうやらカヤには、ぼくたちにはない感覚が備わっているご様子であった。

			　パパ、思考停止しちゃうぞーあははー。えーいもう、どうにでもなーれ。

			「でもね、カヤは、うれしいです」

			「うん？」

			「もうすぐ、パパとママが、会えます」

			　もうすぐ……会える？　ぼくが、ミアに、会える？

			「それはつまり、魔王を倒して……」

			「わたしが、まおーを、たおします。パパは、むこうにもどるとき、ママとあえます」

			　ひょっとして、ミアはいま、世界の外側、みたいな場所にいるんだろうか。

			　ぼくはため息をつき、床に腰を下ろしてあぐらをかく。カヤを手まねきし、脚の間に乗せる。

			　ぼくの愛する娘は、ぼくを見上げてはにかんだ笑みを見せた。

			「カヤ、きみのことをもっと教えてくれないか」

			「カヤのこと？　どんな？」

			「なんでもいい。きみの好きなこと、嫌いなこと。楽しいこと、やりたいこと……なんでも話してくれ」

			　カヤは語った。彼女の話はとりとめもなくて、ときにあっちからこっちへとすっとんでいき、よくわからないことになるのもしばしばだった。

			　ひとつわかったのは、彼女が語る「ママ」はその姿かたちが一定ではないことだった。

			　それはときに大樹であり、ときにメカのようなものであり、ときにひとのかたちをしていた。

			　おおきかったり、ちいさかったり。言葉を使うこともあれば、無言でいることもあった。

			　ミア。きみはいったい、どこまでヒトと離れてしまったんだ。

			　ぼくの不安が伝わったのだろうか。カヤはぼくを見上げ、「だいじょうぶ、です」と笑う。

			「ママは、パパのこと、だいすきです」

			「そうか。……うん、そうか」

			「はい。だから、だいじょうぶ、です」

			　娘に励まされてしまった。ぼくは苦笑いして首を振る。

			「わかった。そうするよ」

			「そうして、ください」

			「カヤ、きみもいっしょに」

			　カヤは笑ってうなずいた。

			　でも。なぜかぼくは、その笑顔にいいしれない不安を覚え……。

			　いや、そんなはずはない。首を振って、胸のなかに芽生えたそれを打ち消す。

			　立ち上がって、ＰＣのもとへ。白い部屋を出る。

			　

			和久：レベル64　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント３

			強化召喚７（使い魔強化７、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少４）

			カヤ：レベル56　風魔法９／射撃９　スキルポイント２

			風射術４（強化射技４、自在弾３、破壊弾１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、もとの場所に戻ったあと。

			　カヤは笑顔で、背伸びをすると、ぼくの頬に、そっと口づけをした。

			「これは、わたしだけの、とくべつです」

			　呆(あつ)気(け)にとられてぼくは動けなかった。カヤはその隙に、そっとぼくから距離をとる。

			「それじゃあ、パパ。バイバイ」

			　ぼくの娘は、とても気持ちのいい笑顔で、ベビーデビルが現れた亀裂に飛びこむ。

			「カヤっ！」

			　ぼくは慌てて亀裂の端に向かう。落下しながら、カヤはぼくを見上げていた。

			「ここからは、わたしの、しごとです。カヤは、だいじょうぶです」

			「待て、すぐに追いかけて……」

			「ダメ！」

			　強い声で、カヤは叫ぶ。

			「さよなら、パパ」

			　亀裂が自動的に修復されようとしていた。カヤを呑みこんだ深(しん)淵(えん)が、消える。白い床に戻る。

			　すぐに飛び込めば、カヤを追いかけることができたかもしれない。

			　でも身体が動かなかった。それはぼくの臆(おく)病(びよう)ゆえか、それとも本能がそうさせたのか。

			　ぼくは床に両膝をつき、呆然としていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どれだけの時間が経ったのか。この無限に柱が続く空間全体が、揺れ始めた。

			「カヤが、やったのか」

			　なんとなく、理解した。理屈ではなく、感覚でわかった。

			　ぼくの愛娘は、やるべきことをやり遂げたのだ。

			「なんでだよ！　どうしてだよ！　カヤ、きみは、命の危険はないっていったじゃないか！　嘘をついたのか！　このぼくに！　父親のぼくに！」

			　ぼくの娘は、魔王を討伐することの代償として、その身を散らしたのだ。

		

	
		
			第２４８話　愛するひと

			　

			　気づくと、ぼくは森のなかにいた。

			　夕焼けの空。少し冷たい風が吹き抜ける。ここは学校の森……に似せた場所、なのか。

			　背後で草を踏む音がする。

			「ミアか」

			「ん」

			　そこには、あれほど待ち焦がれた少女の姿があった。

			　別れたときと同じ年恰(かつ)好(こう)のミアが、学校指定のジャージを着てそこにいた。

			　いつもの無愛想な顔で、少女はぼくを見上げてくる。

			「カヤは、きみと会えるのは向こうの世界に帰るときだっていってたけど」

			「魔王の消滅に伴うエネルギーが、ちょっち強すぎた。楔(くさび)を通じて介入した。なかのものごと地球の外側に吸いだして、ぽいっ。そのついでにカズっちを助けた」

			「そんなことができたなら、最初からやってくれても」

			「規則が、ある」

			「魔王が死ななきゃ、動けなかったってことか」

			「そんな感じ。カズっちたちのおかげで、動くことができた」

			　ぼくはため息をついて、その場に腰をおろす。ミアはぼくの真正面に正座した。

			「今日は、ずいぶんしおらしいな」

			「ん。こういうの、久しぶりだから。勝手がわからない」

			　ぼくにとってはたった１日。

			　だが彼女にとっては、限りなく、果てしなく長い時間が経過したのだろう。

			　肉体の使いかたを、あの懐かしい言葉遣いを、皮肉を、諧謔を忘れてしまうほどに。

			　話したいことは山ほどあった。いいたいことも、たくさんあった。でも、まずは……。

			「ふたつ、聞きたいことがある。きみはこれから先、ぼくといっしょにいられるのか」

			　ミアは、またゆっくりと首を横に振る。

			　表情はまったく変わらない。でも、目もとがほんのわずか弛んだような気がした。

			「そうか。ふたつ目だ。……どうしてカヤを死なせた」

			「カヤは、いる」

			「待て、でもあいつはぼくと別れ際……。それに、ひとりで」

			「もうすぐ、新しい肉体ができる。こころは回収してある、から」

			　ぼくは額に手を当てた。ちょっと待て、待ってくれ、いろいろと待って欲しい。

			　いったいなにがなんだか……いや、彼女の言葉は理解したつもりだけど、でも。

			「それは、カヤといえるのか」

			「魂のありようは、おなじ」

			　どうして、とばかりにミアは首をかしげてみせる。

			　なにが問題なのか、わからないとでもいうかのように。

			　そこには、からかいの意図が欠片もない。

			　ぼくはおおきくため息をついた。なんだか、とても疲れてしまったよ……。きみは……そうか、ぼくが想像もできないほど、いろいろなことがあったんだね。だから。だから、きみは。

			「カズっち、泣きそうな顔、してるよ」

			　ぼくは無言でミアを抱きしめた。強く、強く。２度と離さないとばかりに。

			　胸が痛い。いいたいことはたくさんあるのに、言葉が出てこない。きつく唇を噛む。

			「カズっち」

			　ミアはぼくの背中に手をまわし、とんとん、と軽く叩いた。

			　そこがぼくの限界だった。頬を熱い滴が滑り落ちていく。

			「カズっち、戻らないと。いま、時間の流れは地球と同じ。きっと、アリスちんもたまきちんもルシアちんも、心配してる」

			「嫌だ。離れたくない」

			「それは、無理」

			　ミアはやさしくぼくの身体を引きはがした。細身なのに、おそろしくちからが強い。

			　いまのその姿はかりそめのもので、ぼくと会うためにわざわざ用意したものなのだろう。

			　そこまで骨を折ってでも会いにきてくれた。きみの献身はわかっている。でも、それでも。

			「嫌だよう。ミアと離れたくないよう」

			　ぼくは子供のように泣いた。ききわけのない駄々っ子のように。ものの道理もわからぬガキのように。ただひたすらに、ぼくは泣きわめいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どれだけの時間、みっともなく泣いていたのだろう。

			　ミアは黙ってぼくのそばにいた。まっすぐにぼくを見ていた。

			　ふと、背後に気配を感じた。

			　振り返ると、カヤが立っていた。埃ひとつない、純白の貫(かん)頭(とう)衣(い)をまとっていた。

			　これは……ぼくが初めてカヤと出会ったときと、まったくおなじ服装だ。

			「パパ、ただいま」

			「おかえり、カヤ。……もう、身体は、その……いいのか」

			「はい。カヤは、げんきです」

			　少女は、にぱっと笑う。さっきまでの記憶は、たしかにあるみたいだけど……。

			「カヤ。別れ際、きみがなにをしたか、覚えてる？」

			　カヤは「えっと」と目を泳がせた。ぼくは、ようやく理解する。

			　最後のキス。彼女は、彼女だけの特別を欲したのだ。

			　目の前の少女は、同じカヤであっても、あの記憶を有していない。

			「うん、白い部屋がセーブポイントってところなのかな」

			　確信をもって、背後のミアに訊ねる。はたして「ん」という声が背中から聞こえてきた。

			「正解。ご褒(ほう)美(び)に、カヤをプレゼント」

			「ミア……」

			　振り返ると、ミアはぎこちなく口もとをほころばせていた。

			「もうカヤは、こっちに戻れない」

			「それって……復活しない、ってことか」

			「もう魔王は、いないから。ほかに方法はなかった。ごめん、カズっち。わたしたちの娘を利用したのは、たしかだね」

			「それはもういい。いや、よくないけど、でもきみは、これから……」

			　ミアは、もう何度目か、首を横に振る。

			「わたしは、ずっと見ているから。それだけで幸せだから」

			「そんなの……それだけじゃ」

			「じゃあ、レベルアップして」

			　白い部屋にいけってことか？

			「ん。白い部屋で、わたしと交信できる方法を用意する。もう、魔王を倒すことにリソースを割く意味はないから、少しだけ余裕ができる」

			「わかった。頼むぞ」

			「あとは……強くなって。もっともっと、強くなって。そうすれば、いつか」

			　彼女はそこで言葉を切った。

			　いつか、に続く言葉はなんだろう。問い返しても、首を振るばかりだった。

			　ひょっとして、レベルアップした先で、ぼくたちの道はミアと交わることができるのだろうか。彼女が構築したとおぼしきこのシステムには、まだ先があるのだろうか。

			　だったら。それがどれだけ時間のかかることであろうとも。

			　ぼくは、ぼくたちは、成し遂げてみせよう。

			　立ち上がり、カヤの手をとる。ミアに対して、ちから強くうなずいてみせる。

			「それじゃ、少しだけ、さよならだ」

			「ん。少しだけ」

			「また会おう、ミア」

			　ミアは、ばいばい、といった。次の瞬間、意識が暗転する。

		

	
		
			第２４９話　休戦協定

			　

			　また真っ暗な空間だった。ぼくとカヤは暗黒に浮いていた。

			　目の前に黒い大型の魔物がいた。鋭き刃の翼もつ一本角の大狼。黒翼の狂狼アルガーラフだ。

			　アルガーラフは、ぎょろつく赤い目でぼくを睨(にら)んだあと、ふっと笑うように顔をゆがませた。

			　そこには、かつての威(い)圧(あつ)感(かん)がない。

			　ひょっとして、消耗しているのか。楔(くさび)を維持するというのは、それほどの難事だったのか。

			『戦うつもりはない。おまえが襲いかかってくるなら、応戦するほかなかろうが』

			「もう戦う気力もない、の間違いだろう。ずっと、楔(くさび)を支えてくれていたのか」

			『取引条件だった』

			「誰と？」

			『６本目の楔(くさび)の神だ。もっとも古くもっとも新しい神、と呼ばれている』

			　ああ、たぶんそれは、ミアのことなのだろう。中等部の地下に６本目の楔(くさび)をつくった存在が誰なのか、ぼくも薄々わかっていた。目の前の存在が、あの日、両脚を斬り捨てた少女といまのミアを同一視しているかどうかはわからないけれど。

			「ディアスネグスと魔王は倒した。これから先、おまえは魔王軍すべてを率いるのか」

			『われが支配するは、魔獣軍団のみ。それはこれまでも、これからも変わらぬこと』

			「そうか。……おまえたちは、ヒトと和解する気とか、ないのか」

			　アルガーラフはゆっくりと首を振った。

			『いまのきさまらは天災だ。天災に正面から立ち向かうなど、無知蒙昧の徒と変わらぬ』

			　なんかこいつ、ぼくよりよっぽど頭がいいこといってるぞ。

			『いくらきさまらが強かろうと、１００年か２００年、雌伏すれば死に絶えよう』

			「あ、うん……ぼくたちが普通に死ぬかどうか、ぼくたちの子供が同じちからを持って生まれるかどうかもわからないんだけどね」

			『そのときは、そのときだ』

			　アルガーラフは達観したように呟(つぶや)いた。

			『われらは北の地に去ることとなろう。きさまらが追いかけてくるようなら、最後の１体になるまで戦うほかあるまいが……』

			「たぶん、そんなことにはならないよ。魔獣軍団以外は魔王の手を離れて好き勝手に動くだろうし、だったらぼくたちが戦わなきゃいけない相手はまだまだたくさんいるだろう」

			『で、あろうな』

			　こいつめ、そこまで狙っての発言か。

			　モンスターで唯一、計略でもって魔王の支配から逃れただけのことはある。

			　なら。一歩踏み込んでみても……いい、かな。

			「ねえ、ものは相談だけどさ。お互いに連絡をとりあえるようにしないか」

			『きさま、なにをいっている』

			　アルガーラフは、驚いたような声を出す。

			「クァール……おまえが寄こしたあの黒豹につけた名前だけど、あいつを連絡員として遣さないか。世間一般には、ぼくが召喚した使い魔ってことにすればいいしね」

			『それで、なんのメリットがある』

			「おまえたちは、ぼくたちを内部から観察できる。ドッペルゲンガーなんてものを使わずにね。ぼくたちは、モンスターの支配領域や支配体制といったことについての情報が欲しい。クァールの口を通じてそういった情報を提供してくれると、とても嬉しく思う」

			　アルガーラフは呆れたように、ぼくを見つめた。やがて、ゆっくりとうなずく。

			『きさまたちにその意思があるのなら、試してみても損はなかろう』

			「ありがとう。じつは、もうひとつ理由があるんだ」

			『ほかに理由？』

			「いっしょに戦ってるうちに愛着が湧いた。うちの子も、クァールがお気に入りみたいなんだ」

			　そばでおとなしくしていていたカヤが「クァール、かわいい！」と手を挙げる。

			「クァールは、いいこ、いいこ、です！」

			　アルガーラフの目が、今度こそおおきく見開かれた。

			　そうとうに驚いたようだ。絶句している。

			『きさまはそれで、よいのか』

			「いや、うーん、どうなんだろう？」

			　ごめん、ちょっとなんともいいがたいかも。

			「楔(くさび)を守るって目的は同じである以上、ぼくたちはこの先も共闘できると思うし、だったら交流とかあってもって」

			　アルガーラフはしばし沈黙したすえ『よかろう』といった。

			『その交わりによってなにかを生むことができるというのなら……やってみるがいい』

			　そういうと、アルガーラフは目をつぶった。どうやら、話は終わりのようだ。

			「カヤ、いこうか」

			「はい、パパ！」

			　カヤはぼくを連れて、魔法を使う。視界が変化する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたち親娘が出現したのは、育(いく)芸(げい)館(かん)の跡地だった。

			　地球ではなくこっち側の世界に戻ってきてしまったようである。

			　夜だった。見上げれば、満天の星。周囲にはひとやモンスターの気配がまったくない。

			「ひょっとして、けっこう時間が経ってた感じか、これ。いま何時くらいなんだ」

			　リュックサックにだいじに仕舞っておいた腕時計を取り出す。

			　ミアからもらった腕時計は、夜の11時を差していた。

			「よいこは、ねる、じかんです！」

			　時計の針を見て、さっき起きたばかりのカヤがとても元気な声でそう告げる。

			　さて、どうするか……と思ったら、そばの茂みががさりと揺れた。

			　身構えるぼくたちの前にのっそりと現れたのは、１体の黒豹のモンスターだった。

			「おまえ、もしかしてクァールか」

			『さようだ。主の命を受け、おまえたちを探しに来た。仲間と合流するのだろう？』

			「あ、ああ」

			　クァールは、自分が親善大使兼スパイみたいな役割を果たすこの条約についてどう思っているんだろう。そんな彼の案内で歩きだす。彼にはひとの集まってる一帯がわかるようだ。

			「この山、スケルトンはもういないの？」

			『ディアスネグスが地球に飛んだ瞬間、すべてのスケルトンが動きを止め、塵となったそうだ。あれらはすべて、ディアスネグスが支配する使い魔であったらしい』

			「あれ全部が、か……。やっぱりあいつ、すさまじいちからを持ったやつだったんだな」

			　もしあいつが、その持てるちからをすべて出し切って襲いかかってきていたら、ぼくたちはいまごろ、生きてこの地を踏めていただろうか。

			「そういえば、クァール。きみはいつごろ、こっち側の世界に戻ってきたの」

			『おまえのつがいたちと共に、日が暮れて少しのちだ』

			「ああ、アリスたちといっしょか。あいつらにいじめられたりしなかったか」

			『丁重な扱いだった。まるで、われを傷つけることでわが主の勘気を買うことを恐れているかのようだった』

			「どっちかっていうと、カヤのためじゃないかな……」

			『そこの未熟なメスか？』

			「きみはカヤのお気に入りらしいから」

			「クァールは、かわいい、です！」

			『そうか』

			　黒豹は、赤い目で少しだけこちらを振り向いたあと、ぷいとそっぽを向いてしまった。

			　でもその尻尾(しつぽ)がぶんぶんと勢いよく振られている。かつてなく嬉しそうだった。

			「そういうわけだから、よろしく。娘のお目付け役、頼むよ」

			『おまえの娘がわれを監視するのではないか』

			「カヤはどこに飛んでいくかわからないからね。きみなら、きっとカヤのストッパーになれる」

			　クァールは黙ってしまった。でも、相変わらず尻尾(しつぽ)がものすごくぶんぶんしてる。どうやら「お目付け役」を気に入ってもらえたようだ。

			　正直な話、モンスターとの交流とか不安で仕方がなかったし、うちの愛しい娘をモンスターと接触させることに不安がないわけではない。

			　でも、まあ。カヤは、なんといってもあのミアの娘なのだ。

			　きっと、クァールとのコンビもうまくいく。理屈ではなく直感で確信した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　高等部の本校舎跡地近くに、テントが立ち並んでいた。

			　焚き火がいくつもできていて、その中央で青白く転移門が輝いている。

			　光の民の兵士や高等部組が、そのまわりをうろうろしていた。

			　でもって、転移門付近でそわそわしていた数名の少女が、森から現れたぼくたちに気づく。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちだ。彼女たちがなにか叫び、テントからアリスが顔を出す。

			　アリスはどだだだだっ、と走ってくると、半泣きでぼくに体当たりしてきた。

			「カズさんっ、カズさんっ、カズさんっ！　心配っ、心配、しました！」

			「ただいま、アリス。みんな無事か」

			　とりあえず、ぼくは涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしたアリスを慰(なぐさ)めることにした。
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			最終話　ぼくはふたつの世界を天(てん)秤(びん)にかけて

			　

			　涙を拭きながら、アリスは語る。

			　魔王は、ぼくとカヤが突入した黒い巨大な球体は、がらがらと崩壊しながらその身が宙に溶けていったという。

			　アリスたちは、それを見て慌てた。

			　そりゃ慌てるだろう、なかに入ったぼくたちが戻ってこないのだから。

			　でも、そこで結界が解けた。クァールがアルガーラフから電波を受信して、ぼくとカヤの無事を伝えてきたという。おかげで蛮行に走ることもなく、撤収したそうだ。

			　撤収、といったのにはわけがある。魔王を倒しても、魔王が生み出したフライング・ゼリーフィッシュがすぐには消えなかったのだ。

			　ワンさんのお仲間の観測によれば、あれらもいずれは魔力を使い果たし、消えていくだろうとのことであった。もっとも、某国とか某国とか某国が介入して、迂(う)闊(かつ)な真似をしでかす可能性とかも考えなきゃいけないとのことで……。

			「これから、頭が痛いですね」

			　彼はそういって笑ったという。

			「ですが、この先はわれわれの仕事です。みなさんは裂け目が閉じる前に行動するべきです」

			　ワンさんは最後に、と志木さんに巻物を手渡した。古めかしいつくりの、時代劇とかに出てきそうな巻物である。そう、忍法とか書いてそうな感じの。

			「弟子に、啓子に渡してください。免状です」

			「ええと、それって……」

			「みなさんのお話を聞き、わかりました。もう、わたしが教えることはなにもないでしょう。いちおう、秘伝のヒントも記しておきました。彼女が実戦で真の強さを身につけたならば、使いこなせるかもしれません」

			　なんだよ秘伝って……格闘漫画の主人公かよ……。

			　志木さんは呆れながら巻物を受け取ったらしい。いまその巻物は、啓子さんの手にあるとのこと。泣いて喜んだというから、まあ、きっとよかったんだろう。

			　で。クァールに誘導されて、皆で羽田空港のすぐそばの水上に赴(おもむ)いた。

			　もうフライとかは切れてたけど、ルシアの水魔法でなんとかしたとのことである。

			　狙い澄ましたかのように開いた裂け目に飛び込み……気づいたら、この学校の山の、中等部本校舎前にいたらしい。

			　アリス、たまき、ルシア、志木さん、そしてクァールの４人と１体で。

			「でもカズさんとカヤちゃんは戻ってこなくて、だいじょうぶってクァールはいうんですけど、でも心配で、とっても心配で……っ」

			「いろいろあったんだ。でももう、だいじょうぶ。ぜんぶ終わったから」

			　魔王は消えて、亡霊王もすでになく、アルガーラフは部下を引き連れて遠くへ去るという。

			　それ以外のモンスターは野放しだから、この世界の人類はまだまだギリギリの戦いを続けることになるだろうけれど……。

			　とにかく、いますぐ世界が滅びるかもしれないという状況ではなくなった。

			　ぼくたちの努力次第で、この先の展望を開くことができるようになるかもしれない。

			　いや、きっとしてみせる。

			　なぜなら……ぼくは、ぐっと拳(こぶし)を握る。あいつとの約束を、思い出す。

			「ぼくたちは、もっと強くならなきゃいけない。ずっとずっと強くだ」

			「えっと、カズさん、どういうことでしょう」

			「ミアと約束したんだよ」

			　ぼくはアリスに、ミアとの会話の内容を語った。

			　いろいろと複雑な部分は理解できなかったようだけれど……ミアはもう帰って来られない、ということだけは理解したようだ。

			「そう、ですか。ミアちゃんは……わたしたちのために、すべてを捨てても……」

			　アリスは勘違いしているけど、ミアは完全な自己犠(ぎ)牲(せい)だけであんな風になったんじゃない。

			　たぶん８割くらいは、ミア自身が望んでのことだ。でもそれを指摘するのは、きっと無意味だろう。アリスの感受性では、ミアの心理はきっと理解できない。

			　この少女は、あまりにも……そう、ヒトとヒトとの関わりだけで世界を理解しすぎている。

			　それでいい。ぼくはそっと彼女を抱きしめた。アリス、そんなきみがそばにいたからこそ、ぼくはここまで来ることができたんだよ、と。

			　アリスがいなければ、きっとぼくは育(いく)芸(げい)館(かん)に行くことなど思いつきもしなかった。

			　その存在を知ったとしても、見知らぬ者を助けるなんて思いもしなかっただろう。

			　そして、アリスを助けるためじゃなければ、あのときあそこまでの無茶もしなかっただろうし……その場合。いまここで、こうして無事に世界を救うことができていただろうか。

			　きっと、無理だっただろう。

			　アリスの願いのために、彼女のために動いたからこそ、いまのぼくが、ぼくたちが存在する。

			「アリス。この世界を救った最大の功労者は、きっときみなんだ」

			　だからぼくは、そう呟(つぶや)いた。アリスはきょとんとしてしまったけれど、まあ彼女が理解する必要はないのだ。

			　ぼくはアリスの唇を唇でふさいだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たまきとルシア、それに志木さんが転移門でやってきたので、遅い夕食をとりながら、もういちど同じ話をすることになった。

			　ミアのくだりで、たまきがわんわん泣きだした。

			　カヤはそんなたまきの頭を「いいこ、いいこです」と撫(な)でていた。

			「ママは、さびしくありません。みんなと、ずっと、いっしょです」

			「ずっと……いっしょ？」

			「はい。いつかまた、あえるから。だからママは、とってもたのしみだって」

			　たまきは「そっか」と呟(つぶや)いて、しばし夜空を見上げた。

			　満天の星だ。吸い込まれそうなほど見事な天の川だった。

			「レベルアップ、すればいいんだよね、カズさん」

			「ああ。明日から、また戦うぞ。いいな」

			「もっちろん！　ミアちゃんよりいっぱい、いっぱいがんばってやるんだから！」

			　涙を腕でごしごしぬぐい、たまきはちから強くうなずく。

			「どのみち、まだモンスターの支配領域の方がはるかに多いのです。むしろ、これからが本番といえるでしょう」

			　ルシアは平然と、冷静に、泰然自若といった様子で語る。

			　ケーキをものすごい勢いで頬張りながら。口もとをクリームで真っ白にしながら。

			「がんばるのはいいけど、うちの子たちを押しのけて雑(ざ)魚(こ)狩りとかはナシでお願いね。ランク９持ちも出てきたとはいえ、まだまだ平均レベルは20以下なんだから」

			　志木さんは育(いく)芸(げい)館(かん)組のことで頭がいっぱいのようだ。

			　まあ、彼女たちのために、わざわざ地球から戻ってきたんだもんなあ。

			　そのことを皆に話したら、「わたしたちのために」とみんな泣いて謝ったり感謝したりでたいへんだったらしい。

			「これでもう、彼女たちの忠誠心は揺るがないわね」

			　そんな皮肉めいたことをいっていたけど、きっとそれは志木さんの本心じゃないんだろう。

			　志木縁子は、とびきりのひねくれものなのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リーンさんの鷹(たか)がやってきて、世界樹に来て欲しい、といった。報告と意見交換、そして今後のことを話し合いたいと。

			「お疲れなのは存じております。ですが……」

			「わかってるって」

			　ぼくは鷹(たか)から聞こえるリーンさんの声を遮(さえぎ)り、笑った。

			「ぼくの方も、話さなきゃいけないことがある」

			「はい、お待ちしています」

			　志木さんも、そしてアリスたちもいっしょに行くといってきた。

			　さすがにクァールだけは、この山に残ってもらうことになる。先日、ドッペルゲンガーなんてものもいたし、さすがにいますぐ彼を世界樹に行かせるのはまずい、という判断だ。

			「カヤ、クァールといっしょにお留守番、頼めるか」

			「まかせて、ください！　いっぱい、あそびます！」

			　カヤは元気いっぱいでクァールの見張りを了承してくれた。

			　ひとりと１体を残し、残る皆で転移門をくぐる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　意識が途切れ、漆黒の空間。

			　そこで、歌を聞いた。

			　ミアの歌だ。さっきまでと違い、その歌はなんだかとても嬉しそうだった。

			　歓喜にあふれ、希望に満ちあふれた響きだった。

			「ああ、ミア。きみも嬉しいんだね。喜んでくれるんだね」

			　どれほど月日がたっても。どれほど離れてしまっても。どれほど変わってしまっても。

			　きみはミアで、ぼくはカズで。

			　分たれたぼくたちの道は。いつかまた、ひとつに交わるだろう。

			　なに、ここまで来るのに、まだたった６日なのだ。

			　この先の道のりがどれほど長くたって、きっとそれは遠くない未来に違いない。

			　だから。

			「待っててくれよ。ちょっとだけ、待っててくれ」

			　ぼくは歌うミアにそう告げる。

			　歌声が、ひときわおおきくなった気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうして、生と死を、ふたつの世界を天(てん)秤(びん)にかけたぼくたちの６日目が終わる。

			　果てしなく長い６日間で、それをぼくたちは一瞬で走り抜けたのだ。

			　人生でもっとも濃密な日々は、こうして過ぎ去っていった。

			　そして、ここから始まるのは、新たな物語だ。

			　覚醒のための、再会のための旅が始まる。

			　ぼくにはもう、天(てん)秤(びん)など必要がない。世界も、ミアも、すべてを手に入れるのだ。

		

	
		
			番外編　結婚式

			　

			　わたしたちの６日間の戦いが終わってから、１か月ほど経ったその日。

			　結婚式が行われた。

			　田上宮(たがみや)結城と磯垣啓子。ニンジャとグレーター・ニンジャの挙式は、世界樹の片隅で、わたしたち数名だけを伴っての簡素なものだった。式の段取りをわたしがやる羽目になったほどだ。

			「志木殿に任せるのが、いちばん確実でござろう」

			　結城先輩はそんなことをいって持ち上げるけれど、高校一年生だったわたしが結婚式に詳しいはずもない。結局、ルシアやリーンの補助のもと、この世界流の挙式を簡素なものにして、適当に行った。いや本当に適当で、結婚の言葉も「互いに相手を思いやりたまえ」程度だ。

			　それでも結城先輩と啓子さんは満足そうだった。

			「多くの仲間が、いまもあちこちで戦っているでござるからな」

			「わたしたちのために、みんなを呼び戻すのもねえ」

			　彼らにとっては、自分たちを祝われるより、みんなが幸せになる方が大切なのだ。

			「次はカズどのたちの番でござるな。なんなら、いまから式を挙げるでござるか」

			　さすがに今日だけはと面頬を外した結城先輩が、カズくんたちをからかった。

			「いや、おれたちは……」

			「パパとママたちの、きれいなすがた、みたいです！」

			「え、あ、カヤ？」

			　カヤちゃんが、曇りのないきらきらした目でカズくんたちを見上げていた。

			　アリスちゃんとたまきちゃんが照れている。まんざらでもなさそうだ。

			　ルシアは、宴席のケーキをもくもくと食べていた。彼女はもういろいろと手遅れなんじゃないかと思う。いや、リーンさんがそんなルシアを微(ほほ)笑(え)ましい目で眺めているから、あれはあれでいい……のかなあ。

			「名案ね。あなたたちもいい加減、少し休むべきだし。１週間くらい、いいでしょう」

			　わたしは腕組みして、せいぜい不遜に見える笑顔をつくる。

			「でも志木さん。ぼくたちは……」

			「はやくレベルアップして、ミアちゃんのところに辿り着きたい、でしょ。耳にタコができるほど聞いたわ」

			　彼らはこの１か月、忙しく戦ってきた。

			　あの無我夢中の６日間ほどではないけれど、高等部と中等部の誰よりも長い時間、戦場に身を置き続けてきた。

			　リーンもわたしも、「もっと余裕を持った方がいい」と何度も忠告してきた。でもこの４人とカヤちゃんは、なにかに取りつかれたように戦い続けた。

			　目標があるのは、わかる。

			　でもそれはずっと遠いところにあるという話だ。ならば、限界までがんばるのはいまではない。

			　そんな道理、カズくんやルシアなら、わかりすぎるほどわかっているだろうに。

			「焦ってしまうんだ。もっと戦わなきゃいけないって」

			「わかったわ。それじゃ……」

			　わたしはため息をつき、カヤちゃんとうなずきあった。すでに彼女の了解はとってある。

			　将を射るなら、まず馬を射よ、だ。

			「カヤは、きょうだいが、ほしいです！」

			「わ、わあっ」

			「わっ、わわっ、カヤちゃんなにいってるの！」

			　アリスとたまきが慌てていた。両腕をばたばたさせている。かわいいなあ、もう。

			「真面目な話をするとね。あなたたち、暴れすぎ。もうあなたたちがエースで切り盛りしなきゃいけない時期はとっくに過ぎてて、育(いく)芸(げい)館(かん)組のトップクラスは派生スキルも伸びてきている。わかっているでしょう」

			「それは……そうだけど」

			　カズくんは、なおも不満そうだった。

			「命令よ、カズくん。ちょうどいいから、これから７日間、あなたたちはお休みしなさい。カヤちゃんはその間、わたしたちが借りていくから」

			「レンタル、されます！」

			「ちょっ、ちょっ、ちょっと待って！　それって、どういう」

			「あなたたちだけで新婚生活を楽しみなさい、ってこと。カヤちゃんの前でそれ以上いわせないでよ、もう」

			　カヤちゃん、妙なところ耳年魔なんだけどね。さすがはミアちゃんの娘というところ。

			　でもいまは空気を読んで、にこにこ笑っている。末恐ろしい子だわ。

			「心配しないでも、戦線を維持するくらいなら問題ないわ。これ以上焦って領土を解放しても、後方支援がたいへんなのよ。それにね……カズくん、アリスちゃん、たまきちゃん。あなたたち、いまひどい顔してるわよ」

			　そういわれて、カズくんたちは互いに顔を見合わせた。

			　なおルシアは、えんえんとケーキを食べ続けている。

			「気づかなかったの？」

			「アリスもたまきも、最近、眠りが浅いなとは思ってた」

			「当事者じゃ、なかなかわからないものかしらね。ルシア、あなたは気づいていたでしょう」

			　ルシアはケーキから顔をあげ、頬にクリームをつけたまま、真面目くさってうなずく。

			「はい。しかし同時に、民は現状を深く嘆いていたのです。少なくとも、これまでは。これからは……そろそろ、土地解放の戦いもひと段落としてよいのではないでしょうか」

			「ええ、ギアをローに落とすってこと……ごめんなさい、この例えはこっちの世界じゃイマイチね」

			　ルシアも地球で自動車を見たことはあるけれど、専門用語まではわからないだろう。

			「そういうわけだから、はい」

			　とわたしはリーンに合図をする。

			「お任せを、シキ」

			　リーンはにこにこしながら、従者に命じて部屋の壁にかけられていた「田上宮家結婚式」の看板を「賀谷家結婚式」にかけ替えた。

			「え、ちょっと待って、なんでそんなもの用意してるの。……ねえ志木さん、リーンさん。きみたち、ぼくをハメたな？」

			「残念。拙(せつ)者(しや)たちもグルでござるよ」

			「ぐるでござるよーっ」

			　カヤが大喜びで、目を白黒するカズくんたちのまわりを「ぐるぐるぐるー」と駆けまわる。

			「カヤまで……。うう、娘が反抗期だ」

			「いいえ、カヤはパパがだいすきです！　いやよいやよも、いやよさん！」

			　ちなみに高坂伊耶夜ちゃんは育(いく)芸(げい)館(かん)組のもと中等部二年生で、裁縫が得意な子だ。

			「ウェディングドレスはすみれちゃんたちが用意してくれたわ。こんなこともあろうかと、育(いく)芸(げい)館(かん)の地下にあったサンプルを持ち出しておいたの」

			　今回、啓子さんはウェディングドレスを着ていない。この世界樹の結婚式用である、樹皮絹という魔法繊維を使った薄緑色のローブを纏っている。これはこれで彼女らしい素朴な魅力がよく出ていて、綺麗だと思うけど……。

			「アリスちゃん、たまきちゃん。ウェディングドレス、着てみたかったでしょ」

			　アリスちゃんとたまきちゃんは少し戸惑ったあと、頬を朱に染めて、「は、はい」と恥ずかしそうにうつむいた。

			　ふっ、ちょろい。これでカズくんの退路は完全に断ったわ。

			「そういうことだから、観念しなさいな」

			　わたしは腰に手を当てて、にやりとする。

			　カズくんをやりこめるのは、いつだって楽しいのだ。

			　ああ、彼の苦虫を噛み潰したような顔を見ていると、日々のストレスが溶け消えていく。

		

	
		
			番外編　黒豹急行

			　

			　帰還民、と呼ばれるモンスターが駆逐されたあとの土地に再入植した人々の間では、嘘とも真ともつかぬ噂がまことしやかに語られている。

			　いわく、ニンジャと名乗る黒装(しよう)束(ぞく)の集団がモンスターを退治しているところにでくわした。

			　いわく、無数のモンスターを従えた青年が神兵級モンスターの部隊と戦っていた。

			　いわく、黒豹に乗った白い服の小柄な少女が、「はいよーシルバっ」と叫びながら行きがけの駄賃とばかりにオークの群れを駆逐していった。

			　帰還民の生活は不安定で、モンスターが再度浸透して入植村を襲うことも多い。

			　ゆえに砂を噛むような日々に飽き、「伝説のマレビトを見た」という夢のような光景を語って日々の苦難を紛らわす者たちが後を断たないのだろう……。

			　

			　女は、そう思っていた。

			　その日そのとき、ホブゴブリンの群れに入植村を襲われ、わが子たちをかばって死にかけたところを彼女たちに助けられるまでは。

			　それは流れ星のように空から降ってきて、剣を振りかぶるホブゴブリンたちを竜巻の魔法で吹き飛ばした。

			「はいよーシルバーっ」

			『銀ではない。われの毛は黒だ。覚えろメス』

			「かけごえは、たいせつですっ」

			　大柄な黒豹と、それにまたがる白い貫(かん)頭(とう)衣(い)の少女だった。

			　少女の髪は目の覚めるような青で、風になびいてきらきらと輝いている。外見は10歳か、それより少し上くらいだろうか。その割に言葉遣いが幼いように見えたが……。

			　生き残ったホブゴブリンの１体が、怒りに燃えて弓に矢をつがえ、背後から少女を射る。

			　しかし少女は、それに気づいていた。手をひと振りすると竜巻が出現し、矢が見当違いの方向に逸れる。

			　魔法だ、と女は目を瞠った。彼女は無詠唱で魔法を使いこなしている。

			　ホブゴブリンたちは、背を向けて逃げ出した。

			「だめです。ぜんめつ、させます」

			　少女の指から無数の光の矢が迸り、ホブゴブリンたちの背を次々と射貫いていく。

			　ばたばたと倒れるモンスターを満足そうに見たあと、少女はモンスターが変化した宝石を回収した。

			　そのあと、まだ腰を抜かしている女に振り返る。

			「けが、してませんか」

			「だ、だいじょうぶです」

			「そーですか！　では、きをつけて、もどってください」

			「戻ってって……でも、村はもう」

			「そうじ、しましたっ」

			　少女は、えっへんと胸を張る。

			「もう、だいじょーぶですっ」

			　女が目をぱちくりしている間に、彼女は黒豹の背をぽんぽんと叩く。

			　黒豹が『命令するな』と不機嫌な声を出した。いや、声が女の頭のなかで響いたのだ。そういえばさっきも、似たような声を聞いたなと思い出す。

			　それがモンスターたちの使うテレパシーというものだと女が知るのは、だいぶ先のことだ。

			　黒豹が宙に舞い上がる。

			「ばいばーい」

			　少女は女と、女の背後でまだ呆然としていた女の子供たちにぶんぶんと手を振っていた。

			「つぎ、いくよーっ」

			『今日はもう、よかろう』

			「だめだめ、パパとママたちのぶんまで、がんばりますっ。おやこーこーですっ」

			『ハネムーンとは、おまえたちの習慣はわからん。本当に理解できん』

			　黒豹が空を飛び、あっという間に森の彼方に消えていくのを、女たちは唖然として眺めていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クァール、パパたちは、いまなにを、してるでしょう」

			『つがいがすることなど、ひとつであろう』

			「もーっ、でりかしーが、ないです」

			『痛いっ、こらっ、毛を引っ張るな。抜くなっ！　シキにいいつけるぞ』

			「う……っ、ごめん、なさい」

			『メスめ……くそっ、なぜおまえ、シキの名にだけは反応する』

			「ママが、いいました。あのひとにだけは、さからうな、と」

			『……やつは、脆弱だ。レベルも他より低いのだろう』

			「パワーより、つよいものが、シキおねーさんには、あります」

			『それは、ヒトであるがゆえか。それゆえの特別なちからか』

			「はい」

			『そうか。……なるほど、そういうものか。ヒトとは難しいものだな……』

		

	
		
			あとがき

			　

			　横塚司です。

			　本巻にて、『ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召喚魔法を天(てん)秤(びん)にかける』完結となります。

			　

			　ウェブサイト『小説家になろう』に投稿していた本作を書籍化の際、当初、担当編集氏からは「なるべくウェブ掲載時と同じ文体でお願いします」と伺っておりました。

			　しかし二巻、三巻と巻を重ねるにつれ、わたしのなかで「やっぱり紙の本には紙の本なりの文体の方がいいのでは……？」という思いも強くなりました。

			　この最終巻では、ウェブ投稿時のものからだいぶ文章をいじっております。

			　いや、比べてみないとわからない程度の些(さ)細(さい)なこだわりかもしれませんが……。

			　この第九巻が少しでも読みやすくなっていれば幸いです。

			　

			　さて、ウェブサイトの方ではすでに告知しておりますので、こちらでもいちおう。

			　わたくし横塚司は、瀬尾つかさという別のペンネームも持っています。

			　瀬尾つかさについて、詳しくはブログをご覧ください。

			　ＵＲＬはhttp://blog.livedoor.jp/heylyalai/となります。

			　本作品執筆の経緯についても記事を書いております。

			　

			　試行錯誤を重ねたこの作品ですが、いまは本作を完結させることができた喜びでいっぱいです。

			　書き下ろしの短編ともども、楽しんでいただけたなら幸いです。

			　

			　この作品のシステム、個人的にはすごく気に入っているので、どこかでまた応用（使いまわしといってはいけない……）できないかなあと機会を窺(うかが)っております。

			　いまのところ、富士見書房様から出版させていただいた『ワールド・イズ・コンティニュー』という作品において本編の経験を生かしたシステムを構築していますので、興味のあるかたはこちらもお手にとっていただければ幸いです。（宣伝！）

			　

			　それでは、またいつか、お会いしましょう。

			　それがこのペンネームなのか別ペンネームかはわかりませんが……。

		

	
		
			横塚司（よこつか つかさ）
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			マニャ子（まにゃこ）

			佐賀県出身・東京在住。フリーランスのイラストレーターです。主に挿絵やゲームのイラストを描いています。（二〇一七年五月現在）
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